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　──はじまりの話をしておこうか。

　それは『あの』ケータ・マルミヤが丸まる宮みや敬けい太たと呼ばれ、魔王軍の大だい元げん帥すいでも落ちこぼれ戦せん術じゆつ召しよう喚かん士し候補生でもなく、東京都荒川区の一中学生だった頃の話だ。

　部活は卓球部（全員参加の学校だからだ）。

　委員会は保健委員（アミダで負けたからだ）。

　得意科目は英語と理科。さらに言うなら、苦手科目は国語と音楽。

　一部の人間に『この集中力を勉強に使えたらさぞかし……（教師談）』『カラオケで歌うな（友人談）』と言われること以外、ごくごく平凡な中学二年生として生活していたのだ。信じられない話だが。







「ただいま──」

　時は午後五時半。丸宮敬太は、いつものように部活を終えて帰宅した。

　玄げん関かんでスニーカーを脱ぎ散らかし、学校指定のスクールバッグを背中から下ろしつつ、廊ろう下かを歩いていくテンポもいつも通り──いや、少しだけ浮き足だっていたかもしれない。

「おうただいまー、父さん母さんジュンタに──あれ？」

　敬太は首をひねる。もしかして、誰もいない？

　しんとしずまりかえった、リビングとキッチンを見回す。電気はすべて消えている。

　リビングのガラス戸を開けると、ベランダの向こうに、夕日に染まる隅すみ田だ川がわと、鉄てつ橋きようのアーチが見えた。

　敬太の両親が、この川と路面電車の町にマンションを買って、八年がたつ。悪くはない場所だ。十三階建ての最上階だし、川風のせいで夏も涼しいし、花火もスカイツリーも見える。

　しかし会社員の父はともかく、母も弟もでかけているとは。

「なんだよ。誰だれにも言うなってことか？」

　せっかく喉のど元もとまで出かかっていたビッグニュースを、再びしまいこまねばならないのは残念だ。特に弟の順じゆん太たには、一発かましてびっくりさせてやろうと思っていたのに──敬太は日頃の鬱うつ憤ぷんをこめてそう思う。

（だからってわけじゃないけど）

　かわりに敬太が目をつけたのは、キャットタワーの上に座り込む飼い猫である。

「よ、ミケ。いい子にしてたか？」

　その名はミケ。当然のようにメスの三み毛け猫ねこである。

　冴さえた草色の瞳に、赤茶と焦げ茶、白の毛の混じり具合も愛らしい。敬太が近づき拳こぶしをつきつけると、タワー上の彼女は、いつものようにその手をなめた。

「こら。くすぐったいんだって、おまえのベロは。というかさ、これを見てくれよ。おまえはどう思う？」

　敬太は制服の内ポケットに入れてあった封筒を、秘密を打ち明けるようにそっと見せてやった。

　それは淡いピンクの封筒で、『丸宮敬太様』と宛あて名なが書いてある。

　差出人はわからないが、丸みを帯びた筆ひつ致ちは、女子特有のそれを匂わせると敬太は睨にらんでいるのだ。

「やっぱりさあ……イタズラとかかな？　部のやつらはそう言うんだよ。でも俺は、フツーにラブレターだと思うんだ」

　語ってはみるが、キャットタワーのミケの反応は薄い。猫にこの手の話をしてもしょうがないのかもしれない。そもそもラブレターとはなんぞやの話からしようとして、さすがにばかばかしいのでやめた。

「あ、こらミケ」

　それどころか、ミケはあくびをかまして床へ飛び降り、そのまま開けっ放しのガラス戸からベランダへと出ていってしまう。

　敬太はミケを追いかけていき、後ろからすくいあげるように抱き上げた。

　ミケは「ふにゃう」と声を上げ、逃れようとするが敬太は許さない。

「なーう」

「うなーうじゃない。雨ん中死にそうになってたのはどこの誰だ」

　猫の顎あごやら額ひたいやらに頰ほおずりし、やわらかい毛並みを堪たん能のうする。

　もはや猫への罰ゲームなのか、自分へのご褒ほう美びなのか、よくわからなくなっていた。ただ一つ言えることは、敬太が中一の頃に拾ったこの猫を、それなりに可か愛わいがっていたということだ。

「……あー、ふっかふか──って、嚙かみつくなよ。分かったよ離すよ」

　敬太の腕から逃れたミケが、ベランダの床に飛び降りる。

（ちぇ）

　くっきりと嚙み跡がついてしまった手を見やり、そして、表の『異常』に気づいたのだ。

　なぜかいきなりブレーカーが落ちたように、あたりが暗くなっていた。

　雲が出てきて、太陽を隠したのだろうか。そう思って顔を上げると、上空には太陽のかわりに、巨大な『手』が広がっていた。

「は？」

　さらには青いはずの空までが、のっぺりとした七色に染まっている。

　──だがなにより、手だ。

　巨人の手。大きさにして数十メートル単位の、巨大な人間の手のひらだ。それが敬太の頭の上にある。

　マンション最上階のベランダにいる敬太の目には、その長々とした生命線の走り具合や、指し紋もんの薄い指先、親指の付け根に浮かぶ『痣あざ』にいたるまで、しっかりと肉眼で見ることができた。

　痣は赤く細長い形で、まるで皮ひ膚ふの内側で蛇へびがうごめいているようである。

　この妙にリアルな手が、地上十三階のベランダの日光を遮さえぎっている。だから暗い。理屈の上では理解できるが、納得などできるはずがなかった。

（なんだこれ）

（手？）

（というか、どっから生えてきて──）

　敬太の思考は、そこで途切れる。

　視界をふさぐその巨人の手が、いきなり動きだして敬太の方に迫ってきたのだ。

「う、わああああああ！」

　敬太は後ずさりし、リビングへ続く掃はき出し窓の桟さんに尻しり餅もちをつく。

　なんとか上半身だけ這はいずるように、屋内へと逃げ込んだ。その背後。巨大な人差し指が、誰もいないベランダを撫なでていく。

「あ、あ」

　再び手が遠ざかる──かと思えば、今度は手のひらが完全に開口部をふさいだ。部屋の中が、一気に闇やみと化す。

　みしみしと、あちこちで壁がきしむような音が響く。敬太は完全に恐きよう慌こう状態に陥った。

（なんなんだよ、いったい──！）

　床の傾きまでもひどくなっていき、ついにはフローリングの上に座ってさえいられなくなった。九十度近く傾いた床。まるでタイタニックの沈ちん没ぼつシーンだ。次々に倒れこんでこようとする家具の狭はざ間まで、ただ必死に頭を守ってもがくしかない。

　非常識な揺れがおさまったのは、どれぐらいたってからだろう。

　逆さまになったソファーの下にもぐりこんでいた敬太は、おそるおそる頭を持ち上げた。

「……止まった……のか？」

「──なーう」

　闇の中、か細い鳴き声がした。

　散らかりきった床を乗り越え、猫のミケが近づいてくる。

「良よかった。おまえ無事だったのか──」

　敬太はミケの頭を撫で、その体をぎゅっと抱きしめる。慣れた重さと温かさが、今はひどく心強い。

　傾いていた床も、元の水平に近くなっていた。

　こんなにひどい地震を経験したのは、生まれてはじめてだった。いや、そもそもこれを、地震と言っていいのかさえよく分からない。

　ミケを抱いてベランダに出ると、表はいつの間にか夜になっていた。

　あの、ひどく気味の悪かった巨大な手も見つからない。

　続けて敬太は、脳のう天てんを殴られるような衝しよう撃げきに震えた。

「ど」

　いつも見ていた隅田川がない。

　鉄橋のアーチがない。

　地震で崩れたのではない。

「どこだよここは──っ！」

　存在自体が見当たらないのだ。

　絶叫する敬太の目の前を、硬い鱗うろこに覆われた化け物──非常識を承知で言うなら、ファンタジー映画で見たドラゴンによく似ている──の群むれが、次々に飛んでいった。

　それはもう、数十頭単位で飛んでいくのだ。

　巨大な蝙蝠こうもりの翼をはためかせ、巨体をくねらせ、風を切って。

　半分かけた月明かりに照らされるその飛ひ翔しようは、敬太から一切の言葉を奪った。

　竜はその背中に、鎧よろいの戦士を乗せていた。戦士たちが手に持つのは、抜き身の長剣ロングソード、あるいはむき出しの戦斧バトルアツクス。それが月明かりに強く光る。獣めいた雄叫おたけびとともに、空へと切っ先が突き上げられる。

　歌だ。たぶん彼らは歌を歌っている。

　敬太にはわからない、己を鼓こ舞ぶする凱がい歌かのようなものを、全員で歌い上げている。

　ごくりと生なま唾つばを飲み込むと、きびすを返して玄関へと駆けた。

（どこだよ。何が起きてるんだよ）

　幸いにして、ドアは開いた。だがその先を見て、さらに絶望する。

　共用部分の廊下がない。

　あるのは土の地面と、塗りこめられたような闇だけである。

　──ここは──マンションの十三階だったはずだ──。

　玄関にいつも置いてあった、非常用の懐かい中ちゆう電でん灯とうを取り出し、震える手でスイッチをつける。電池切れかと思ったが、なんとかついた。

　ＬＥＤのライトが照らしたのは、岩がん盤ばんとしか言いようがない、無骨な急斜面だった。

「なんだよ……なんなんだよ……」

　懐中電灯で慎重にあたりを照らしていき、そして敬太は、分からないなりに一つの結論を出した。

　敬太が暮らしていたマンションの一三〇三号室は、その部屋『のみ』が切り離されてしまっているらしい。

　ここと壁一枚挟んで隣り合っていた一三〇二号室も一三〇四号室も、その壁部分のみを残して削り落とされていた。下の階も同様だ。

　まるで巨大な手が、敬太の暮らしていた部屋だけを、上からつかみ取ってしまったかのようである。

　そして。つかみ取られた一三○三号室が、いまどこにあるかと言えば。

　生まれてから一度も見たこともない断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの中腹に、ちょこんと引っかかるように乗っているだけなのだ。信じたくないことに。

「は、あははは……」

　敬太は部屋の中に戻って、あらためてその異常さに、混乱を通り越して笑うしかなかった。横から確認した限り、ベランダ側の三分の一は崖がけからはみ出ていた。

　実際にベランダから下をのぞき込むと、はるか下の谷底に、細く川が流れているのが見えた。どれだけ距離があるか、計測しようがない。

　なおも谷底をのぞき込んでいると、間近で咆ほう哮こうがとどろいた。

　おどろいて顔を上げるそのすぐ目の前に、巨大な眼光。

（ドラゴン！）

　目玉一つでバランスボールぐらいはある巨体が、敬太が身を乗り出すベランダぎりぎりにまで近づいてきていた。

　荒い吐息が、ごうごうしゅうしゅうとボイラーの蒸気のように響く。黒光りする鱗に覆われた顎あぎとが開くと、粘度の高い唾だ液えきが牙きばと牙の間に絡みつく様が、子細に観察できる距離だった。

　あまりの恐怖に固まる。その手の内から、何かが滑り落ちていく。

　飼い猫のミケである。

「──っ！」

　ミケは敬太の手を逃れ、ベランダの柵さくづたいに逃げていく。

「ダメだミケ、そっちは──！」

　何もない。隣のベランダは存在しないのだ。

　敬太はとっさにミケをつかまえようと、柵へ手をのばす。隣とこちらを隔てる、避難用の仕切り板に左手をつき、残った右手を大きく伸ばし──。

　──ぐらりと、その仕切り板が倒れていった。

「え」

　ここまでの衝撃で、板と壁を留めるボルトがほとんど抜け落ちていたことに、その時まで気づかなかった。

　倒れた仕切り板の向こうは、何もない──無。

「わああああああああああ！」

　丸宮敬太の体は、まっすぐ、奈な落らくに向かって吸い込まれていった。







　──一番はじめに、崖から突き出た木の根に激突した。次は大岩にぶつかる。

　天地の区別もなく斜面を転がっていき、川の中に落ちて。

　まあ端的に言って、死ぬんだろうなというのはよく分かった。

　何しろ一番最後に見た自分の腕は、なんだか変な方向に曲がっていたし。

　ただちょっと驚き、ちょっと浮かれて、家に帰ってきただけなのに。どうしてこうなるのか。

（……ラブレター、せめて中だけでも確かめときゃよかったな）

　悲しみにくれながらそう思う。敬太が十四年生きてきた中で、最初で最後の告白だったかもしれないのに。

　そこまで思って、自分のおめでたさを嗤わらった。実際にイタズラだと見せつけられるよりは、『ひょっとしたら』の希望を持ったまま終わった方がずっとましだろう。

（……なんだよさっきからニャーニャーニャーニャー、ミケか？）

　耳元でしきりに鳴き声がするが、生あい憎にくこちらはもう、ぴくりとも動けないのだ。

　仰あお向むけになった体中が、鉛なまりのように重く、唯ゆい一いつ聞こえる鳴き声自体も、耳の中に水が入った時のように、ぼんやりとしか聞こえない。

　死ぬのだ。自分は。

「──分かった分かった。これならそなたの言う、愛しい主人とやらにも通じるぞ」

　なんだ？　今度は誰の声だ？

　獣の鳴き声ではなく、人間の声だ。それもひどく澄すんだ、薄いガラスの鈴を振るような声である。

　敬太はなけなしの力を振り絞り、かろうじて右目の瞼まぶたをこじ開ける。すると、見えてきたのは──銀色の女神。

　長い長い銀ぎん糸しの髪に、なめらかな白はく磁じの肌が綺麗だった。

　乳にゆう白はく色しよくの飾り気のないドレスを着込むその体全体が、闇の中で淡く発光して見えた。とてつもなく美しく見えた。

　彼女は敬太の脇に跪ひざまずく。

　銀の光が、そのまま敬太の体にも降り注ぐ。

「──どうだ気分の程は。そなたヒトではなく『稀マレ人ビト』だろう。なぜこのような戦場に居る」












「……かった」

「なんだ？」

　彼女の目が丸くなると、真顔の時よりもあどけなくなる。ひょっとしたら、敬太とそう変わらない年かもしれない。

「…………よかった、よ。俺……最後の、最後にあえたのが、きみみたいな女神様なら……俺のじんせ、そんなわるく、ないよ、な……」

　心からの台詞だったのに、それを聞いた彼女は──どこか悲しそうに表情を曇らせた。

「それは、我への褒ほめ言葉ではないな」

　その白い指先が、敬太の血と泥で汚れた頰に触れる。

「我は女神などではない。我が名は魔王。魔王フードゥー」

「まお？」

「地の底の永遠と、死と静せい寂じやくを崇あがめる魔族の長おさ。我が軍勢の責は詫わびよう。力を与える。此こ処こに蘇よみがえるがよい」

　彼女はそう言って、倒れる敬太の唇に、己の唇を重ね合わせた。




　いわゆるそれは──Kiss of Death.死の接吻




　冷え切った体に押しつけられた魔性の唇は、ひどく熱く甘くやわらかく、そして、丸宮敬太の人生を、大きく変えるものであったのは間違いない。














　──彼女の隣で、無我夢中のまま突っ走り。

　──気づけば三年の季節がめぐろうとしていた。
















（いい天気だ）

　雨や曇どん天てんの日が続きやすい西大陸と違い、東大陸の春は快晴になることが多い。

　同じディルスマグナ世界の同じ空を共有しているはずなのに、この違いはなんなのだろうとケータは思う。

　現にこうして昼下がりの平野部に馬を走らせれば、頰ほおをなでる風は優しく、頭上を蝶ちよう々ちようなども飛んでいき、鞍くらの上でも居眠りができそうな気がするぐらいだ。

「──いたぞ！　モンスターだ！」

　鞭むちのような警告に、はっと目が覚める。

（まずい、本気で寝てた）

　フレッドフォード召しよう喚かん学がく院いんの戦せん術じゆつ召喚士候補生たちで編成される『作戦行動班』は、基本五人一組で任務を遂すい行こうすることになっていた。

　アルファベットで言うところのＶ字形に馬を走らせ、ケータがいたのは左さ翼よくの後方。声が上がったのは、右翼の前方だ。

「目標発見！　『長なが狼おおかみ』の雄おす一体、雌めす二体！　各自隊列を二の陣に組み直しなさい！」

　先頭を走る班のリーダーが、きびきびとしたメゾソプラノで指示を飛ばす。

　──今日もイリス『軍ぐん曹そう』殿は、たいそうお元気でいらっしゃるようだ。ケータは多少の畏い怖ふをこめてそう思う。

　そろいの制服の上からまとったマントの肩は、リーダーだけ他の男子陣に比べて一回り小さい。この『作戦行動班七』は、男子ではなく女子が班長として指揮を執とっていた。

　彼女の名前は、イリス・カーネリアン。

　客観的に見れば凜り々りしく美び麗れいな容よう貌ぼうだが、それをそのまま口にする猛も者さはいるまい。何せ入試トップから一度も首席を譲ゆずることなく、教室の討論では向かう所敵なし。肉弾戦でも自分より二十センチ高い男子を、平気で投げ飛ばすともっぱらの噂うわさだ。

　今も艶つやのある髪をポニーテールに結い上げ、隊列の先頭で馬を駆る姿に隙すきはない。

　つい半年前に入ったばかりのケータと違い、彼女の入学はケータより二年早く、たとえケータと同じ十七歳でも、彼女が班の指揮を執ることに異論を唱える者はないだろう。

　そのイリス嬢じようの指揮により、作戦行動班は徐々に目標との距離を詰めていく。

（まだ若い種だな。雄の方は雌のどっちかの子供か）

　ケータは遠えん景けいに見えるシルエットに目を細める。

　ワーウルフと、魔族の間では呼ばれていたモンスターだ。ヒトの間では『長狼』とも『戦いくさ狼おおかみ』とも呼ばれてた。

　東大陸固有の狼よりも二回りほど大きく、凶暴だが知性は低い。度たび重かさなる魔王軍の東大陸遠えん征せいによりもたらされ、半年前の和平成立後は、主あるじを失い野生化していることが多いというのがヒト側の定説だ。

　この定説の真偽はともかくとして。今はこのモンスターを討伐することこそ、ケータの任務であった。

　長狼の群は、近くの川から引き込んだとおぼしき、農業用のため池で水を呑のんでいる。ヒトがこの池を利用する以上、彼らがここにいてはいけないのだろう。

「召喚術、術式展開用意！」

　イリスが戦闘準備の号令をかけた。

　長狼たちとの距離は、先頭でおよそ三十メートル。左翼から右翼まで、半円を描く形で敵を挟み込む陣形だ。

　それぞれが馬の上で、開かい門もん印いんを刻んだ側の腕を天へと突き上げる。




『──清せい廉れんなるディルスマグナの精せい霊れいよ。此これは鍵かぎの語かたり。解かい錠じようの時は来ませり』




　独特の文法と発声を伴う、精霊召喚のための術式の展開が始まった。

　ケータが口を開けてその様を見守っていると、リーダーのイリスがこちらを向き、ものすごい勢いで睨にらみつけてくる。慌てて術の準備に取りかかった。

　それでもメンバーの中で、真っ先に展開を終えたのは、やはりイリス・カーネリアンなのだ。

『──疾とく此こ処こに開かれよ。顕けん現げんせよ』

　彼女が中空へと伸ばす右腕──その手首から先が、七色の光に包まれ消えていく。

　光の表面に浮かび上がる複雑な文様は、たったいま彼女が唱えた術式を視覚化したものらしい。




『出でよ、飛沫しぶきは時に風ふう刃じんをまとう。汝なんじの名は──凍こおレル風ふう鳥ちよう！』




　イリスが、まっすぐ腕を地へと引き下ろす。すると、光の中に消えていた右手が再び現れ、その先には、まばゆく光る彼女の使し役えき精霊が、強固な術式により結びついているのだ。

　──精霊召喚術。

　これはこのディルスマグナの地上世界を構成する、地ち水すい火か風ふうの四大精霊と接触して力を借り受け、術者の開門印を介して顕現させる業わざだと言われている。

　およそ魔力も膂りよ力りよくも弱く、身体能力一つ取っても魔族に敵う面など一つもないと言われるヒト種族が、唯ゆい一いつこれをもってして大戦を伍ごしてきたと言われているぐらいだ。

「すっげ……」

「いきなり二重ダブルかよ」

　ともに作戦に参加する少年たちが、馬上でそう口を動かすのが見えた。気持ちとしてはケータも一緒だった。

　班長のイリス・カーネリアンが呼び出したのは、水属性の精霊に、風の要素を強化して掛け合わせた二重精霊ダブルエレメント。技術的には合成召喚モンタージユと呼ばれる高度な技だ。

　首席の彼女にとって、精シ霊ン単グ体ルの召喚など『かったるい』域いきなのだろう。

　鋭えい利りな氷の翼を広げる白銀の鳥が、風にのり驚異的なスピードで長狼の群へと襲いかかる。翼が、そしてかぎ爪が、雄の長狼の頑がん健けんな体を紙のように切り裂いた。切り口からまたたくまに氷漬けになっていく。

　剣や槍やりでは致命傷が与えられない魔族やモンスターに、こうやって明確なとどめが刺せるのがこの精霊召喚術なのだ。戦場においては戦術召喚士一人が、歩兵十数人にあたると言われるゆえんである。

「ぼやぼやしない！　すぐに残りが来る！」

　イリスが言う通りだった。残った二頭の長狼が、イリスの攻撃から逃れるために駆けだした。一頭は右へ。もう一頭は左へ。

「そっち、行ったぞケータ！」

　こっちかよと叫びたかった。

　長狼の進路をふさぐのは、生あい憎にくとケータ一人のみ。ケータはイリスと同じように、右手を突き上げ精霊召喚術の術式を展開していく。

（落ち着け。いいか落ち着け）

　光に包まれ見えなくなった手首から先に、じんわりと熱がこもる。視線はあくまで対象を捉えたままという教本の文句の通りに、ケータは開いた指を握り込む。

（よし、つかんだ！）

　確かな手応えとともに、精霊をこの場へ顕現させる。




『出でよ、汝の名は──紅あかク燃もユル獅し子し！』




「ちゅぴー」

　業ごう火かに包まれ雄叫おたけびを上げる、頼もしい精霊を呼んだはずだった。だが長狼の前に降り注いだのは、大量のヒヨコだった。

「あれ？」

　ちゅぴー。ちゅぴー。ちゅぴー。ちゅぴー。

　もちろんただのヒヨコごときに何ができるはずもなく、馬の上で召喚のポーズを取り続けるケータの頭上を、長狼の脚は軽々と飛び越えてしまう。

「何やってんだよケータ！」

「わ、悪い！」

　ケータはあわてて馬を引いた。走り去る長狼の後を追いかける。

（くそ。モンスターにとどめを刺せるのが精霊召喚術じゃないのかよ）

　いつもこうなのだ。

　四大元素の地水火風、どの属性の精霊を呼び出そうとしても、出てくるのは大たい概がいがヒヨコ。まるで商店街のくじ引きで、引いても引いてもポケットティッシュをもらってしまうようなものである。

　俊しゆん足そくの長狼は、その脚きやく力りよくを活かして森の中へと逃げ込むつもりらしい。

　ケータは森の入り口で馬から飛び降りると、そのまま消えた長狼の後を追った。

　うっそうとした木々が視界を遮さえぎる森の中は、想像以上に視界が利かない。

（どこ行った……？）

　あたりを警戒しつつ、垂れ下がる蔓つるや蔦つたをかきわけ、転がる倒木を乗り越える──その時だった。

「！」

　横合いの茂みから、いきなり長狼が飛びかかってきた。




『いいから逃げろ！』




　ケータはその目を睨みつけて叫んだ。

　こちらののど笛ぶえを狙って押し倒そうとしていた長狼が、びくりと固まる。

（通じないとは言わせないぞ）

　何せこれはヒトではなく、魔族側の言葉だ。ヒトの耳には聞こえるか聞こえないかという高こう周しゆう波はの音を使い、配下のモンスターに指示を下す時にのみ使用される。

　一度でも魔族に使役されたことがあるなら、理解できるはずである。

『おまえ、ワーウルフだろう。誰に飼われていたんだ。主人はもう死んだか』

　向こうの目に、戸惑いの色が浮かぶ。

『死んだんだな。でもそれはもう仕方ない』

『……デモ』

『悲しいのはわかる。不安なのもわかる。でもこれからは、おまえが死なないことを一番に考えろ。ヒトは襲うな。ヒトの前に出てくるな。そうすればおまえは生きられる。おまえの主人のぶんまで生きられる。言ってること、わかるな？』

　これでダメだったら、のちのち困るのを覚悟して『別の手段』を取らなければならないところだ。だが幸いにして長狼は、それ以上ごねることもなかった。素直にケータから脚の向きを変えてくれた。

『よしいいぞ。そのまままっすぐ進め。東の谷の方なら、知り合いのオーガが仕切っているからな。そいつに頼めば餌えさにも困らない』

　雌の長狼は、言われた通りの方向へと消えていく。

　ケータはほっと汗を拭ぬぐった。なんとか難は逃れたようだ。

　問題は、この後をどうしのぐかである。

　ケータは森を出ると、逃げずに草を食はんでいた馬にまたがり、仲間がいるはずの地点へ戻った。

（やっぱり怒られるんだろうなあ）

『作戦行動班七』のメンバーは、ため池のほとりでケータのことを待っていた。ケータ以外は、すでに集合を終えていたようだった。

「来たかケータ」

「ワーウル……じゃない、長狼は？」

「心配すんな。二頭とも仕留めた」

「そっか……」

　自じ慢まんげな仲間の言葉に、少しだけ胸が痛む。彼らも魔族の主をなくして、さまよっていただけだったろうに。

「そっちはどうだ」

「──あー」

　ケータは冷や汗とともに、頭をかいた。

「おいまさか」

「うん。まあ、取り逃がしました、みたいな？」

「なんだよおまえ、またかよ！」

「悪い」

「悪いじゃねえよ。ここまで来ると洒落しやれにならねえぞ、『任務達成率ゼロパーセント』の男！」

　──任務達成ゼロパーセント。

　ケータ・マルミヤという落ちこぼれ戦術召喚士候補生を指して、最近よく囁ささやかれるようになった単語である。

　ふだんは語感をもっと縮めて『ゼロ野郎』と呼ばれたり、よりひどく『無能』と称されたりすることもある。

　半年前の、学院入学の頃はまだ良かったのだ。座ざ学がくの基礎講習を一通り終え、精霊召喚術の実技訓練に入ったあたりで無能の片へん鱗りんを見せはじめ、グループ単位の作戦行動班ではその無能ぶりをいかんなく発揮。上から与えられた仕事をことごとく失敗し、ついには任務達成率ゼロパーセントという、驚異の記録を更新し続けていた。

「でもほら。ゼロとか言ってもさ、みんな大げさなんだよ。正確に言えば〇・二ぐらいはあるんだぞ？」

「そんなもん端は数すう切り捨てで無いも同然だろ」

「丁寧さのない生き方って良くない」

「せめて一ひと桁けたに乗せろよ。一桁に」

「──本当にねえ、余計な口ばっかり回るったらないわよね。ケータ・ゼロ・マルミヤ？」

　ケータと、ケータの無能ぶりを追及していた少年、両方がぎくりと固まる。

　おそるおそる振り返れば、そこには震え上がりそうな微笑を浮かべるイリス・カーネリアンの姿があったのだ。

　彼女はゆっくりまっすぐ歩き、ケータの前に立つ。

　単純な背丈だけなら、ケータの方が拳一つ上。だが、なぜかつむじを見下ろされているような威圧感があった。あるいは蛇に睨まれた蛙かえるか。

　よく鍛えられて均整のとれたプロポーションの、胸元だけがはち切れそうなボリューム具合に気を取られている場合ではない。

「やる気ないの？　死ぬの？」

「あ、直球だ」

「口使ってるだけましでしょ」

「できることなら殴りたい」

「あなたの答え次第だと思う」

「誤解なんだ全部」

「へえ、誤解」

「ああ。俺は手なんて抜いちゃいない」

「長狼よ？　通常種のモンスターよ？　毒を吐くわけでも知能が高いわけでもない。精シ霊ン単グ体ルの召喚術で十分対応できるレベルのはずよ。それを倒しそこねるって意味がわからないんだけど」

「言いたいことは理解できる」

「あなたの底辺を掘り進んでなお下を目差す成績具合についてはね、一応教官からも直じき々じきに頼まれているわけよ。やる気の問題じゃないって言うなら、何が課題か教えてくれない？　私にはわからないから。こんな初歩の初歩でつまずく、ゼロレベルの気持ちなんて──」

「──イリス・カーネリアン。この際だからはっきり言わせてもらうけどな」

　ケータがうんざりした口調でため息をつくと、イリスは不意をつかれたように口ごもった。

「な、なによ。文句ある？　みんなほんとのことじゃない。ゼロパーセントのくせに」

「僕らはみんな生きているんだ」

「……は？」

「言い換えれば、この世の全ての生き物は尊とうといんだよ。たとえば俺の故郷に『手のひらを太陽に』という一節がある。ほら、こうやって手のひらなんかを太陽の方向に透かしてみればだな、真っ赤に流れる血ち潮しおに生命の息吹いぶきを感じて──ぶっ！」

　その手を取って日差しの方角へ向けてやったとたん、残りの手で頰を打たれた。

「……なぜだ……いいことを言ったのに殴られた……」

「私もいいことを聞いてこんなに殴りたい気持ちになったのは初めてよ……」

　お互い肩を震わせる。たぶんそれぞれ別の意味で。

「さすが軍曹。パンチも本物だ」

「軍曹じゃなくて班長よ。いいケータ・マルミヤ。耳の穴かっぽじってよーく聞いて」

　頰をおさえるその右手ごと、イリスの方を向かされた。

「私たちは何なの？　戦術召喚士になるんでしょ？　水すい晶しよう府ふにおわす皇こう帝てい陛へい下かの認定を受けた暁あかつきには、ジェムナスティア皇こう国こく騎士団の一員として全国民を守り、魔族の侵攻を防ぐためにいるんでしょうが！　そんなんでどうやってみんなを守るってのよ！」

　一息に言い切ったイリスは、確かに正論を言っているのだと思う。

　彼女は正しく強くまっすぐで、そしてケータは間違った劣れつ等とう生せい。

「魔王軍の侵攻はもう終わった……」

「わからないじゃないそんなの。今まで何度やつらと戦ってきたと思ってるの。和平が成立したって言ったって、相手は魔族なのよ。いつまたこっちの大陸に攻めてくるか知れないって思えば、気なんて抜けないものでしょ」

「いやまあ」

「だいたいあの魔王がおとなしく西大陸に引っ込んでると思う？　大だい元げん帥すいや四し天てん王のうも」

　ケータは何も言えなかった。

　イリスはそれを見て、逆に表情をゆるめた。

「わかった。あなたのそれ、やっぱりやる気の問題よ。ゆるゆる平和な世の中で適当にやろうって思ってるから身が入らないのよ」

「はいはい。ご高説ごもっともです軍曹」

「ちょっ、なにその適当な言い方！」

　フレッドフォード召喚学院は、戦術召喚士を育てる、東大陸最大の学校だ。

　ヒトの奥おう義ぎにして切り札である精霊召喚術を修おさめ、卒業後は大陸を治めるジェムナスティア皇国の騎士団に所属し、騎士としてその力をヒトである国民のために捧げることになる。

　この世界の歴史は、すなわちヒトと魔族の対立の歴史だ。

　ある時は魔王率いる魔族の軍団が、ヒトの暮らす東大陸に攻め込み、またある時はヒトが徒と党とうを組んで西の大陸に攻め込み。戦いの天秤は十数年周期で揺れ続け、最近は魔族側の攻勢が長く続いていた。

　争いがヒトにとって特に厳しくなったのは、二年ほど前に魔王軍側の顔ぶれが大きく変わってからだ。

　後に魔王軍第七次東大陸遠えん征せいと呼ばれる一大上陸作戦を指揮したのは、魔王フードゥーから全軍を任された仮面の大元帥。名を『黒仮面のヴェーレス』と言った。

　彼とその配下による侵攻は、かつてないほど熾し烈れつを極め、一時期ジェムナスティアの領土は、この東大陸の半分にまで追い詰められたぐらいだ。だが、そこから光の勇者の活躍などにより、ヒトは魔族から領土を奪い返すことに成功した。そして有ゆう史しよりはじめて、魔族とヒトの間で戦争終結の講こう和わ条じよう約やくが結ばれた──そう言われている。今から半年前の出来事だ。

　これによって戦術召喚士が重用される戦場こそ減ったが、悪の権化ごんげである魔王軍が残したモンスターを掃そう討とうせねばならないし、魔族側の動向を引き続き監視することも立派な使命。イリスや教室の教官が言う通り、そんなことはよく分かっているのだ。

（でもなあ）

　素直にそれを実行できない自分がいる。

　聞き慣れない精霊召喚術には戸惑うし、掃討すべきモンスターには情が湧わく。

　問題の魔王軍大元帥、黒仮面のヴェーレスをやっていた手前。どうしても。





　　　　　＊＊＊






　──あの頃は、裾すそを引きずるような黒いマントと、仮面が手放せなかった。

　撤退の知らせを聞かされたのは、例の第七次東大陸遠征をしていた最中。

　半年以上たった今でも、鮮せん明めいに思い出せる。場所は東大陸中南部、アレンガルド区。魔王軍戦略拠きよ点てん要よう塞さい『ベルタ』の中。一言で言うなら、暗くしみったれた石の城。

　ケータはそこで、自軍の指揮を執っていた。

「魔王城から伝送？」

「──さようでございます、大元帥閣かつ下か。陛下御おん自みずからお伝えしたいことがあるとのこと」

　回かい廊ろうの途中で、側近が膝ひざをついて伝えてくる。

　魔王軍筆ひつ頭とう参さん謀ぼう、名はカドゥケス。

　禿はげ上がった頭部も、黒いローブから伸びる指も、病的なほど青白く、その耳は細く尖とがっている。魔族の中でも死し霊りよう族ぞくと呼ばれ、ゾンビや悪霊などのアンデッド系モンスターを使役する一族の出だ。

「……なんだあいつ……普段は魔ま硝しよう石せきがもったいないとかケチくさいこと言ってるくせに──まあいい。カドゥケスよ、承知した。すぐに行く」

「御ぎよ意いに」

　ケータは重いマントをひるがえし、軍ぐん靴かを響かせ回廊を進む。その後ろを、カドゥケスが音もなくつき従う。まるで背後霊を連れているような感覚だ。

　すれ違う魔族はみな、立ち止まってケータたちに頭こうべをたれた。そして城の外を見やれば、多種多様のモンスターが飛び回り警戒にあたる。これはケータが出した指示のたまものだ。

　死霊族。百ひやく獣じゆう族ぞく。竜りゆう人じん族ぞく。地ち精せい族ぞく。

　部族の眷けん属ぞくごとにばらばらだったモンスターの指示系統を統一し、魔王軍という一つの組織に編成し直したのは、ケータが一番はじめにやった改革だった。これによって複数のモンスターを組み合わせて軍団を作るのが、非常にやりやすくなった。

　次はもっと複雑な指示を、広域に配置されたモンスターに通りやすくする方法を確立したいと思っている。すでにいくつか、具体案と試作の品はできていた。ちょうどいいから、彼女に聞いて方向性を定めよう。

　ケータはいったん立ち止まると、端はしで噂話をしていた魔族たちに言った。

「──何か質問でもあるのか。聞くぞ」

「めっ、滅めつ相そうもございません。大元帥閣下！」

　いっせいにひれ伏す魔族たち。ケータは冷たい一いち瞥べつをくれると、再びマントをひるがえして歩き出す。

（聞こえてるんだよ、どいつもこいつも）

　魔王軍の間に、突如として現れた仮面の男。魔王よりも魔王らしい漆しつ黒こくの腹心。いったいあの黒い仮面の下には、どんな凶きよう相そうが隠されているのか。目を直接見た者は、石になるという噂も根強くあった。今の陰口も、おおかたその手の噂話だろう。凶相揃ぞろいの魔族の間で言われるのだから笑ってしまう。

　魔王軍大元帥『黒仮面のヴェーレス』。

　それが、現在のケータに与えられた肩書きだった。

　訳もわからずマンションごと異世界ディルスマグナに飛ばされ、死にかけの自分を拾ってくれたのは、なんの因いん果がかその世界の魔王だった。

　彼女の力を注がれ復活した後は、彼女のために働くしかなかった。彼女──魔王フードゥーの望みは、歴代の魔王たちが成し遂げられなかった世界征服。他にできることもなかったし、彼女の願いを叶かなえるため、ただただ必死だった。

　蘇そ生せい時に注がれた魔力が膨ぼう大だいだったことと、ケータ自身の努力と幸運が重なり、今のところ大元帥としての職務に支障はない。くせ者ぞろいの魔族四天王たちを従え、西大陸の魔王城にいる彼女にかわって、新生魔王軍を率い東大陸を進撃している最中だ。

　自慢ではないがこの上陸作戦は、魔王軍史上最も悲ひ願がんに近づいていると言われている。いったいなんの問題があるのか聞きたいぐらいだ。

（俺たちはいける）

（もっともっといける）

　──そうだろう？　フードゥー。

　城の頂上にある指令室へ向かう。

　扉のノブを摑つかむ手前で、ケータは振り返った。

　死霊族の参謀は、ただ眉まゆのない顔をほころばせる。

「……そろそろおまえも下がれ。カドゥケス」

「かしこまりました、ヴェーレス閣下」

　そう言って廊下を歩いて戻るのではなく、足下から霧のように体を分解させて消えていくのだ。

（覗のぞき見み幽霊が）

　薄気味悪さに舌打ちしながら、司令室へ入った。

　さして広い部屋ではない。一番目立つ年代物の机の上には、よく磨かれた薄うす紅べに色いろの石版が、台座にはめこむ形で置いてあった。ケータはドアを閉めると、ビロウド張りの椅い子すに腰をおろし、あえて両足を机の上に投げ出してから口を開いた。

「用件を聞こうか、魔王殿」

　やがて、パソコンのスリープ画面が復活するように、石版の色が変わった。

　石版いっぱいに、銀髪の美しい娘が映し出される。

『壮そう健けんのようだな、ヴェーレス』

「そっちはどうだ」

『まあ〝ぼちぼちでんな〟というやつだ』

　こちらが戯たわむれに教えた言葉を、気に入ってよく使っていた。その背景に見えるのは、天てん蓋がい付きの寝台──また体調を崩して寝込んでいたようだ。

　人に膨大な魔力を与えてもなお彼女の魔力の泉は尽きることなく、彼女自身の体をも蝕むしばむのだという。

　だからケータは、彼女の前では強くあろうと思った。はじめの頃のようにただ守られるのではなく、隣に立てるように。脆もろい彼女の手足となり翼となり、その夢を背負って進める存在となるように。

　ケータは心配を気け取どられぬよう、なおさらふてぶてしく、仮面の口元を皮肉げに引き上げた。

「それは結構。こちらは計画通り、全て順調だ。来週にもオーガ部隊とガーゴイル部隊をもってして、ダレン伯はく爵しやくの城を落としてみせるつもりだ。吉きつ報ぽうを期待していてくれ」

『──頼もしい事だ』

　魔王フードゥーは、石版の向こうで笑った。

「ちなみに今考えているのは、離れた拠点からモンスターに指示を出す方法だ。一時的に自我を封じて、外部から流し込まれた指示で動くようにする。本部の指示をサーバー経由で受信して動く、無人機の関係だと思ってくれていい。モンスター側に受信器を埋うめ込んで、離れた所に発信器を置く。移動を考えれば、発信器は持ち運びしやすいものがいいだろうな。杖かパイプか──」

『よくわからぬが、モンスターにも心があることを忘れないでくれ』

「──そうか」

　悪くない案だと思ったのだが、これは少し保留した方がいいかもしれない。

『なあ、ヴェーレス。いや、ケータ・マルミヤよ。我が軍がここまで兵を進められたのは、そなたの働きがあってこそだ』

「なんだいきなり。褒めても予算は要求するぞ。今まで通り」

『そなたを見こんで、一つ頼みがある』

「頼み？」

『そう。仮面を取ってくれないか』

　唐とう突とつすぎる願いだったが、どうも彼女は本気のようだった。

『もうずいぶん、そなたの素顔を見ていない気がする。だから、ここで見てみたいのだ』

　ケータは戸惑った。

　ちらりと横目でドアを見やるが、一応施せ錠じようはしてある。この部屋の結界はそれなりに強固なものだ。カドゥケスを含め、部下にこのやりとりを見られる心配はない。

　ケータは逡しゆん巡じゆんののち、仮面を外した。

　今となっては、裸を見られるような不安感がある。素の自分。こことは違う『地球』という異世界から来た、無む防ぼう備びな人間としての自分。それを、彼女の前にさらした。

『ああそうだ──元々そういう顔であったな。そなたは』

「だいぶ変わったけどな」

『二年はたったものな』

　時の経過もそうだし、魔力の大量投下による蘇生で、身体機能も変化した自覚がある。

　初期は仮面が必須だったが、今はなくても溶け込めるのではないだろうか。

「あれだフードゥー。どちらかと言えば、俺の体はもう、魔族に分類した方がいいんじゃないか？　部族がどれかとまでは言えないにしてもさ──」

『そのことなのだがな、ケータ』

「なんだ」

『軍を退ひいてくれ』




　──何を言っているのか、本気でわからなかった。




　魔王フードゥーはこちらの気持ちなどお構いなしに、真ま面じ目めくさった顔で喋しやべっている。

『考えたのだ。この先の遠征に未来はない。大きな被害が出るまでに全軍退却するべきだ』

「ちょっ、待てよおい！　退くっておまえ、魔王軍をか!?」

　どんと机を叩いた。石版が台座ごと揺れ、魔硝石が送る図像も乱れる。

　それでも、乱れが直った後の魔王は、変わらず悲しそうな顔をしていた。

　全身の血が引き、次の瞬間逆流した。

「……なら説明しろ。さっきも言ったように、計画は順調なんだ。それともあれか？　おまえは最近ジェムナスティアのヒトどもが煽あおってる、光の勇者とかが気になってるのか？　あんなもの気にする必要は──」

『もう決めたのだ』

「退いてどうするんだよ！」

　石版にかじりついて問いただしたかった。

　彼女の夢を背負って走っていたはずだ。隣に立てるところまで這い上がり、同じものを見て、同じ志こころざしを共有できていたはずだ。

　なのになぜ。

『ヒトと和わ睦ぼくする』

　いつのまにこんなに距離ができていたのか。

　いや、距離が近いと思ったこと自体が、錯さつ覚かくだったのかもしれない。

『本来なら無関係のそなたに、全軍を押しつけるような有りようが間違っていたのだ。今まで苦労をかけてすまない。どうか西大陸に戻ってくれ、ケ──』

「うるさいクソボケ！　ふざけんなああああああ！」

　石版に仮面を叩きつけ、最後の最後で大だい醜しゆう態たい。

　ばらばらになった石版とばらばらになった仮面は、まさしくハートブレイクの象徴であった。

　かくして魔王軍は、勝利を確信しながら突如として反転撤退。本拠地の西大陸に戻らざるをえなかったのだ。







　光の勇者の活躍だの、魔王軍の内ない紛ふんだの、外野は好き勝手言ってくれたが、現実は違う。そんなものじゃない。

　魔王フードゥーは、その後も粛しゆく々しゆくと和睦のための準備を進め、ふてくされる約一名を置いて、本当にヒトと魔族の間で講和条約の調ちよう印いんを果たしてしまった。

　西大陸と東大陸の狭間、ダイト海かい峡きようの海上での出来事だ。

　今、ケータの横では、イリス・カーネリアンがとうとうと説教を続けている。

　長狼狩りの現場から、学院に馬で戻るまでの行程を、すべて説教で埋めるつもりらしい。元気というか、見上げた根性だ。

「……つまりこういうことよ。勇者と騎士団の獅し子し奮ふん迅じんの活躍によって魔王軍は壊滅し、奪われた領土の奪還に成功したの。そして魔王自ら講和を申し出た」

「いや、どちらかっていうとあれだろ。音楽性の違いによるバンドの解散に近い気が……」

「は？」

「解散じゃなくてメンバーの脱退か。辞めたの俺一人だけだし」

　超人気バンド『魔王軍』の名物ギタリストならぬ仮面の大元帥は、和平の成立を見届けた後、軍を抜けた。もうやってられるかだった。

（俺は帰る。家に帰って普通の生活に戻ってやる）

　当初の恩は、もう十分に返したはずだ。俺は自由だ。今のケータを支えているのは、それだと言っていい。

　この場合の家というのは、もちろんあちら側──元の世界だ。地球で日本で、東京都荒川区の家だ。丸まる宮みや敬けい太たに戻るのだ。

「なあ軍曹。確かこの学校を優秀な成績で卒業すれば、騎士団で一番の戦術召喚士部隊に配属されたりするんだろう？」

「え、な、何よ藪やぶから棒ぼうに。『白の腕かいな』のこと？」

「そうそれ」

　目を輝かせるケータに、馬上のイリスは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「あなたね、いくらなんでも図ずう々ずうしすぎない？」

　ケータは魔王軍を率いる中で、幾いく度ども見てきたのだ。魔力にも膂力にも乏とぼしい脆ぜい弱じやくなヒトが、何もない空間から強力な化け物を引きずり出し、ケータたちに対抗するのを。

　無から有を取り出し、使役するような技を、魔族側は持たない。眷けん属ぞくのモンスターを自由に操れるし、身の内にある魔力だけで、十分な力をふるえるからだ。

　精霊という自然の元げん素そと繫つながり、その力を借りるような技を持っているのは、ヒトの方だ。

（俺は、ヒトの手で召喚されたんじゃないか？）

　それも超強力な戦術召喚士によって。

　フードゥーから戦う術すべを学び、軍の指揮を任されるようになる中、日に日にそんな思いを強くして、だから家に帰ろうと思った時、戦術召喚士の学校に飛び込んだのは必然だった。

　騎士団の中ちゆう枢すうに近づくのは無理でも、魔力を封じて一般人のふりをし、戦術召喚士候補生になることはできた。この点に関しては、戦後の混乱期というものに感謝した。

　今は学院で精霊召喚術の秘密を学びつつ、ケータを召喚したヒトを探す。あるいは自力で元の世界に帰る方法を見つける。そう思っていた。

「『白の腕かいな』なんてね、学院でも毎年一人採用されるかどうかよ。超！　絶！　優秀な成績じゃないといけないんだから。たとえば私のような」

「まあな、まだ半年だもんな。ぼちぼちやっていけばなんとかなるよな」

「だからねえ、どうしてそう人の話をスルーできるの？　馬ば鹿かなの？　本場もんの大馬鹿者なの？」

　フレッドフォード召喚学院に入学して、およそ半年。驚異の任務達成率ゼロパーセントと揶や揄ゆされようと、ケータにはケータなりの目的があった。

　──まあ、ここまで自分に適性がないとは予想外ではあったが。

　そしてケータたち一行がたどりついたのは、東大陸第二の都市、パールバル。ここは大元帥の上陸作戦により、西から街が陥落していく中、比較的最後まで勢力を保っていた西よりの古こ都とだ。

　街のシンボルは、他でもないフレッドフォード召喚学院である。候補生たちを相手にした寮りようや下宿、書店や飲食店などが軒のきを連ね、代々共存してきたと聞いている。

　今は一時的に首都へ移されていた学院の機能も、元に戻っていた。街は往おう時じの勢いを取り戻し、復興がたち遅れた周辺の街や村からもヒトが流入し、良くも悪くもかつてない賑にぎわいを見せている。

　候補生を相手にした物売り。いまだ和平を認めない抗戦派の街頭演説。穏健派のビラ配り。そんな雑多な声を聞きながら学院の門をくぐったのは、夕ゆう刻こく近くのことだった。

「──とにかくケータ・ゼロ・マルミヤ。術式を展開する時の姿勢に気をつけなさい。あなたいつも変な格好になってるから」

「すごい……本当に説教で全部埋めてきた……」

「視線はいつもどこに置いてるの？」

　尊敬と疲労が入り混じり、なんとコメントしていいかわからない。そのまま馬の上で脱力していると、前方にいる仲間の様子がおかしいことに気がついた。

　なぜか厩きゆう舎しやに行く途中で、全員止まっているのだ。

「聞いてるの？　ゼロパーセント」

「なあ軍曹。あれ、どう思う？」

　ケータが言うと、イリスも気づいたようだ。

「どうしたのあなたたち！　各自馬を置いてから反省会よ？」

　おいおいまだ反省しなきゃいけないのかと思うが、そういう問題ではないのだろう。仲間の一人が、こちらを振り返った。

「班長。馬が入れられないんすけど」

「なんですって？」

　彼が指さす先には、すでに先客で埋まった馬ば房ぼうがあった。

　確か出発時には、この馬房から馬を出したはずである。ケータも覚えていた。

　イリスが鞍から飛び降り、馬房内で馬の手入れをしていた候補生のところへ走っていく。

　候補生は比較的上うわ背ぜいのある、十七、八の眼鏡めがねをかけた青年だった。女のように髪を長くのばして結んでいた。

「ねえあなた。誰の許可でそこに馬をつないでいるの？」

　泣く子も黙る鬼軍曹、イリス・パーフェクト・カーネリアンの登場だ。きっと平へい身しん低てい頭とうで退散するに違いない。そう思っていたのだが。

「──許可？　さあ、知りませんが」

　候補生の方は、すげない返事だった。

「空いていたから、使わせてもらっていただけです。名札も何もなかったですし」

「それは、そうかもしれないけど。でもここは前から私の班が使っていて──」

「へえ。そうなんですか。知らなかったです」

　終始言こと葉ば尻じりに笑みを覗のぞかせて、小馬鹿にしているとも取れる口調である。

　イリスはまだ冷静だった。

「あなた、所属は？」

「ビム・コーラル。作戦行動班五──ライラ・アズライトの班ですよ」

　そこではじめて、イリスは頰を強こわばらせた。

「アズライト……」

「この間の召喚演習、彼女はあなたのポイントを上回りましたよ。さすがはアズライト家の至宝。二十年に一度の逸いつ材ざいと言ったところですかね」

「まだ暫ざん定ていでしょ」

「そうですね。ですが時間の問題じゃないですか？　最近はお荷物の『ゼロパーセント』の指導に忙しくて、ポイント稼ぎも滞とどこおりがちらしいじゃないですか──」

　その瞬間、イリスは物も言わずにきびすを返した。

　青年に突っかかっていくこともせず、放置したままの馬の手た綱づなを取って、厩舎の奥へと歩き出す。

「おい、軍曹」

「いいから行くわよ。ここだけが馬房じゃないんだから」

　そっけなく言い捨て、どんどんと進んでいく。ケータたちは、同じように馬から降りて、彼女の後を追いかけるしかない。

　てっきり怒ど髪はつ天てんの勢いで食ってかかるかと思ったのだ。まだ同じ班の仲間の方が、腹に据えかねているようだった。

「班長、よく耐えたっすね。ケンカ売られたようなもんなのに」

「べつに。あんなのに怒ったって無む駄だでしょ」

　その答えに、ケータは深々と頷うなずいた。

「まったくだ。軍曹は偉い。争いは何も生まないって言うからな──」

　ライラ・アズライトは、ケータとほぼ同時期に学院に入学した、比較的新しい生徒である。ただし、代々戦術召喚士を送り出している名門貴族の家いえ柄がらで、入学するなりあらゆる記録を塗ぬり替えようとしている天才少女だというのだ。

　尻を追い立てられる立場のイリスとしては、内心穏やかではないだろうが、外野が思うほど本人は気にしないものなのだろう。

　だがなぜかイリスは、そこでケータの方を振り返った。

「誰の、せいだと、思ってるの」

「ひ──」

「誰の！　誰の！　誰の！」

　元魔王軍大元帥すら恐怖に震わせる、凄そう絶ぜつな顔つきで、襟えり首くびをつかまれた。

「むかつくかって言うなら、そりゃむかつくわよ！　ええもうあの金満娘！　首席なんて簡単にはやらないんだから！」

「わかったわかった！　わかったから離し」

「わかったならあなたがもっとしっかりしなさいよ！　いつまでもゼロ野郎に甘んじてないで！　そうよこれから特訓よ！　ヒヨコ以外が呼び出せるまで鍛えてあげるから！」

　ケータは絹を裂くような悲鳴をあげた。

「堪かん忍にんを……どうか堪忍を……」

「ほらきりきり歩く！」

　豊満な胸の谷間へヘッドロックをきめられた状態で、ずるずると連行されていく。残りの仲間に助けを求めるが、彼らはイリスとケータのぶんの馬を引き取り、現地式のやり方で神に祈るだけだった。

（合がつ掌しよう、ってか──）

　日本人のケータの場合は、チーン、とお坊さんが鈴りんを鳴らす絵が浮かんで消えた。







　フレッドフォード召喚学院。そのクラブハウス棟にある男子更衣室では、作戦任務や放課後の補習を終えた候補生たちで賑わっていた。

『作戦行動班七』のメンバーもまた、ハードな任務の後で疲れた体を浴場で洗い流し、着替えをしながら談笑にふけっていた。

「そうそう。それでさ、ハンガー通りに新しくできた定食屋のミートパイが、そりゃもうめっちゃうまいんだ。ウエイトレスも可愛い子ばっかりで──」

「な、あれ見ろ。ケータだ！」

「え？」

　いきなり天てん井じよう近くの小窓が開いた。そこからケータ・マルミヤが登場し、器用に体をねじって部屋の中へと滑り込む。

「あ、俺のことはいいから。続けて、続けて」

「おまえ……無駄に軟なん体たい動物なんだな……」

「お褒めの言葉ありがとう」

　ケータは礼を言いながらも身を低くして、周囲の警戒をおこたらない。

「班長との特訓はどうなったんだよ」

「隙を見て逃げた」

「逃げたぁ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる少年たちに、ケータは「声が大きい」と人差し指を口にあてる。

「なんて命知らずな」

「悪いことは言わん。戻れ。殺されるぞ」

「イヤだ。無理だ。俺にはわかる。あのままつきあっていた方がポックリ即そく身しん仏ぶつコースだ。なんならおまえら、代わるか？　代わってみるか？」

「……いや……無理、だな……」

「だろう？」

　真顔で言い返すと、少年たちは言葉を失うのだ。

　ケータもため息が止まらない。

「というかなあ……真面目なのは分かるんだが、そんなに首席が大事なら、俺の世話なんてやめてほっとけばいいじゃないか。作戦行動班の全体ポイントなんて、個人の成績につく点に比べれば微び々びたるもんなんだからさ」

「だから教官の頼みは断れないんだろ」

「はあ、さすがは軍曹殿。『上官の命令には絶ぜつ対たい服ふく従じゆうであります！』ってか。徹底してるね」

「いや、そうじゃなくて。たしか奨学生スカラーだろあのひと」

　一人の言葉に、ケータは目を見張った。

「……そうなの？」

「そうだって聞いたぞ。けっこう前だけど。かなり田舎いなかの出身だとか……あれ、みんな知らないのか？」

　そこからなりゆきで周囲の人間に聞いてみると、この事実を知っている者といない者では、ちょうど半々だった。

「初耳だ」

「俺もだ」

「確か奨学金の支給条件って厳しいらしいしさ、仮に学費全額免除とかなら……相当きついんじゃないか？」

　フレッドフォード召喚学院は、戦術召喚士を養成する学校だが、学費の方もそれなりにかかる。卒業後の進路が騎士団であることからもわかるように、もともと貴族の子し弟ていに向けて作られた学院なのだ。時代とともに一般市民にも入学の門もん戸こは広げられたが、誰でも気軽にという額ではない。イギリスのパブリックスクールの学費が、バカ高いようなものかとケータは解かい釈しやくしている。

　幸いケータ自身は、入学にあたって資金面で困ったことはない。西大陸からこちらに移る時に、希少性の高い西大陸産の鉱物などを、相当持ち込んで換かん金きんしたのだ。

「意外に正確なプロフィールって知らないもんなんだよな。長くいても」

　仲間の言葉に、そんなものなのかと思う。

　万まん年ねん首席の女子作戦行動班長という、派手な肩書きがあっても知らない人間が多いとは。いやむしろ、その派手すぎる肩書きがあるせいで、誰もそれ以上知ろうとしないのかもしれない。

（文句あるならサシで勝負しろって顔してるしな。あのヒト）

　ドヤとばかりに偉そうに腕組みしている様を想像すると、少し笑えた。

　この学院は、東大陸中から生徒が集まるが、はっきりとしたクラスがあるわけではない。新学期に教きよう卓たくの前で、自己紹介をすることもない。ただ日々のカリキュラムをこなし、ポイントを一点でも多く稼ぎ、その結果定期的に更新される席せき次じという名の実力だけが、本人の名刺代わりになる。

　文字通りその名刺一枚で、他のいっさいの情報を遮しや断だんしてしまっている状況なのだ。イリス・カーネリアンという少女は。

「そっか……それじゃあ、教官の意向を気にするのもおかしくないってことか……？」

「程度問題だろうけどな。あとはまあ単純に、おまえのことがほっとけない性た格ちってのもあるだろ」

「つーかさー、班長の場合、他に目が行かないのはあれだろ。一番目立つのがどーんとあるからじゃないか？」

「胸？」

「それよ」

「おっぱいか」

「ああ。あれはちょっと他にない一品だしな──」

　ケータも含め、顔をつきあわせて真剣に議論し合っていた時だった。

　ドオン！　と派手な音をたてて、更衣室のドアが吹き飛んだ。

「な」

「う」

「誰だ」

　音の方角を振り返った少年たちは、そろって絶句する。

「──ケータ・ゼロ・マルミヤはどこ……？」

　イリス・カーネリアンだった。

　自分で蹴り倒した扉を踏みつけたまま、低く低く問いかけてくる。心持ち前ぜん傾けい姿し勢せいで、かぶさり気味の前髪の向こうから、二つのまなこがひやりと光る様は恐怖そのものだった。

「「ここに！」」

「おまえら、友を売る気か！」

「「そんなものはねえ！」」

　声をそろえて背中を押し出され、あらためてこの学院の儚はかなさを思い知る。

「ふふふ。やっと見つけたわ。手間かけさせてくれやがりまして死ね」

「いや、ちょっと待とうか、カーネリアン君」

「行きましょうか。外周五十周ぐらいで音ねを上げるようなヤツに育てた覚えはないから」

「君は優秀な生徒だったはずだ。男子更衣室に土足で踏み込むという行為についてよく考えてみよう。冷静になればきっとわかる。落ち着いて、落ち着いて」

「そうよいけないことだから私はここを一歩も動かないわ。あなたが自分の足で私のところに歩いてくるべきなの。さあいらっしゃい。まずは右足──」

「あああ」

　絶望の悲鳴をあげるが、効果はなかった。この世界に救いはなく、イリス・カーネリアン嬢による特訓は、ケータが失神するまで続いた。
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　学院外に借りている集合住宅テラスハウスに帰りつく頃には、とっぷり日も暮れ深夜になり果てていた。

　ケータの自宅は、パールバルの繁はん華か街がいから、一歩奥に入った住宅地にある。復興後にヒトが多くなった、比較的気取りのない下町エリアだが、あくまで住宅地。深夜の物音が歓迎されることはもちろんない。

「……頼む。開けてくれミーケルウス……」

　隣近所に声が響くことを気にし、控えめに声をかけるが、声自体がかすれてろくに出てこない。仕方なく玄関ドアにもたれて呼び鈴を連打していると、ようやく鍵が開いた。

　ケータを出迎えたのは、飾り気のない黒のドレスに白いエプロンをつけた、年若いメイドである。

　赤茶と焦げ茶がまだらに混じった髪を、顎のラインで切りそろえ、大きなアーモンド形の瞳は、闇夜でも光りそうな緑色だ。顔色の悪い主人を見ても、彼女は眉一つ動かさない。

「遅かったですだよ、主人」

「悪い。補ほ講こうが長引いたんだ……うっぷ」

　ともすればこみ上げてくる吐き気をこらえながら、ケータは部屋の中に入っていく。居間にある長椅子が空いているのを見るや、物言わず倒れ込んだ。

「なんか餌えさいるだすか？」

「餌じゃなくて食事だ。あと『です』と『だ』は一緒に使わない」

「……ヒトの言葉むずかしい」

「そう思ってもがんばれ。はいリピートアフターミー。お食事はご入り用ですか」

「……お食事はご入り用ですか……？」

　そこまで言わせたはいいものの。

「……悪いけどいらないわ。いま食ったら全部出る。洒落じゃなく」

　ケータはなんとか上半身だけ持ち上げると、背もたれに体を預け直す。それだけでも、ずいぶんと難なん儀ぎな仕事だった。

「今日は何したですか、主人。騎士団の精せい鋭えいどもを血祭りにあげたとか」

「いや」

「難なん攻こう不ふ落らくの砦を上空から蹂じゆう躙りんしたとか」

「いや」

「じゃ何をそんなにグロッキー？」

「……精霊を召喚する……練習？」

　そうとしか言えない。

「成功したですか」

「いや」

　何千回やっても、日が沈み星が出ても、外スれカか残ヒ念ヨ賞コであった。笑えるほどに。

　最後の方の、絶望の壁を見せつけられたようなイリスの顔が忘れられない。彼女の足下では、大量のヒヨコが鳴いていた。

「主人」

「なんだミーケルウス」

「もうやめちゃえだすよ。戦術召喚士の学校なんて」

　率直なメイドの拙つたない言葉が、胸を抉えぐった。

「精霊なんてわざわざ呼び出さなくても、魔力を使った闇あん黒こく魔術なら、簡単の簡単じゃないですか。騎士団の戦術召喚士どもを駆く逐ちくするのに、そこまで手こずったですか？　魔王軍で大元帥までやった『黒仮面のヴェーレス』が、ヒトごときに軽んじられるなんて、ええと」

「むかつく？」

「むかつき百倍ですだよ」

　真顔で言ってくれるのである。

　ケータはおかしい語尾を訂正する気にもなれず、ただ嘆たん息そくした。

「そうは言ってもなあ、そのわざわざ精霊を呼び出す精霊召喚術が、地球に帰る鍵なんだぞ」

　制服からのびる右手のひらを、天井へ向ける。

　ちょうど甲こう側がわの人差し指の付け根に、赤い絵の具を平ひら筆ふでで二度刷はいたような形の痣あざがある。あるいは翼か。

　これは入学試験の儀式で刻んだ、開門印だ。

　この印しるしでもってこの世界を構成する、四大元素の精霊たちに接触し、地上へと顕現させるのである。いわば精霊召喚術の基礎中の基礎であり、もしこの印が浮かばなかったら、ケータは金を積んだところで決して入学できなかっただろう。

　逆に言えば、この印があるからこそ、学院はケータを退学にできないのかもしれない。

『──清廉なるディルスマグナの精霊よ。此は鍵の語。解錠の時は来ませり』

　術式のさわりを唱えると、右手首から先が、オーロラめいた七色の光に包まれ消えていく。

（……やっぱり、似てる）

　この光。消えていく手首から先。空に現れた手首から先。

　ゆっくりと、目に見えない手を握りこむ。そうやって、術者はケータのことを握り込んだのではないだろうか。マンションの部屋ごと。

　あの手のひらに見えた赤い痣は、きっと開門印だ。形は蛇に似ていた。

　利き手のどこに、どんな形で印が現れるかは個人差があるから、力のある戦術召喚士を一人ずつあたっていけば、いつかは必ず特定できるはずだ。

　蛇の開門印を持つ戦術召喚士を探す。その見立て自体は、今のところ間違っていない、が──。

「……それが簡単にできたら世話ないぞって話だよな」

　ケータは術式を解除して、腕を戻した。

「やめちゃうですか、主人」

「ああ。どうせやってもヒヨコしか出てこない」

　なぜ精霊の召喚術を行って、精霊ですらないヒヨコが出てくるのか、それすらわからないのだ。特訓につきあったイリスいわく、召喚した後は勝手に消えていくので、本物のヒヨコではなく、下級の妖よう精せいか何かではないかという話だ。それにしたって前ぜん代だい未み聞もんだが。

　もともとケータがこの世界の存在でないのがいけないのか、それとも魔王に注ぎこまれた魔力が邪魔をするのか。今のところケータ・マルミヤの戦術召喚士としての成績は、下降の一いつ途とだ。このままでは騎士団の中ちゆう枢すうを探るどころか、卒業すらおぼつかないだろう。

　ヒトにあるまじき魔力については、一応こちらに来る時に、魔王自ら封じてくれていた。左右の耳にはめた、魔封じのピアスがそれらしく、これがあればめったなことで漏れ出ることはないと、彼女自身の言葉で太たい鼓こ判ばんを押されている。

（それと一緒に、精霊召喚術の才能まで封じられてたらどうするよ）

　可能性はゼロとは言えない。別れ際にもらった言葉や顔を思い出すと、どうしたって苦いものがこみあげてくる。

　半ばやけくそになって脱力していると、傍かたわらにやわらかい重みがのしかかった。

　メイドが同じ長椅子に片膝をつき、ケータの体に抱きついてくる。

　唇が頰に触れるかと思えば、そのままこちらの耳を舐なめた。

「こら」












　執しつ拗ように甘嚙みを繰り返そうとするので、さすがに止めた。

「そういうのは禁止って言ったはずだぞ。ミケ」

「──昔はそっちからしてきたくせに。ふかふかだーって」

　人間らしい表情筋の使い方が下手なので、相変わらず表情には乏しいが、気分は盛り上がっているらしい。赤茶と焦げ茶が入り交じる髪の間から、白い三角の猫耳が出ている。

　この色あわせは、東京にいた頃から変わらない。緑色の瞳もそうだ。

（そりゃ昔のおまえならやるさ。本当にふかふかだったんだから）

　今は別の方向にふかふかだが。

　エプロンドレス越しに押しつけられる、イリスほどではないが、確かにあるやわらかい胸のふくらみを思うと、非常に──悩ましい。

　魔力は闇黒魔術の源みなもとだが、破壊以外にもいろいろなものを変化させると思う。人間だった丸宮敬太の体を魔族に近づけたりとか、猫のミケを人間に変えたりとか。

　魔王フードゥーは、死地のケータを蘇生させるのと一緒に、共に異世界に飛ばされたペットの三毛猫にも魔法をかけた。ケータの唯一の仲間なのに意い思し疎そ通つうができないのは不便だろうと軽い気持ちだったようだが、人と獣の間を行き来するようになったペットをどう扱っていいかは微妙なところだ。

　何せ見た目は可愛らしい年頃の少女なのに、行動様式は猫なのだ。

　獣の頃と同じスキンシップを求めてきたりするので、非常に慌てるはめになった。

　ケータは困りに困ったあげく、人間の姿を取る時は『ミーケルウス』という名前で呼び、主人とメイドという距離感を徹底すると決めていた。

　今も彼女は、ケータの腕に額を押しつけてくる。どこか動物じみた仕草だった。

「おい、いい加減にしろって」

「──フードゥーは、嫌い。あなたのことを傷つけたから。でも、会わなければ良かったとも思わない。私に敬太と同じ体をくれた」

「ミーケルウス……」

「私はどこでだっていいですよ。ヒトも魔族も、私には関係ない。猫だから」

　何も関係ないと言い切ってくれる相手も、この世界では彼女だけだった。

「──俺だってヒトでも魔族でもない。ただの東京都民だ」

　そう。だからもういいのだ。彼女を連れて地球に帰るのだ。

　今はただ、それだけ考えていたかった。







　翌日は作戦行動班での任務もなく、学院内で座学や実技研修を行う一日となった。

　一番はじめの授業は、屋外演習場と呼ばれるグラウンドに集まっての『基礎剣術』講座だ。

「いいかあ！　おまえたちは戦術召喚士候補生。いずれジェムナスティア皇国騎士団に入り騎士となる身だ」

　騎士団の剣術指し南なん役が教官となり、ジェムナスティア古流剣術をみっちり教えこんでくれる必修科目だ。精霊召喚術との直接の関わりは薄いが、護身や騎士団に入ってからの正規訓練を見越したカリキュラムらしい。

　特に人気がある講座でもないが、一度は履り修しゆうしておかないと卒業できないため、参加者はケータと同じ入って日が浅い者が多かった。

「となれば、精霊召喚術にのみ専せん修しゆうすることは許されない。どうもおまえたちは、目先の勉強にかまけ、精霊の召喚さえできていればそれでいいと思う連中が多い。確かにモンスターや魔族の切り札となるのは精霊だ。だが剣が身を助けないかと言えば、そんなことはない。ことに今は戦後の復興期だ！　戦場で一体でも多くの魔族やモンスターを倒し、それさえしていれば国民や諸侯の信頼を得られていた時代ではないのだ。憎き魔族との戦いが一段落ついた今、よりいっそう『騎士』としてのふるまいが求められていると思いたまえ！」

　芝生しばふに並ぶ受講生に向かって、教官が熱い檄げきを飛ばしている。

「騎士としてのふるまいとは何か。まず心しん技ぎ体たいに満ち、武にも知にも明るい朗ほがらかな性格を身につけるべし！　ヒト対魔族ではなく、ヒトとヒトの争いを収める場も多々出てくるはずだ。むしろ今後はその方が多い。その時に精霊を呼び出さずとも国民がひれ伏すような存在であらねばならない。わかったかね！」

　正直にわかりませんと言いたいが、そうは言えないので「わかりました」と返事の輪に加わる。

（ヒト対ヒトって、身内に攻撃しろってことかね）

　そちらの方がより物騒ではないだろうか。わざわざ大金をかけて戦術召喚士を養成する意味があるのか、微妙に疑問だ。

「以上！　戦術召喚士である前に、皇国の範はんたれ。いま言ったことを踏まえて技を実践してみるように。一対一で組んで、地稽古開始！」

　ケータは目をつぶった。

（やれと言うならやりますが、できれば今はやりたくない……）

　正直な気持ちである。

　他の受講者は、こんなにブルーでやさぐれたケータと違い、きびきびとパートナーを見つけ、木ぼつ剣けんで試合形式の打ち合いをはじめているようだ。対する自分の足取りは重い。なぜか。理由は主に──筋肉痛。

「あの。もうパートナーは決めましたか？」

　痛いのだ。本気であちこち痛いのだ。昨日の特訓の後こう遺い症しようにもだえ苦しむ後ろから、控えめな声がかかった。

　痛みをこらえて振り返ったケータは、目を見張った。

　みなと同じ運動着に白木の剣を持つ、年の頃十四、五歳の少女である。

　手足が長くほっそりとした体つきは、動物は動物でも草食動物の鹿しかを思わせる。慎重そうな面おも差ざしも同様だ。

　何よりその金髪──今は動きやすいように三つ編みでまとめたトレードマークは、『天才』ライラ・アズライトの象徴であった。

「よかったらわたしと組んでもらえませんか」

　肉声を間近で聞いたのは初めてどころか、こんなに近くに立たれたのも初な気がする。

「……え、あ、俺？」

　ケータは間抜けにも挙きよ動どう不ふ審しんになってしまう。ライラは静かにうなずいた。

「俺なんかよりも他に──」

　そう言いながら周りを見回すが、すでに他の受講者は組む相手がいるようである。

　あらためて見たライラは、小さく笑った。

「みなさん、わたしと組むのは嫌みたいですね」

「そりゃあ、まあ、嫌でも粗が目立つだろうしな……」

　入学早々、ありとあらゆる科目で最高得点を叩きだし、今ではイリスのような上級生たちに交じって超高度演習に明け暮れているはずのライラ・アズライトなのだ。それがまさか、こんな初級の基礎講座に出てくるとは思わなかった。

　天才でも必ひつ修しゆうは必修らしい──変なところで学院の律りち儀ぎさを感じてしまうケータである。

　だが、その天才の引き立て役になって一方的にやられるとなれば、話は別だ。こちらの評価にもかかわってくるときたらなおさらだろう。

　結果として彼女は、これだけの受講者の中で一人になっている。

「──ああ。いいぞ、組んでも。俺みたいなド底辺だったら、今さらポイントが一つ二つ減ろうが関係ないからな」

「あっ」

「気楽にやればいい」

　ライラは不意をつかれたように顔を真っ赤にした。

「す、すいません！　別にそういうつもりで誘ったわけじゃ。あの、ほんとにその」

　へどもどと慌てながら謝りはじめるので、調子が狂ってしまう。

　これがあのライラ・アズライトか？　冗談だろう？

「……いや、そういうんじゃないんだよな。うん」

「え？」

「反省中。なんか最近さ、意外な人の意外な話を聞いたばっかりでさ。イメージから入るのやめようって思ったとこなんだよな」

　そう思った先からこれである。かくも先せん入にゆう観かんとは恐ろしい。

「……マルミヤさんって、面白い人なんですね」

「ケータでいいよ。同期だろ」

「では、わたしもライラと」

　ケータが笑うと、ライラも微笑した。そこから互いに木剣の先を打ち合わせ、あらためて間合いを取り直す。そして教本に則のつとり打ち合いをはじめ──。




「があっ！」




　十分後にはすでに後悔していた。

　ライラ・アズライトの強きよう烈れつな突きが、ケータの喉のど元もとに襲いかかる。必死に身をそらしたところを、第二撃。肩を強打されて地面に叩きつけられた。

「ちょっ、まっ、参った！　降参！」

　これ以上やられては敵わないので、まず真っ先に手を上げた。

　木剣を離して万ばん歳ざいをするケータを、ライラはあの鹿のまなざしで見下ろしている。

　金髪が汗で額に張り付いているが、呼吸はごく正常だ。

（なんだこいつ。化け物か!?）

　体つきは細く貧弱にすら見えるのに、動きだすといきなりトップスピードだ。動作のいっさいに無む駄だがなく、血肉のかわりに精密機械が詰まって手足を駆動させているようにさえ見える。

「……それでは、三本目に入るということでよろしいですか」

「これが天才ってやつか……やられたわ……」

　何が同期だ。頂上と裾すそ野のの差を見せつけられた気がした。

「やっぱり凄すごいんだな、あんた」

「わたしなんてまだまだです」

「謙けん遜そんするなよ」

「本当です。この間……うちの班のひとたちが、そちらの班の方々に失礼なことを言ったそうですね」

　芝の上に落ちた、ケータの木剣を拾う途中で、ライラは言った。

　もしかしたら、このことをケータに言うために、わざわざ近づいたのかもしれない。それぐらい、彼女は真剣な目をしていた。

「ごめんなさい。たぶんビム・コーラルか誰かですよね。みんな変に浮き足だって、おかしなことを言っているってわからないだけなんです。悪いひとたちじゃないんですよ。昔からうちとつきあいのある家のひとばかりだから、わたしが首席を取るって決めてかかってしまって。そんなの無理に決まってるのに」

「──いや、別にありえない話じゃないだろ」

　こうして見るかぎり、ライラ・アズライトは見かけ倒しの少女ではない。きちんとした条件とタイミングさえそろえば、イリス・カーネリアンをしのぐことも不可能ではないだろう。

「ただまあ」

　ケータはにやりと笑った。

「俺が天下取ったるじゃなくて、取れそうな女の子の尻しり馬うまに乗って騒ぐのは、正直ちょっとみっともないかもしれないけどな。ここだけの話だけど」

「ケータさん……」

「俺もどうせなら実力上げたいわ。どうしたらそんなにうまく動けるんだ？」

　ケータの質問を聞いたライラは、ほどけるように微笑ほほえんだ。

「特別なことは何もないです」

「またまた」

「本当なんです。すべては基本に忠ちゆう実じつに。わたしはここに入る前から家で習っていたので、一番力みのない姿勢がこれなんです」

「へえ……そんなものなのかね」

「失礼ですけどケータさんは違いますよね」

「え？」

「ちょっといつも苦しそうな感じ」

　意外な指摘を受けた気がした。

「基本の型や礼節は置いておいて、もっと自由に動いてみてもいいんじゃないですか。一番楽になる体勢で構えるんです」

「そ、そうか？」

「自由に自然に。そうです。そのまま打ってきてください。わたし、どんなものでも受け止めますから──」

　ライラに言われるまま、ケータは剣を握り直す。

　ひとまず型のことは頭から追い出せとのことなので、自然と構えは我が流りゆうに戻る。

（自分らしく。自然に、楽に──）

　思い出せ。あれだけ戦ってきた、戦場での動き。極限まで研ぎ澄ました感覚。腰を落とし、真正面を向いていた右肩を引き、刃先も下に。

「──え？」

　ケータは、物言わず突撃した。

　武器と一体化した体が、獲物に迫る。真正面に剣を構える相手の脇へとかいくぐり、低い位置から高速の足払いで突き崩してから反転、死角をつくように自分の剣を繰り出してとどめを。

　滅びよ、脆ぜい弱じやくなヒトの子よ──。




「こらこらこら！　何やってるそこ！」




　教官の怒鳴り声で我にかえった。

「剣術の授業だぞ！　きちんと立って打ち合わんか！　礼も省いて取っ組み合いおって！」

　ライラ・アズライトは、芝の地面に仰向けに倒れて、呆ぼう然ぜんとしていた。その鼻先に、ケータは剣を突きつけようとしている。

　まずい。完璧に野生に返ってしまっていた。

「す、すみませんでしたあ！」

「今度ふざけたらそろって再履修だからな！」

　明日の首席候補を赤点にさせてしまうところだった。

「ほら、起きろライラ」

「……みえなかった」

「は？　見えないって何が」

「太た刀ち筋すじ。動き。ぜんぜん……」

「そんなの俺が変則な反則したからに決まってるだろ。いいから起きろって」

　早く早くと急かし続けると、ようやく彼女は起きあがった。まだ納得はしていないようだったが、ごまかすしかない。

「……よくわかりませんけど……こういうこともあるってことでしょうか……」

「そうそう。気にするな」

　物言いたげなライラの視線は、それからもしばらく続いた。







「──ライラの家は、名門貴族の家柄ってやつなんだろう？」

　剣の素す振ぶりをしながら、ケータは訊たずねた。

　試合形式の稽古ではなく、基本の型をさらう時間になれば、だいぶ落ち着いて話せた。

「位階はそれほど高くありません。さかのぼれば古いだけの家です。より重要な職しよく責せきを持つ家系も沢山あります」

「でも戦術召喚士の輩はい出しゆつに関しては、ピカ一って話じゃないか。『白の腕かいな』にも親しん戚せきがいるとか？」

「ええ、現役では叔お父じが」

「おおすごい！」

　素直に興奮してしまった。

「……やっぱりケータさんも、目標は『白の腕かいな』ですか」

「いや、うん、目標っていうかさ、興味があるんだ。たとえば『白の腕かいな』クラスになったら、呼び出せるものもけた違いだったりするんだよな。属性強化の二重ダブルや三重トリプルあたりまえで、ひょっとしたら異世界に住んでる人間なんかも召喚したりとか──」

　そこで珍しく、ライラの機械のような素振りに乱れが出た。

「……ケータさん？」

「なんだ？」

「それはどういう意味ですか？」

「な、なんだよ。俺、なにか変なこと言ったか？」

「変なことって。叔父は正しく騎士道を誓った戦術召喚士です。道を外れたことはしません」

「なんでそこで騎士道なんてものが出てくるんだよ。俺はただ」

　ケータを召喚したヒトが、どこの誰か知る必要があるだけだ。

「あれだ。俺はライラと違って、成績が良くないから。俺みたいな落ちこぼれじゃ届きもしない、超高度の精霊召喚術では、そういうこともできるのかって思っただけだ」

「──もしかして、本当に知らないんですか」

　ついにライラは、素振りをやめた。うつむいてなにやらぶつぶつと呟つぶやいている。

　ケータもさすがに手を止めた。

「なんてこと……確かに初級の教本には載っていないことだけど……」

「ライラ・アズライト？」

「ケータさん。悪いことは言いませんから、その疑問は胸にしまっておいた方がいいです。特に教官たちの前では」

「なんで」

　ライラは、真剣な面もちでうなずく。

「これはわたしの叔父や兄たちから聞いた話ですが……精霊召喚術を修おさめた後、わたしたちは漏れなく誓いを立てさせられるそうです。『この技術でもって呼び出すのは、ただこの世界に関わりのある精霊のみである』と」

　ケータは絶句した。

「意味の詳しいところはわかりません。でも、誓いの拘こう束そく力りよくだけは絶対だそうです。もし誓いを破った場合は、絶対禁忌に触れた罪として、最悪処刑──」

「そんな……」

「だからできるだけ言わない方がいいです。仮に教官の耳にでも入ったら、危き険けん思し想そうの持ち主だと思われて、将来にさしさわりが出ます」

　ひそめた彼女の声が、ひどく遠く聞こえた。


















　──この技術でもって呼び出すのは、ただこの世界に関わりのある精霊のみである。

　──もし誓いを破った場合は、絶対禁忌の罪に触れたとして、最悪処刑──。

　ライラ・アズライトの言葉が、集合住宅テラスハウスに帰ってからも回っていた。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「で、どうするですか主人」

　メイドのミケが作った料理を、テーブルで一人食す。あまりうまいとは言えない食事だが、今回はひとしおというか、まるで味がしない。

　脇で頰杖をつくミケが、率直に放ってきた質問の意味を、料理と一緒に嚙みしめる。

　ふかした芋いもにフォークを突き刺したまま、ケータは言った。

「……何が絶対禁忌の罪だよ。バカか。現に俺はここに召喚されてるじゃないか」

「その通りですかもです」

　ケータとミケが、外ほかでもない証拠だ。

「ほんじゃそのヒトの小娘の言うことが間違ってるですか」

「いや、どうもそうじゃないらしいんだ。あれから学院の図書館に行ってみたんだけどな」

　入学してはじめて、本格的に書庫の本をあさってみた。本当はもっと早くそうするべきだったのかもしれないが、ただでさえこちらの言語を読みこなすのは骨が折れる。毎日のテキストをさばくだけで精一杯だったのだ。

　そしてわかったのは、驚きよう愕がくの事実。

「……マジで背筋が寒くなるぞ。いいか、いっさい地球のものを呼び出す記述が見つからなくて、あるのは『禁忌者』なるものを召喚した罪で処刑された、戦術召喚士の記録のみ……」

「うにゃーお」

「召喚士も、その禁忌者さんとやらも、まとめて火あぶりだとな」

　ミケの瞳どう孔こうが丸くなり、髪から猫耳がはみ出た。

「にゃっ、にゃにゃにゃ」

「俺、本当に運が良かったんだ。うかつに地球のこととか口にしてたら今頃」

「だめですだよ主人」

　言われるまでもなく、磔はりつけにされる可能性もあったのだ。禁忌の向こうからやってきた人間として。

「なんなんだよいったい。俺を呼んだのは戦術召喚士じゃないのか？」

　そうじゃないなら、いったい誰が？

　このフレッドフォード召喚学院に入る時、隠さないといけないのは魔力と、魔王軍大元帥の過去だけだと思っていた。だが、実際はそれに加えて、異世界の地球からやってきたことまで隠さないといけなかったのだ。

「それで敵の居所を探すって……？　無理だ。無理だ。無理ゲーにもほどがあるって」

　一度西大陸に戻って、魔王に意見を聞きたいと思った。

　彼女はヒトの常識がこんなことになっているなんて、教えてくれなかった。どうすればいいのか教えを請いたい。でも、それはダメだと思い直す。

（それだけはダメだ）

　彼女に頼ることなく、目的を果たすのだと決めたのだから。

　ため息しか出てこない口を引き結んでいると、遠くで呼び鈴が鳴る音がした。

「──なに、客か？」

「ちょっと待つですよ」

　ミケがメイドとして、玄関に向かっていった。

　そもそもこの家に訪問者があるとは珍しい。基本、寝床と学院を往復するためだけに存在すると言っていいのに。

　しばらくすると、またミケが戻ってくる。

「主人。学院のメスが来たですよ」

「は？　なんだよそれは」

「イリス・カーネリアンとか言ってたです」

　ガタッと音をたてて立ち上がる。

　まさかまさか。そんなまさか。

　ケータが胸騒ぎをおさえて玄関に走ると、本当にイリス・カーネリアンが立っていた。

　思わず目をこすりそうになる。

「……軍曹」

「班長よ」

　イリスはつまらなそうに言って、玄関ホールを見回す。

　恵まれた肢し体たいを、学院のストイックな制服の中に押し込んで、艶のあるポニーテールが、本体とは別の生き物のようによく動く。まさしく軍曹だ。

「今の子、メイド？　一人暮らしで使用人付きって、やっぱりあなたもけっこうなボンボンだったのね」

「それは別にいいから。なんの用だよ」

　廊下の奥からじっとミケがこちらを見ていて、正しい使用人としては非常に体てい裁さいが悪い状況になっている。できることなら、あまり近づけたくない。

「……ずいぶんな反応ね。私だってできれば押しかけるような真似はしたくなかったわよ。でも、本部の方がどうしても今日中に返事を貰もらいたいって言うから、仕方なく──」

　彼女はそう言って、手に持っていた封ふう書しよを突きだした。

「これは？」

「学院本部から、世も末な話。今度うちと騎士団でやる合同調査。学院の方では選抜メンバーを出すことになったの。で、それに私とあなたが選ばれたってこと」

　しかめっ面のイリスが言った内容は、まさしく度ど肝ぎもをぬかれるものだった。
















　イリス・カーネリアンが家にいる。

　ふだんケータが昼寝をしたり、足の爪を切ったり、趣味の模も型けいをいじったり、天井の染みを数えたりしている長なが椅い子すの上に、綺き麗れいな脚を組んで座っている。いったいなんの冗談だろう。

「合同調査っていうのは……」

「けっこう新しい試こころみらしいわ。皇こう国こく騎き士し団だんの方で定期的に行ってる、対魔族の監視活動に、学院側が乗っかった形みたい」

　そう言われても、さっぱり想像がつかない。

「この大陸には、魔族が残したけっこうな数の城や遺跡があるでしょう」

「らしいな」

「そんな他ひ人と事ごとみたいに……大戦が終わって奴らが引き揚げた後も、そこで不穏な動きがないか監視をする必要があるの。人員は減らせないのに、水すい晶しよう府ふの皇国審しん議ぎ会かいは和平成立を理由に、戦せん術じゆつ召しよう喚かん士しの予算を減らそうとする。だから今回調査団を送り込んで、危険度が減っていなければ引き続き監視続行。改善されていれば、定期観測の対象から外そうってことになったみたい」

「それって俺たちのメリットはどこにあるんだろうか」

「候補生のうちから騎士団の仕事を体験できる。任務は評ひよう定ていのポイントに加えるって言っていたけど──正直よくわからないわね。なんか労働力を安く買いたたかれてるみたいで気分悪いし」

　実際そういうことではないだろうか。

　イリスは、ミケに淹いれてもらった茶に口をつける。幸い、妙な異物や毒物的なものは混入していないようだ。硬い表情がやや和やわらいだ。

「いい仕事するじゃない、あなたのメイド」

「後で本人に言っておくよ」

「ま、でも、名誉に思うべきなのかもしれないわね。苦肉の策だろうがアレンガルド区の魔王軍戦略拠点要よう塞さい『ベルタ』なんて、調査目的じゃなきゃ入れないし」

　ケータは、座っている椅子から落ちた。

「……大丈夫？」

「だ、大丈夫。だじょうぶ。だいじょ……」

「なんて言ったって、一時は魔王軍大だい元げん帥すいがいた城よ。あなた知ってる？　『黒仮面のヴェーレス』」

　知っているというか。なんというか。

「それはまあ、いちおう、一般常識として……」

「さすがにそうよね。悪かったわ。つまりゼロパーセントですら知ってるのよ。魔王の漆しつ黒こくの腹心。皇国騎士団を苦しめに苦しめた一番の敵。その終しゆう端たんの地、ベルタ城」

「あ、あはははは……」

「いくら終戦直後に徹底的に調べたって言っても、ヴェーレスの城よ。噂うわさじゃ最後まで和平に反対し続けていたっていうじゃない。もしかしたら、こういう忘れた頃に舞い戻ってくるかもしれない」

「いやあ、ないんじゃないかな」

「なんか言った？」

　睨にらまれてもどうしようもないのだ。何せその『黒仮面のヴェーレス』がケータなのだから。

　ケータは、ひきつりながら椅子に座り直す。

「いやでも、そういう有名で危険な場所を調査するのに、俺っていうのは──」

「ああ、それに関しては説明できるから大丈夫。あなた、実家がアレンガルド区なんでしょ」

「──う」

「入学の書類に書いてあったって聞いたけど」

「そ、そ」

「地理に明るいヒトが一人いると、道中楽になるから。ま、ようは道案内よね」

　入学願書を偽ぎ造ぞうする時、適当に書いてしまった住所が仇あだになってしまったようだ。

（だって仕方ないだろう。他に東大陸の場所なんてよく知らなかったんだから！）

　心の中で頭を抱えていることを、イリスは知らない。

　書類上でのケータ・マルミヤは、元魔王軍大元帥でも東京都民でもなく、アレンガルド区で大規模農業を営むそこそこ裕福な家の次男坊という設定になっていた。

「よ、よく分かった軍ぐん曹そう。でもやっぱり俺には無理だ。謹つつしんで辞退させていただく──」

「なに言ってるの。まさか選択権があるとでも？」

「え、でも、返事が欲しいって学院は」

「やめてよ。そんなのポーズに決まってるでしょ」

　何か恐ろしいことを言われている気がする。

　イリスはカップ片手にため息をつく。

「辞退はできるわよ。それはもちろん。でもその後あなたはどうやってポイントを稼かせいでいくつもり？」

　ケータは何も言えなかった。

「これはね、任務達成率ゼロパーセントの劣等生に与えられた、唯一無二の挽ばん回かいのチャンス。慣れた地元を案内するだけで大量得点。辞退すればもう二度と浮上できないわね。というか私が許さない。参加しなさい。絶対」

「あ──」

　やはりケータは、何も言えなかった。

　イリスは持ってきた書類にサインをさせると、本当にそれだけが目的とばかりに家を出ていった。

　後には、事前ミーティングの日時や集合場所などが書かれた書類だけが残される。

　テーブルに置かれたままのそれを直視したくなくて、ケータは顔を覆った。

「主人。いないいないばあか？」

「……こういうのも里帰りって言うのかな……」

　かつて栄えい華がをきわめた征せい服ふくの砦に、今の仲間と一緒に再訪問。

　洒落しやれにならないことが待ち受けていそうな気がしてならないのだ。
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　選抜メンバーの顔合わせは、翌日すぐに行われた。

　イリスに連れられ指定の教室に向かうが、どうしたって気が重い。

「十七番講義室……ここね」

　頭の上で、イリスが呟く。対してリノリウムの床ぎりぎりから見上げる世界は、普通に歩くのとはまた違う視界が広がる。左右を通りがかる女性陣のスカートが揺れるが、うまく見えることは稀まれだった。

「──ちょっとゼロパーセント。あんまりフーフーフーフー後ろでため息つかないでよ。辛しん気きくさくなるじゃない」

「そう思うなら、脚をつかんで引きずるのはやめてくれないだろうか」

「あなたが『心の準備』とか抜かして十一回連続で脱走しなかったら聞けた話かもしれないわね」

「ちょっと一人になりたかっただけだ……」

「もういい。もう聞かない」

「フー」

　かくしてケータは逆さまのまま床を引きずられていき、くだんの講義室に入っていったのだ。

「──ああ、やっぱりそうだ」

　そして部屋の中に入ったとたん、声がした。

　ケータが脚を持たれたまま顔を上げると、机が三列に並ぶ部屋の前列に、先客がいた。見覚えのある候補生だった。

「あなたは必ず選ばれると踏んでいましたよ。イリス・カーネリアン」

　以前にケータたちにケンカを売ってきた、馬ば房ぼうの青年だ。

　どこか神経質そうな縁ふちなしの眼鏡に、女のような長髪。確か名前は──。

「……気にかけてくれるのはありがたいかもね。ビム・コーラル。どう？　以前の評価は返上した？」

「全体順位が一つ二つ変動したところで、あなたが学院の上位十パーセントにいることは変わりないですからね。ちょうどそういう話を、彼女としていたところですよ。ねえ、アズライト」

　そう言ってビムは、横にいるライラ・アズライトを見やる。

　だがライラはといえば、ビムの方を見ていない。

「……ケータさん」

「え？」

　イリスが驚いて両手を離し、ケータは両の踵かかとを床に強打して悶もん絶ぜつすることになった。

「だ、大丈夫ですかケータさん」

「いや、平気。ってー、いきなり落とすなよ軍曹……ああ大丈夫だ。本当に自力で起きられるからライラ」

　飛んでこようとするライラを、手で制止しながら起き上がる。

「なにあなたたち、知り合いなの？」

「一応同期だから。な？」

　イリスの疑問に、ケータは尻と背中の汚れを落としながら答えた。

「……ふーん、同期ね……」

　腑ふに落ちているのかいないのか、イリスは抑よく揚ようなく呟いている。

　ライラがあらためて話しかけてきた。

「ケータさんも、今回の合同調査に参加するんですか？」

「ああ。冗談みたいだけどな。調査の行き先が地元だからって、案内役にさせられたみたいだ」

「そうなんですか──うれしいです」

　ややはしゃいだようにはにかむライラの背後で、ビムがごほんと咳せき払ばらいをした。

　渋じゆう面めんというより、内心の怒りを、眼鏡のレンズで無理やりおさえているような形ぎよう相そうだ。ライラがさっと顔色を変えた。

「……そのあたりにしておいた方がいいですよ。ライラ・アズライト」

「ご、ごめんなさい」

「自分の立場がわかっているなら、つきあう相手は選ぶべきだ。お父上が嘆なげかれますよ」

「わたしは──」

　だがそれ以上返す言葉が見つからないのか、ライラはうつむいてしまう。

「ゼロパーセントも。僕らについてくるのは勝手だが、分はわきまえてくれなければ困る。遊びに行くわけじゃないからね」

「俺はべつに」

「ああそういえば、君の場合は道案内だったか。せいぜい僕らのために尽くしてくれよ。終わればゼロが二パーセントぐらいになっているんじゃないか」

　笑われていると、講義室内に教官たちが入ってきた。

　ケータたちは、そこで話題を切り上げ、席につくしかない。

　ビムはライラを連れて、講義室の端にたまる自分の仲間らしいグループのもとへ行き、ケータたちは反対の空いた席に腰掛ける。

（俺も嫌われたもんだな）

　なぜゆえ好きでもない任務に駆り出されて、文句を言われないといけないのか。

　理り不ふ尽じんを嘆きながら顔を上げれば、講義室の対角線上に座るライラが、取り巻きに埋もれそうになりながら、そっとこちらを振り返ったところだった。相変わらず、森の中の子こ鹿じかのように心細げな目をしていた。







　そして、本題である合同調査の説明がはじまった。

　今回講義室で教官がする説明を聞くのは、おおむね十名前後の戦術召喚士候補生だった。

　いわゆる『アズライト家の至し宝ほう』、ライラ・アズライトとその取り巻き一派に加えて、ケータたちのような派は閥ばつに加わっていない一般候補生も数名いる。だが、いずれも成績はトップクラスで、ケータのような新入りかつ落ちこぼれはいないようだ。

「ああ嫌……」

　隣の席に座るイリスも、めざとく参加者のチェックをしている。

「アズライトにバルドとリアルドの双子ふたごコンビ……『スキッパー』トッドもいるのね。本当に上位陣ごっそりかき集めたって感じ」

「軍曹もいるしな」

「そういうことね。成績順ってことならあのいけすかない眼鏡も順当だし、他は……数えるまでもないわ。あの辺りみんなアズライトのシンパと親しん戚せきだもの」

　つまらなそうに言いきるイリスだが、自分が上位陣であることは否定しないようだ。

　だがこうなると、本当にビムではないが「なぜいる」状態なのがケータだ。

　やはり道案内以外は、かけらも期待されていないらしい。分かってはいたがあらためて分かる顔ぶれであった。

「──それでは、本調査にあたっての統とう括かつ責任者を紹介しよう。ジェムナスティア皇国騎士団ガイ・カラベラス上級騎士だ」

　教官の前置きがすむと、合同調査団の団長だという男が、新しく壇だん上じように登った。

「よく集つどってくれた、戦術召喚士候補生の諸君よ！　ガイ・カラベラスである！」

　朗ろう々ろうとした声が、講義室いっぱいに響く。

　年の頃は、三み十そ路じも半ばだろうか。全体にがっちりとした体型の男で、歯切れの良い名乗りの通り、ジェムナスティア皇国騎士団の士官の制服を着ていた。襟えり元もとを締める白いクラヴァットも、つやのある青色のコートも、ケータたちが着ている候補生のそれとは、比べようもなく上質だ。

「ただいま紹介にあずかった通り、私は皇帝陛下よりカラベラス領りようを拝はいし、ジェムナスティア皇国騎士団においては一部隊を任せられる上級騎士だ。このたび新しく合同調査団の調査団長を任じられることになった。よろしく頼む！」

　どうやら今度の調査団長は、爵しやく位いを持つ貴族であり、胸を飾る勲くん章しようや頰ほおに走る大きな刀かたな傷きずを見るかぎり、それ相応の修しゆ羅ら場ばで功こう績せきも挙げた者なのだろう。

　大変に立派な経歴だが、でっぷりゆるんだ腹回りだけが、なんとも残念だった。腰を締める剣帯が、食い込んで苦しそうだ。

（……というか。なんかどこかで見た顔のような……あの割れた顎あごとか……）

　ケータはガイの話もそっちのけで考えこむ。すぐには出てきそうにないのがもどかしい。どこでだったか。

「我々が保安調査に向かうのは、アレンガルト区にあるベルタ城。知っての通り、さきの大戦でかの魔王軍大元帥、『黒仮面のヴェーレス』の拠点となっていた要塞だ」

　もう少し。もう少しなのだが。

「いまだ学びの途中で、いきなりの大任、戸と惑まどう気持ちはよく分かる。だが安心して欲しい！　諸君らはこの学院で選よりすぐりの猛も者さ、明日のエリートだと聞いている。私もこの学院を卒業し、戦時においては聖剣マーベラスマックスでもって『黒仮面のヴェーレス』とも斬り結んだ身」

「ぶっ」

　激しく吹き出したが、幸い周囲のどよめきに混じって消えてくれたようだ。

「……今、誰かなにか言ったかね」

　ないないないない。ないから進めてください。どうぞ。

「ふむ──気のせいか。ともかく、この私と諸君らが手を取り合えば、いかなる困難にも立ち向かえると信じている。心配はいらない」

「カラベラス団長！　質問です。その傷はヴェーレス戦でのものですか？」

「聖剣は国内で七振りしか現存しないと聞きました。そのうちの一振りですよね。ヴェーレスは闇黒魔術の使い手だと聞いていますが、対抗の方法は──」

「こらこら、今はなんの時間だね。私のことはいいから。まずはベルタ城の構造だが──」

　候補生たちが、がまんできないとばかりに手をあげて質問攻めにしている。

　ふと隣を見れば、イリスまでもが興奮に目を輝かせているようだ。

「……あのヴェーレスと戦った…………」

　くらくらとめまいがしてくる。冗談がきついにもほどがある。

　だがここに来てケータは、ようやく鼻の穴をふくらませて城の解説をはじめるガイ・カラベラスの正体に思い至ったのだ。

「……そうだ。あれだわ……」

「ちょっとゼロパーセント。よそ見しないでちゃんと聞きなさいよ。すごい方がいらっしゃったのよ」
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　そして出発の前夜。

　ケータは集合住宅テラスハウスの寝室で、旅の荷造りに追われていた。

　空のナップザックと、入れたい荷物をベッドの上にまとめて並べ、こんなに入るわけがないと唸うなる。もはやドラえもんの四次元ポケットなみのアクロバット飛行がなければ無理そうだ。

　明日にはもう、この家を出て調査団の旅に出る。

　とにかく今回の件に関しては、地味に目立たず案内役に徹するしかない。あらためてそう思う。

「主人。どっか行くですか？」

　ペットのミケは魔法で人型になっても、猫の特性を受け継ぎ足音をたてない。こちらが気がついたら、背後に立たれる形になっていた。

　顔つきはいつも通りだが、エプロンドレスのエプロンを両手で強くつかみ、はみ出た猫耳はぺたんと下がっている。

（さびしいのか）

　ケータは苦笑した。

　こちらが家を離れようとすると、いつもこれだ。思えば地球にいた頃も、林間学校や家族旅行で家を空けるたびにすり寄ってきたものだが。今は格別なのだろう。

　世界自体が違えば、状況も違う。ケータがいなくなれば、彼女はこの世界に一人ぼっちになってしまう。

「私は置いてけぼりですか？」

「──大丈夫だ、ミーケルウス。ちゃんと戻ってくるから」

「ぜったいですだよ」

「『ですだよ』じゃなくて『ですよ』だ。とにかく戸締まりしっかりして、三食ちゃんと食べてネズミも獲とれ。なんなら隣のオス猫でもナンパしてればいい」

「そんなことしない。敬けい太たのバカ」

　ミケはケータの首に両手をのばしてしがみつく。まるで恋人同士のような抱ほう擁ようだ。

　……たぶん。

　本来ならこれは、ミケとの契約違反になるのかもしれない。それらしく分別をもちなさいと、躾しつけを徹底するべき場面かもしれない。でも、今はしばらく会えなくなる埋め合わせとして、そのままにしてやった。

　やわらかな人肌のぬくもり。

　なぜかその時思い浮かんだのは、最後に魔王からもらった、餞せん別べつの口づけだった。







　──半年前。

　ダイト海かい峡きようの夜は、暗く静かだった。

　東に見える岸は、ヒトが暮らすジェムナスティア皇国の領土。海岸沿いは港や漁村が点在しているはずだが、有ゆう史しに残る第七次東大陸遠征──いわゆる大元帥の一大上陸作戦により、すっかり数が減っていた。今は調ちよう印いん式しきのために集まった港街にだけ、にぎやかな明かりが灯ともっている。

　一方の西側の岸は、魔王が統すべる魔族の土地だ。

　こちらの明かりは、またひどくまばらだった。

　もともとヒトのように船を出し漁をする者はなく、海岸線で光るものと言えば、発光性の触しよく手しゆを持つ、クラゲ型のモンスターぐらいだ。あるいは夜行性のドラゴンが、ごく稀に海から離れた高いところを飛んでいく程度。

　西大陸が、『闇黒大陸』と呼ばれるゆえんの一つかもしれない。

　魔王フードゥーは、その二つの大陸の間──和平締結の調印式を終えたあとの船上で、あえてジェムナスティア側の海を見ていた。

　夜風に弱い体をさらさぬよう、分厚い毛皮つきのケープを羽は織おり、他に威い厳げんを示すために身につけていた数々の武装を取り去り、ようやく肩の荷が下りたような顔をしている──そんな彼女。

「脆ぜい弱じやくにして貧弱な存在。その名も魔王」

　ケータはそんな彼女に後ろから近づき、率直な感想を述べた。

　魔王と呼ばれる少女は、首だけケータの方を向いて、金色の瞳を細める。

　ケータは続けた。

「一日で痩やせただろう」

「それを言われると返す言葉もない」

「──もう少し肝きもを太くして生きろ。魔王なんだから」

　そのまま彼女の隣に立つ。甲かん板ぱんを絶え間なく吹きつける海風に、ケータが着ている大元帥の黒いマントが強くたなびく。

　もちろん、彼女は決してか弱くなんかない。わかっている。こちらが何を言おうと決して己を曲げず、こうしてヒトとの和わ睦ぼくを果たしてしまったのだから。

「出発は明日にする」

　だからケータはごくごく短い言葉で、別れの言葉を彼女に告げた。

「……そうか──」

「いいだろう。もう俺の出番もなさそうだ。このまま西大陸に戻って、あんたは魔王城に引きこもる。ヒトの領土とは不ふ可か侵しんになる。それが望んだ道なんだろう」

「むろん構わないが……ずいぶんと急だな」

「フレッドフォード召喚学院に入るのに、試験があるらしいからな。それまでに宿を確保して書類準備して……のんびりもしていられない」

「ああ、それは仕方ないな」

　これからケータは、ヒトがいる東大陸へ向かう。ここにいる彼女とは、逆方向に向かう。そして戦術召喚士を養成する学校に潜入し、そこで帰還の方法を探り、本格的に彼女と別れるのだ。

「直前まで働かせるようなことになってすまなかった」

「詫わびる必要はないさ。例の餞別のピアスも、ちゃんとつけていく」

「その方がいい。あれがあれば魔力が漏れ出すこともないはずだ」

　それはフードゥーがケータにくれた、魔封じ用のピアスだった。魔力のせいで変質してしまった外見も、ある程度戻せるという。

「──しかしあれだな。妙な小細工や道具作りは、ヴェーレスの専売特許だと思っていたんだがな」

「そなたが来るまでは、我もいろいろやっていたのだ。絶対に外すでないぞ」

「誰が外すか」

　そこまで言って、ふと気になって訊ねてみた。

「もし万が一外れたとして、戻す方法はあるのか？」

　あふれ出た尋常じゃない量の魔力を、再び元の形に戻すには。

「ないな」

「ない──」

「だから心して日々を過ごして欲しい。もしヒトの中でそなたの正体がばれたら、和平が台無しになるどころではない──と言いたいところだが」

　フードゥーは、絶句しかけたケータを見上げた。

「一つだけ再装着できる条件がある」

「条件？」

「ああ、耳を貸せ」

　彼女はそう言って、ケータの仮面の耳に、小声でささやいた。

「……どういう意味だそれは」

「そのままだが」

「ば──ありえないだろう」

「それはどうだろう」

　フードゥーは、焦あせって早口になる一方のケータを見上げた。

　波の音だけが、あたりで響いていた。東西の大陸に挟まれた闇の中、澄すんだ宝石のように艶つやめく瞳だけが目の前にあった。

「そなたは何が起ころうと、なすべき目的だけは達成してきた男だ。だからきっと無事に目的を果たし、この世界に別れを告げて地球に帰還するのだ」

「……だからってその条件は──」

「元気で。今日この時まで共にあったことを誇りに思う。我が最愛の──腹心よ」

「フ──」

　そこで彼女にされた口づけは、別れを惜おしむようでもあり、言い方を変えればケータがうかつな真似をしないよう、最大限に釘くぎを刺した形とも言えた。

　べつに泣いて引き留めてもらいたかったわけではない。

　そういうわけではないけれど。

　でも、潔いさぎよすぎる彼女の台詞と、そこでの唇の感かん触しよくを思い出すと、思考はぐるぐると闇の中。袋小路にはまってしまうのだ。







（あんたは残ざん酷こくだ。フードゥー）

（本当にあんな条件成立すると思っているのか）

　大陸西部にあるパールバルから、中南部アレンガルド区への旅がはじまった。

　調査団は総勢十二名。街道を馬で進んでいき、途中は騎士団の駐ちゆう屯とん地ちや宿しゆく場ば町まちに泊まっていく行程だ。

　残酷で薄はく情じような魔王様に見送られて海を渡ったわけだが。少なくとも当時の彼女が、ケータの置かれたこの状況を予想していたとは、とても思えない。

「ぎゃあああああ！」

　現在、ケータの目の前では、小太りでヒゲの商人が、自分の馬車の車輪にすがりつきながら絶叫している。

「どうか、どうかお助けを！　わしはいいからこの積み荷だけでも！　せめて！」

「いや大丈夫ですから。落ち着いてください！」

「全財産なんじゃ。こんなところで死にとうない！」

　空は暗雲たちこめ雨が降り注ぎ、ケータたちが進む街道には、腹をすかせた大型モンスターが出現していた。

　魔族の間ではブレミュアエと呼ばれ、ヒトの間では『無む頭とう衆しゆう』と呼ばれるモンスターだ。地精族の眷けん属ぞくにあたる巨人の流れを汲くみ、体たい軀くは周囲の木々よりもずっと大きい。何より彼らは、通常なら頭部にあたる部位が存在しないのが特徴だ。かわりに目鼻や口という機関は、裸ら体たいの胸部についていた。

　よほど空腹なのか、三体のブレミュアエの口からは、大量のよだれが流れ出ている。

「とにかく、避難してください。ここは危険ですから。とりあえず馬車は置いて」

「イヤじゃあ！」

　非常事態だというのに、さっきから積み荷に固こ執しつして頑がん固こにイヤイヤを続ける民間人の説得に苦く慮りよしていると、頭越しに精霊の召喚がはじまってしまった。

（早いっておい！）




『出でよ、汝の名は──火ひ蜥蜴とかげノ頸あぎと！』




　複数の候補生の声が、ほとんど重なって聞こえた。あらわれた火属性の精霊が、ブレミュアエたちにいっせいに襲いかかる。

　無頭の巨人は、二体が炎に巻かれて倒れ、残り一体は驚いて街道沿いの川へ飛び込んだ。

「──ちっ、逃げたか」

「今の、倒したのは誰だ！　逃がしたのは？」

「倒したのは俺でカウントしてくれ！」

「はあ？　おまえ、何もしてないだろうが──」

　この合同調査団、客観的に見れば現役の騎士を交えた一個小隊よりもよほど強力なメンバーなのだが、チームワークだけはゴミ箱に捨ててきてしまったようだ。

　成績上位陣だけを集めたドリームチーム。裏を返せば熾し烈れつなポイント争いから逃れられない、ライバルの寄せ集めだったというわけだ。すでに派閥の枠すら越え、互いへの牽けん制せいと自己アピールが乱れ飛び、まるで連携が取れていない。

（それでもなんとかなるのが、トップ層ってことだろうけどさ）

　もったいないなと思ってしまうのだ。

　責任者の調査団長、ガイ・カラベラスが、保護した商人のところへやってくる。

「お怪け我がはありませんか」

「ああ、ありがとうございます騎士様！　おかげで命拾いいたしました」

「申し訳ありません。彼らはまだ学生の身です。実戦には不慣れゆえ、ご迷惑をおかけしたかもしれませんが、なにとぞご寛かん恕じよを願えませんか」

「とんでもない！　最近の候補生さんが、こんなに凄すご腕うでばかりだとは知らなんだです。故く郷にに帰ったら自慢させてもらいますわ」

　本気で目を丸くする商人に、ガイはまんざらでもなさそうにうなずいた。

「カラベラス団長！　お話中すみません。今の召喚術に、何かコメントをいただけませんか」

「自分も是非お願いします！」

　ガイは「それでは」と言って、丁寧な会え釈しやくとともにメンバーのもとへ歩いていく。商人は、その颯さつ爽そうとした背中を拝みそうな勢いだった。

「何あれ。砂糖に群がるアリじゃないんだから」

　冷たい声音で呟いたのは、イリス・カーネリアンだ。

　くびれた腰に手をあて、ガイを取り囲む候補生たちを見据えている。

「私だって討伐には貢こう献けんしたのよ。それが何？　事実よりもアピールしたもの勝ちってこと？」

「……そう思うなら、軍曹もがんばってくればいいんじゃ？　アピールアピール」

「やめてよ。そんな安っぽい真似。身のないおべっかなんて絶対イヤだし……第一、本当に聞きたいことが聞きづらくなるじゃない」

「そういうもんか……」

「そういうもんよ」

　だが、そう言って口を尖らせているイリスが、何よりガイを意識しているようにも思えるのだ。

「──本当に聞きたいことってなんだ？」

　試しに訊ねると、イリスが振り返った。不思議なもので、言っていいものか、迷っているようにも見えた。

　けっきょく彼女が口を開くよりも前に、ケータの方がガイたちに呼ばれた。

　その内容とは、雨脚がひどくなってきたので、早めに泊まれる宿を探せという、実に道案内らしいものだった。





　　　　　＊＊＊






「──すみません。それじゃ連れてきますんで。無理言いますがよろしくお願いします」

　あいよお、と女将おかみの声を聞きながら、ケータは宿屋のドアを閉めた。

　思わずひとり拳こぶしを握りしめる。絶対に無茶な注文だと思ったが、死ぬ気でやればなんとかなるものだ。まるで難攻不落の砦を落としたような爽快感。

「トッド・コランダム！」

　ケータは、走りながら声をはりあげた。

　村の入り口では、ケータと自分の二頭分の手た綱づなを握った少年が、雨に降られながら待機していた。

「大丈夫だ。ミッションクリア。全部で十二名、宿とメシ確保できた」

「……ああ、そう」

「それにしたって無茶ぶりだよな。ちょっと一部は、雑ざ魚こ寝ねとかになるみたいだけどな。いきなりこの天気じゃ仕方ないよな」

「ふうん」

　本来の予定なら、もう少し足を伸ばして、騎士団の駐屯地に泊まるはずだったのだ。だがあいにくの荒れ模様で、同じように予定を切り上げた旅人は大勢いたらしい。街道沿いの宿屋は、どこに行っても超満員だったが、なんとか全員泊まれるだけのスペースは確保できた。自分で自分を褒ほめてやりたい。

　一緒に宿探しにつきあったトッド・コランダムは、同じ戦術召喚士候補生で、今回の調査団に参加する選抜メンバーの一人だ。メンバーの中では、ダントツの最年少。先日十三才になったばかりらしい。

　色白で小こ柄がらな体軀は、まだ成長期も迎えておらず、制服に着られていると言ってもいいほどだ。

　幼い頃から飛び級につぐ飛び級で、ついたあだ名は『スキッパー』。ライラが入学するまでは、そこに『最年少にして一番首席に近い者』の称号も貰もらっていたらしい。

　彼はアズライト派の取り巻きに入っておらず、ガイへの点取りアピールにもほぼ不参加。できれば年の差を超えて仲良くしたいところだが、別の意味でつきあいづらい。

（……うん。本当に愛あい想そうないな）

　このトッド君。アピールどころかどこの誰とも等しく会話をせず、暇があれば一人で本を読んでいるというディスコミュニケーションぶりを発揮していた。どうしてこう極端な人間しかこの調査団にはいないのか。

「できれば学院の中にいたかった。調査団なんかに選抜されたくなかった面倒だーってところか？」

　こんなケータの軽口にも無反応。ただ軽けい蔑べつにも似た冷たい一いち瞥べつを、お情けのようにくれただけであった。

（これだよ、スキッパー）

　微妙に実家の弟に似ているので、なおさら冷静につきあいづらいというか。

　トッドが勝手に馬の鞍くらによじ登るので、ケータも後に続いた。

「……あんたは選抜されたかったのか？　まさか」

　えっと耳を疑った。

（今の、トッドか？）

　面食らっているうちに、トッドはとっとと馬を走らせてしまう。慌ててその背中を追いながら、言われたことの意味について考える。

　──選抜されたかったのかと問われれば、答えはノーだ。

　雨でぬかるむ街道を走っていくと、途中の大木の下で雨宿りをしている、合同調査団が見えた。

　フードゥー。もしかしたら俺は、洒落しやれじゃなく大戦よりも大変な状況にいるかもしれないぞ。

　協調性皆かい無む。プライドの高さは山のごとし。加えて身分も性別も立ち位置も違う集団で旅をするということが、正直こんなに面倒だとは思わなかったのだ。







「──安宿だな」

　まずはじめに、ビム・コーラルに不満を表明される。

　ケータが案内した宿にたどり着くと、彼は濡れた外がい套とうのまま中に入っていき、本気で信じられないものでも見るように部屋全体を睥へい睨げいするのだ。

「狭い。黴かびの臭いがする。不衛生で物置の方がましだ。誰がこんな宿を用意したんだ」

「俺」

　ケータは正直に手をあげる。ビムの眼鏡が本当に光った気がした。

「いやでも、仕方ないだろう。他に泊まれるような宿なんてなかったんだ」

「言い訳なんて聞きたくない。無能のゼロパーセント。道案内ぐらいしか能がないなら務つとめは果たせ」

「そう言われてもな……」

「ここに泊まるぐらいなら、目的地まで強行した方がましだ」

「いいんじゃないの？　いっそその方が清々するかもしれないし」

　貴族らしい潔けつ癖ぺきさを見せるビムに、痛烈な嫌みをぶつけたのはイリスだった。

「ちゃんとしたベッドと毛布のある部屋より、雨と泥まみれで行軍する方がましって言うんだから不思議よね」

「はっ、けっこうな言い草ですねカーネリアン。これがちゃんとしたと言えるとは驚きだ。あいにくと僕らはあなた方と違って、野育ちじゃないんですよ。虫や黴も日常というわけにはいかない」

「こちらこそおあいにく様。嫌だけど事情を汲んで我慢するって選択肢だって、この世にはあるのよ。まさか卒業したらずっと天てん蓋がい付きベッドで寝られると思ってたわけ？　貴族の坊ちゃまってどこまで馬鹿なの？」

「──この」

「他人に求めすぎ。しかも無自覚」

「もういいだろ二人とも！」

　たまらず割って入った。

　この二人の相性の悪さは、単なるライバルの一言で片付けられるものではないと思う。どうしてこう目が合えばケンカ、肩が触れればケンカ、雨が降っただけでケンカができるのだ。

「何がどういいのか論理的に説明してみろ。ゼロパーセント」

「そうよ。この男ったら、隙あらばあなたに難なん癖くせつけようとしてるのよ。悔しくないの？」

「どっちでもいいよ俺は」

　本気だった。

「俺は俺のやれることをやるだけだ。実家の母さんみたいなチェックが入ろうが、あとは話し合って折り合いをつけてもらうだけだって」

「お母さん！」

　イリスが口をおさえて吹きだした。

「いいわ。お母さんチェック。最高──」

「……ふ、ふざけるな。何がお母さんだ。僕の母上は皇族の流れを汲む、本物の貴婦人だぞ──」

「おおどうだ諸君！　ここで休めばいいのか？」

　修しゆ羅ら場ばの最中に、新しい声が割り込んだ。

　今度は貴族の息子ではなく、本物の爵位の持ち主、ガイ・カラベラス合同調査団長の登場である。

　雨で濡れそぼった金髪が額に張り付き、水を吸って重くなった騎士団の制服が、傍はた目めから見ても歩きづらそうだ。

　彼は脇目も振らずに廊下を歩いていくと、確保した部屋の一つに飛び込んだ。

「やれやれ。やっと靴が脱げる──ん、なんだね。もういいぞ諸君。今日は疲れたろう。じっくりと休んでくれたまえ」

「いや……」

　ケータは思わず反論しかけて、口ごもった。

　どっかりとベッドに腰掛けて、他を追い払おうとしているその部屋に、ビムいわく黴くさくて物置の方がましなその部屋に、もう二人ほど入ってもらうはずだったのだ。

　だが、団長にはそんな感覚毛もう頭とうないらしい。本物の貴族である彼は、本当に本気で考えもつかないのだ。ここに複数の人間が収まり、睡眠を取るなどという状況が。

（めんどくさ）

　ビムの時にも起こらなかった感情が湧わきそうになる。

　後ろを振り返れば、毒気を抜かれたビムと、心配そうなイリスの顔があった。

「ど、どうする気？　ゼロパーセント……？」

「うーんと……」

　ケータはあいまいに笑って、頭をかいた。

「とりあえず、俺は納な屋やの方を使わせてもらうわ」

　それがせめてもの抵抗であり、償つぐないのようなものだった。







　夕食は、宿の一階にある食堂で取った。あれから濡れた服を着替えて人心地ついた一団が、ぞろぞろと食堂に集まってくる。

「この調査終わったら、アリギュラン教官の最終講義があるだろ？　おまえ出るか？」

「やめとく。あのヒトの異界接触論は主流にはなりえないよ。まだヘイワードの黴くさいテキスト読んでた方がましだ」

「水属性の精霊に火と風の属性と合成する時のリスクは──」

「そこ詰めてよ。椅子追加できない？」

　狭い空間に大勢の人間がひしめきあう中、あちらこちらで活発な議論が起きている。

　メンバーの間で細々と立ち動くのは、もちろん案内人たるケータの役目となっていた。

「おーいみんな。喋しやべる前にあと一歩奥に詰めてくれ。そうそうそんな感じそんな感じ。あ、すいませんおかみさん。リンゴ酒とブドウ酒、追加でお願いできますか。あとスプーンもう一本」

「あいよお候補生さん」

「どうも」

　笑って追加のピッチャーを受け取る。

　そのまま後ろを振り返ると、好き放題食事をはじめている候補生たちの姿が見えた。あるいは好き放題本を読んでいるトッド・コランダムの姿。

（自由だ）

　そして俺は不自由だ。

　このディルスマグナ世界に、貴族と平民という序じよ列れつが存在するとして。少なくともこの集団において、他をぶっちぎって最下層なのは、ケータであるに違いない。実力主義は無能に厳しい。

（……まあいいけどさ。そのつもりで呼ばれたわけだから）

　元魔王軍大元帥が、なんでこんな宴えん会かい幹かん事じみたいな真似を──などといじけるつもりは毛頭ない。

　ただ酒さか瓶びんを持ってきたとたん、当たり前のように空の皿を突き出された時は、ちょっと燃えてしまえと思いはしたが。

「ほらマルミヤ。これ。厨ちゆう房ぼうに戻しておいてくれ」

「……ああ、うん」

　気持ちいいだろうな。ぶわっと一気に殲せん滅めつ。

「ケータさん、大丈夫ですか」

「いやいや、思っただけだから。大丈夫、大丈夫。俺は無害で安全な男……」

　孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを見かねたらしいライラが、テーブルから抜けてケータのところにやってきた。

　彼女も同じ貴族の出身のはずなのに、この違いはいったいなんだろう。人徳か。聖母の生まれ変わりか。

「ああ、ライラか。俺はいいからさ」

「でも──」

「あんたは俺より、団長のところにいてくれよ」

　──なにせ、いないととたんに機嫌が悪くなるのだから。

「アズライト君！　アズライト君はどこに行ったかね！」

　ほらこれだ。

　テーブルの一番奥席に、ガイ・カラベラスが座っている。

　合同調査団全十二名のヒエラルキーのトップにして我らが調査団長は、酒が入ると非常に正直になるのだ。お気に入りの候補生を周りに置いて、武ぶ勇ゆう伝でんを語って聞かせずにいられない。

「アズライト君！」

　ライラは、申し訳なさそうに頭を下げて自分の席に戻っていく。

　ガイはそんな彼女を、満足げに迎えた。

「で、どうだね、お父上は。少しはお加減が良くなったかね」

「……おかげさまで、庭を散策できるところまで回復いたしました」

「そうかそうか。それは良かった。戦いくさ場ばでの負傷とはいえ、アズライト将軍こそ騎士団の要かなめ。まだまだ後輩に道を譲ゆずっていただくわけにはいきますまい」

「お気遣い、痛み入ります」

「カラベラスが復帰を熱望していると伝えてもらえるかね」

　特にお気に入りは、名門アズライト家のライラ嬢じよう。

　器き量りよう良しかつ従順で性格も良い彼女を気に入るのは、当然かもしれない。すでに何度繰り返したかわからないやりとりをまたやっている。

「──つまり。戦場に立つというのは、かように厳しいことなのだよ諸君。分かるかね」

　ほかの候補生たちが答えないのを確認してから、あらためてライラに話を振る。

「どうだねアズライト君」

「……未熟ゆえ分かりかねますが、分かりたい、と思います」

「そう。その通り。さすがはアズライト君だ。たとえばこの傷がいかにしてできたのかだが──」

　騎士団の上級騎士も、こうなるとただの酒飲みのおっさんだ。とうとうと大戦の経験を語るガイを、みなが囲んで傾けい聴ちようする。

　相当鬱うつ陶とうしい状況だが、囲む候補生たちの目は真剣だ。旅の評価の決定権を握るガイの機嫌を損ねたくないだろうし、実戦の経験のない候補生たちにとっては、反論できる材料などないに違いない。

　しかし──。

「分ぶん水すい嶺れいは、ドムトラン高地での一戦であったかな。あれは今をさること一年前……いや、一年半前か。前線の部隊に補給を届けるため、我が小隊を含めた一団は、厳しい山野を進んでいたのだ。そこを卑怯にも挟きよう撃げきしてきたのが、『黒仮面のヴェーレス』率いる無数のモンスター軍団だ。隊列は千ち々ぢに乱れ、このままでは生せい還かんの可能性はきわめて低い。だが私は部下を守ると誓った身。この先祖伝来の聖剣マーベラスマックスを抜き放ち、『私が諸君らの盾となろう。精霊召喚術を展開させる時間を稼いでくる』と単身敵陣へ」

　おおと周囲で感かん嘆たんの声が上がる。

「さすがは団長」

「部下を守るため単身ですか！」

「なに、これが騎士の生き様。隊を預かる責任というものだ──」

　つっ、こみ、たい。

　ものすごく突っ込みたい。だが耐えろ。ここで突っ込んだら、いろいろなことが台無しだ。

　決して向こうにばれてはいけないと決めただろう。当たらず障らず、地味な案内役でやり過ごすのだと。

「聖剣はモンスターの肉体すらたやすく切り裂く。私は襲いかかる敵を切っては捨て、切っては捨て、ついには首しゆ魁かいヴェーレスを引きずり出し、一騎打ちへともつれこんだのだ！」

　ああでも。これはちょっとひどすぎないだろうか。

　ケータがぶるぶると、皿の片付けをしながら肩を震わせている時だった。

「あの、カラベラス団長」

　席はテーブルの下手近く。発言したのは、イリス・カーネリアンだった。彼女にしては珍しく、いささか緊張した面持ちで上かみ座ざのガイを見つめている。

「なんだね──ええと」

「イリスです。イリス・カーネリアン」

「そうかそうか。カーネリアン君か」

　周囲に持ち上げられ、気分が良くなっているらしいガイは、愛想よく応えた。

「よろしければ、今の話をもう少し詳くわしく聞かせてくださいませんか。私の父が……ドムトラン高地の作戦に参加していたらしいのです」

「ほお、お父上が。それは奇き遇ぐうだな。で、どこの将しよう校こう殿どのかね。カーネリアン……？」

「──いえ、騎士階級ではなく一般兵として志願していきました。最後は歩兵の分隊長をしていたそうです」

　緊張に頰を紅こう潮ちようさせたまま、真剣に訴える。

　彼女の父にそんな過去があったことにも驚きだが、それを聞くガイ・カラベラスの表情が、露ろ骨こつに曇っていった。

「一兵卒……志願兵かね」

「はい。その後に亡くなったので、詳しい足取りがよく分からなくて……」

「はっ、冗談はやめてくれたまえよ君。私の立場で、一志願兵の顔まで覚えていられるはずがないだろう。しかも戦死だと」

「……そう、ですか」

「はあ。それで君は？　なぜここにおるのだね。お父上が亡くなったのは気の毒だが、なおさら故郷に帰るものでは？」

　イリスは、相手の言っていることが受け止めきれない顔をしていた。

　そんなはずはない。きっと自分の気のせいだ。だって相手は尊敬すべき騎士団の英雄。そう思いながら、必死に常識的な返しを続けようとする顔。

「それは……学院のお心遣いで、続けさせてくれることになったので」

「だからってタダじゃあないだろう。タダじゃ。まさか泣き落としで居座っているわけじゃないだろうね」

　たぶん人間は、本当に思いがけない人から思いがけない暴言を吐かれると、すぐには対応しきれないのだ。泣くより怒るよりも前に、思考が停止してしまう。ケータはよく知っていた。

　これはヒトも魔族も地球人も関係ない。

　今の彼女は、その状態だ。

「──カラベラス団長。実際彼女は努力家ですよ。泣きはしないが奨学生スカラーにまでなってしがみつこうとしている。山の奥から出てきてご苦労なことですよ」

　テーブルの半ばで笑っているのは、ビム・コーラルだ。

　丁寧な言葉使いながらも、獲物をいたぶる獣の目だった。昼間のケンカの意い趣しゆ返がえしといったところか。やり口にしても最低だが。

「なるほど。そんなものがあるのか」

「あるようですよ。僕も寡か聞ぶんにして最近まで知らなかったのですが」

「そうか。貧困の対策としての奨学金は、有効だと私も思うがね。国家の要たる戦術召喚士の養成にまで必要かと言われると──いささか格の面で疑問があるな」

「戦意高こう揚ようには必要な対策だったのでしょう。大衆を黙らせるにはアメが必要ですから」

「まあ、今後は是ぜ正せいされていくだろう」

「そうですね。品位は大事にすべきですからね」

　イリスの頰に、さっと朱が走っていった。自分の心から流れ落ちた血に、ようやく気づいたのかもしれない。

　大事なものを、ずたずたにされたのだ。こんな公衆の面前で。

　何も言うな。目立ってはいけない。直前まで言い聞かせていたはずなのに、その顔を見た瞬間消し飛んでいた。

「ガイ・カラベラス団長。自分からも質問していいでしょうか」

　何事もなかったように手をあげて、上手のテーブルを見やる。

　イリスが、驚いてこちらを向いた。その目尻に小さく光るものがあった。しかしケータは、今はガイの顔だけを見据えていた。

「誰だね君は。店の給きゆう仕じか？」

　さんざん働かせておいて、その認識はないだろうと思う。

「ケータ・マルミヤです。調査団の一員です。団長は、ドムトラン高地で魔王軍と交戦されたとか」

「ああ、その通りだ。それがなんだね」

「ではご存じだと思うのですが、遠征初期のヴェーレスは、部下たる参さん謀ぼうと二人体制で指揮を執とっていたはずです。それでもこのドムトラン高地の記録を読むと、ヴェーレスのみで参謀の名前が出てきません。これは本当に参謀カドゥケスがいなかったからですか？　それとも機密に関わるので修正されているんですか？」

　ガイの刀傷が走る頰が、激しく歪んだ。

「な、なんだねそれは。どこの記録だ」












「従じゆう軍ぐん書記官がまとめた記録ですよ。学院の書庫にも入りはじめたので、ときどき読んでいるんです。趣味みたいなものですけど」

　おそらく彼は、そんなものが存在することすら知らなかったに違いない。

　これはこの場にいる、現役の戦術召喚士候補生にも言えることだ。日頃の課題に関わらない戦時の細かな記録など、誰も読まないのだろう。まして魔王軍側の動向など。学院の書庫の棚に、納品されたままの状態で埃ほこりをかぶる死し蔵ぞう資料だったのだ。

　ケータもライラに言われて地球に関するネタを探す時に見つけただけで、ちゃんと読んでいるわけではない。しかし──。

「一応公こう文ぶん書しよに準じる記録だと聞いているんで、間違いはないと思っていたんですけど……そういうわけでもない？」

「そ、そ、そうだな。もちろん、すべてつまびらかに、というわけにはいかん。国家の機密であるからして」

「ああ、やっぱりそうですか。それではヴェーレスの利き手については？」

「は？　それはもちろん、右──」

「右なんですか！　つまり奴の剣を受ければ、刀傷は左から右にできるっていうことですね。いやあさすが体験された方は違います。参考になります」

　ガイはあわてて、自分の傷口をおさえた。

「いやいや。左だ。左利きに決まっているだろう君」

「あ、そうなんですか」

「そんなものまで残されているのか」

「他にはそうですね。リードランドでのワイバーン……いえ飛ひ龍りゆう奇襲作戦とか……」

　これもガイが今までに語ってきた武勇伝とは、だいぶ矛盾があるエピソードだ。単語を出しただけでガイの目が泳ぎはじめた。

　こちらから、あからさまにそれらの矛盾をつくような真似はしない。ただここに、いつでも矛盾を指摘できるだけの知識を持った人間がいると、それを匂わせるだけで十分だった。

（もうこれで適当なことは言えなくなるだろ）

　驕おごるな、おっさん。あんたはいつでも背中から刺されると思って怯おびえていればいい。

　そんな気持ちが伝わったかどうかは知らないが、ガイは落ち着きを無くしたように腰を浮かせた。

「し、少々酔いが回ってきてしまったようだ。先に休ませてもらおうか」

　そう言ってそそくさと食堂を出ていってしまったので、合同調査団ヒエラルキーの宴はそこでお開きとなったのだ。

　後には食い散らかされた皿と酒瓶、行き場を失ったエリートメンバー、そして変わらず本を読み続けるトッド・コランダムだけが残されたのだった。
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　昼から降り続けた雨は、夜更け近くになって、ようやく上がった。

（おー、晴れたか）

　ケータは宿の裏庭に立ち、空を見上げた。

　あれだけ分厚かった雲が割れ、星が輝きだしている。これで少しは、今夜の寝心地が良くなるかもしれない。

　宿屋のおかみに頼んで開けてもらった納屋は、馬房の横にあった。あらためて戸を開けると、中は藁わらや芋いもの袋が、所狭しと積みあがっていた。

　まずは寝る場所を確保するべしと、同じく宿から借りた備品のランタンを置いて、あちこちと荷物を移動させていく。

「よっこい、せ」

「ゼロパーセント」

　蚊かの鳴くような声に振り返れば、戸口にイリス・カーネリアンが立っていた。

　いつもなら目につく尻や胸などよりも、今は上──真っ赤な両目と、必死に引き結んだ口元が痛々しかった。

「これ、追加の毛布。寝る時の」

「そっか。そこに置いといてくれ」

　指示をしたのに、なお彼女はそこを動かない。

「……なんか、あなたにフォローされたみたいな感じで。私──」

　ケータはため息をついた。

「いいから。気にするなよ。あんなのはただのマニアの戯ざれ言ごとみたいなものだから。あとはその場の雰囲気とか……多少、責任感じるところもあったっていうかさ」

　そう。ビム・コーラルが、あそこで奨学生スカラーうんぬんを口にしたのは、男子更衣室の一件があったからかもしれないのだ。

　変な話題を作って広めてしまった当事者としては、本当にまずかったと思っている。

「あとそうだ。軍事マニアの戯れ言ついでに言わせてもらうとな、ヴェーレスの利き手が左手っていうのも、あれは噓うそだからな」

「え」

「本当に。マジで」

　ケータは、いたずらを打ち明ける顔で笑ってみせた。なんとかその、彼女らしからぬ沈みきった顔を変えてやりたくて。

「じゃ、どうして……」

「簡単だ。あのおっさん、本当はまともに戦ってないぞ。今日言ってたドムトラン高地の戦闘だって、想定外の奇襲くらって泡食って、分断された自分の隊を残して逃げようとしたんだ」

　聞かされたイリスは、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったように、目を白黒させている。

「魔王軍は、一人すたこらさっさで山を下ろうとしてる大将に、ドラゴンライダー──騎き竜りゆう部隊の一部で追撃かけたけどさ。その時に転んでできたかすり傷が、ヴェーレスとの名誉の一騎打ちに変わるっていうなら、ヴェーレスだって怒るに決まって……いや、怒るんじゃないのか？」

　本当に、あっさり持ち場を放棄してくれたので、逆に覚えていたのだ。腰に提げた立派な聖剣はなんのためだと。

　それでも怒るケータに、部下のカドゥケスが「深追いする必要はない」と取りなしてきたものだ。あの頃の自分は、相当に気き性しようが荒くて怒りっぽかった。

（……カルシウムが足りなかったのか？　当時の俺）

　もちろんこれは、そのまま言うことはできないけれど。

　ひたすら固まっていたイリスが、ようやくそこまで聞いて呟いた。

「……そうなの」

「そうそう」

「なんだ。バカみたいじゃない」

「あのおっさんがな」

「死ねあの顎。偉そうにふんぞり返って」

「顎は関係ないから」

「最低。最低。ほんとに最低……」

　呟くうちに涙がこみ上げてきたらしく、また顔をぬぐいはじめている。

　こんなくしゃくしゃの泣き顔を間近で見るのは、別の意味でいけないことのような気がして困ってしまう。

（参ったな）

　やはり頭をなでるなり、肩を抱くなりしなければならないのだろうか。こういうのは状況的に。

「確かに私は、郵便馬車も来ないようなド田舎いなかから来た芋娘よ。学院に入るのだって村はじまって以来で、村長さんのカンパがなかったら入学だってできなかった。それでも父さんは、私にやめろなんて絶対言わなかった。ずっと応援してくれて、試験に受かった時は、『誇りに思う』って戦地から手紙をくれたのよ。不器用だけど優しくて──大好きだった……」

　上から行くべきか。下から行くべきか。非常に──悩む。

「だからそうよね。あんなくそったれの割れ顎野郎に、私の父さんがバカにされるいわれなんてない」

「そうそう」

「私にだってない」

「そうそう。だからまあ、軍曹が言われたことを気にする必要はこれっぽっちもないということで。寝たらもう忘れてしまうことをお勧めする」

　けっきょくケータは、早々に切り上げる道を選んだ。

（無理だ。俺にはできない）

　ふたたび荷物の整理に戻ろうとしたら、なぜかイリスがついてくるのだ。

「まだ何か？」

「何かじゃないわよ失礼ね。私だって今夜はここで寝るんだから」

「は!?」

　イリスは持ち込んだ毛布を抱えると、余ったもう一枚をケータの方に放って、積まれた荷物の陰に向かうのだ。

「誰かさんのせいで、二名は部屋から締め出されることになったじゃない。他に頼める人もいないから、私がこっちに来たのよ。変な真似しないでよね」

　彼女は手早く制服のボタンを外していく。

　あらわになった薄手の下着と、解放されてあふれそうな胸のふくらみが脳のう髄ずいに焼き付く。続いてショートパンツとブーツを脱ぎ捨て、すぐさま毛布を上から羽織る。












「うー、さむっ」

　ストップウォッチで計ればわずか数秒の、体育会系女子にありがちな驚異の早着替えではあったが、こちらの脳をなめてはいけない。見たもんは見たのだ。

「ほら、とっとと寝るから！　このランタン消すわよ？」

「お、おう」

　戸惑っているうちに、唯ゆい一いつの明かりを消された。ケータは上着を脱ぐこともできず、手探りで干し草の寝床へ向かう。

「どこ触ってんの！」

　肉ぅ！

　ばしりと手をひっぱたかれて、あわてて後退。ようやく自分だけの寝床を確保する。

　触ってしまったこの手について考える。ついで脳内に一時保存された画像の整理。

　つかんだのは尻か胸か。まともに考えると眠れない気がする。すさまじいオッパイ様であった。

「それにしてもあれね。あなたって戦術召喚士の任務についてはダメダメなのに、魔王軍のことばっかり詳しいなんて」

　頭の中でＡＢＣＤＥＦＧと歌っていたら、イリスが言った。ケータはぎくりと息をのんだ。

「ひょっとしてあれ？　実は魔族──」

「なわけ」

「の方がかっこよく見える十じゆう四し病びようってやつ？」

　暗闇に沈黙が下りる。ケータが絶句したからだ。

「あるのよねえ。なんか正義より悪の方に惹ひかれちゃう時期っていうのが。それこじらせてるタイプ？」

　もういい。なんとでもしてくれという気分だった。

　そして彼女は言ったのだ。

「ケータ・マルミヤ」

　それは本当に、ようやく届くか届かないかというような小さな声。

「ありがとうね」

　でも確実に胸に届く──声。
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　ガイ・カラベラスは、宿の一室で旅の日報をまとめていた。

　宿の従業員にブドウ酒を運ばせ、口に運びながら羽根ペンを走らせる。

　日報に綴つづるのは、ここまでの旅で出会ったモンスターの種類と生態、そしてそれに対処する戦術召喚士候補生の観察記録などだ。

「……ビム・コーラル。精霊召喚術の理論には一いつ家か言げんを持つが、やや感情的で冷静さに欠ける。トッド・コランダム。独創的な合成召喚モンタージユは他の追つい随ずいを許さないが、協調性は皆無。バルドとリアルドのマンガン家兄弟は、組めば力を発揮するが単体での採用はありえない。となるやはり、アズライトが順当だな……」

　ライラ・アズライトは、ここまでの旅で問題なく最高得点をマークしていた。学院が用意した選抜メンバーのリストにも、わかりやすく『◎』がつけてある。

　そのままリストを下へ見ていくと、一番下に『ケータ・マルミヤ』の名前があった。

　ようやく回ってきた酔いが、また醒さめてしまいそうだった。

「まったく。聞いていないぞ。あんな候補生がいるなんて」

　今回の合同調査団の選抜メンバーは、基本的に成績上位陣で構成され、最後に一人、地理に明るい地元出身の候補生をつけるという話だった。問題のその最後の一人らしい。

「ケータ・マルミヤ……アレンガルド区出身。例の道案内役か。ひどい成績だな……家は農場経営。なるほどね」

　リストの説明を読んで、納得してから羽根ペンで『×』をつける。

　採点の記録も、ここまでの旅路でだいぶ充実してきた。

「イリス・カーネリアン君か……残念だ」

　ガイは、グラス片手に眉をひそめる。

　リストの説明によれば、彼女の学院での成績は、ライラをおさえ十一人中トップ。実際に見た言動や見目も悪くなく、ここまでのガイの所感も、『やや積極性に欠けるが即戦力になる』と高評価だった。

　だが──こんな形でミソがついてしまっては仕方ない。

「奨学生スカラーとはね。はじめからこういうことは、書いておいてもらわないといかんよ。お互いのために不幸だ──」

　悲しい思いで『×』をつける。

　そうして新たにランク付けしたリストと日報を眺めていると、背後で物音がした。

　宿のネズミではない。開けておいた鞄かばんの、さらに奥から聞こえてくるようだ。

　硬い物が、細かに振動するような音である。

「……近いから反応してしまうといったところか」

　ガイは鞄から目を離し、窓の向こうを眺めやった。

　粗く気泡が浮かぶ硝子ガラス窓まどの向こうは、塗り込められたような闇に包まれている。昼から降り続いていた雨は上がったようだが、その先の視界はまったくきかない。それでも地図で見るかぎり、この宿から目的地はそう遠くないはずだ。

　事前に説明を受けていた以上の感度の良さに、ガイは驚きを隠せない。が、今ここで動かれても困るのだ。

「鎮しずまりたまえ、審しん判ぱんの笛よ」

　ガイはそう言って、開けたままだった鞄の蓋ふたをとじた。

　これはガイだけではなく騎士団の未来──いや、全世界の未来を作るための重要な一歩なのだ。『彼』の方でも、いっそ使わずにすむなら、それにこしたことはないと言っていた。慎重には慎重を期してことを進める必要がある。

　まだ鞄の奥で振動は続いていたが、一人きりの個室で、他に聞くものはいなかった。
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　森の中を、金属をかきむしるような高音の悲鳴がこだまする。

　モンスターが絶命する瞬間の声だ。

　ケータたちが、道中で彼らと遭遇することは、一度や二度の話ではなかった。

　こちらもできる時は、無能のゼロ野郎を発揮しながらそれとなく逃がすが、現場に民間人がいたり、数が多すぎるとどうしても戦闘になってしまう。

「四体沈黙、三体逃した！」

「俺が倒す！」

　それでなくとも選抜メンバーは、血ならぬポイントに餓うえて好戦的なのだ。

　現在ケータたちが相対しているモンスターは、ヒトが分類するところの『岩がん衛えい兵へい』──魔族の間では、『スプリガン』と呼ばれていた。

『死ネ！』

『そうだち！』

　ヒト型で、武器を持ち戦う知性を持つが、大きさはヒトの子供ほど。ふだんは山間や地下で、主あるじの持つ財宝を守る指令に沿って暮らしている。

　ところがこのモンスター、ひとたび主を亡くしてしまうと、今度は新しい財宝を求めて略りやく奪だつをはじめたり、新しい指令なきまま残された財宝（本当に宝の場合もあるし、彼らの基準で宝だと定めたガラクタの場合もある）を守るために、ヒトを襲ったりするのだ。

　危険度としては、一応中級に設定されている。厄介な特性こそあるが、このメンバーなら対処に困ることはないはずだ──。

「おまえな、少し下がれって！　俺の精霊が呼び出せないだろう！」

「そっちこそ火の横で水の精霊呼び出すって、嫌みでやってるのか!?」

　ケータは頭を抱えたくなった。誰かこの場にチームワークを召喚してやってくれ。

　出鼻の一斉攻撃を耐えきった岩衛兵たちが、雄叫おたけびとともに己の肉体を変化させていく。

（そうだよ。これがあるからスプリガンは厄介なんだ！）

　トッドよりも小柄だった背丈は、見る間に倍となった。胸板も、腕の太さも倍へ。しかも岩の巨人となっても突進のスピードは変わらず、傷を負いながらもさらにこちらへ迫ってくるのだ。

「アズライト、準備はできたか！」

　混乱の中で、ビム・コーラルが後衛にいたライラの名を呼んだ。ライラの方も、唱えていた術式の準備ができたらしい。




『──出でよ、触れた世界は雪の山。汝の名は──震エル岩いわ鬼おに』




　最後の詠えい唱しようとともに、七色の光の先に消えた右手を振り下ろす。

　上空の天気が突如として変わり、あたりに猛吹雪が吹き荒れる。その中から召喚された巨人の脚が、上から岩衛兵たちをまとめて押しつぶした。

（うお）

　まさに一撃必殺。現れた脚を、雪ごと再び元の世界へと返せば、もうモンスターの姿は影も形もない。くっきりとしたビッグフットの足形だけが地面に残る。

　細かい技法を言えば、属性強化だの、二重精霊ダブルエレメントだの、合成召喚モンタージユだのと、解説することもできるだろう。だが何より彼女が行う精霊召喚術は、見た目に反して重じゆう戦せん車しやのように力強く巨大なものが多いのだ。

（さすが、アズライト家の至宝）

　この地においては、ヒヨコの無能を発揮することしかできない身としては、口を開けて見ているしかない。

「ようし素晴らしいぞアズライト君！　完璧だ！」

　ガイ・カラベラスの、惜しみない賞しよう賛さんと拍手が響く。だが、当の彼女の耳にはあまり届いていないようだ。

「お疲れ、ライラ」

「──え、あっ、ケータさん」

　ケータが横で声をかけると、彼女はようやく我に返ったようだった。

「あの、お疲れ様です！」

「あのな。俺に頭下げてどうするんだよ。やったのはライラだろう」

「そ、そうですか」

「そうだろう。できればもうちょっと手加減してくれるとありがたいぐらい」

「差し出がましい真似をしてすみません」

「いや、そういうわけじゃないんだけどさ」

　うかつに軽口もたたけない。

　しかしこうも綺麗に全部仕留められてしまうと、取り逃がしたモンスターを、ケータの機転で逃がすということがますます難しくなってしまう。手加減してほしいというのも、半分は本音だ。

「天才は天才らしくしてればいいんじゃないのか。堂々とさ」

「そんな……皆さんが戦える下地を作ってくださったおかげですよ──」

「またまた」

「本当です。地の精霊はどうしても速さに欠けますから、無傷の岩衛兵を仕留めるのは難しいんです。そこは皆さんの助けがあってこそで」

　彼女はそう言って、ひたすら大真面目にみなの貢こう献けんと、自分のささやかな仕事について語ってくれた。ケータとしてはもう、話半分に聞き流していたのだが──。

　──ケエエエエ！

　ふいに眼前の木々が揺れ、その間から、武装する岩衛兵たちが飛び出してくる。

（まずい。まだ仲間がいたか！）

　その数、全部で三体。すべて無傷だ。

　ライラがすぐさま精霊召喚の準備をはじめる。だがこの距離で間に合うか。

　岩衛兵が巨大化する。無理だと判断したケータが、術式展開をはじめたライラを、横合いから押し倒す。




『出でよ、飛沫しぶきは時に風刃をまとう。汝の名は──凍レル風鳥！』




　その瞬間、巨大な豪ごう腕わんの拳が、ケータたちのいた場所を粉ふん砕さいした。同時に後方から飛んできた氷の鳥が、岩衛兵の腕を、鋭利な刃やいばのごとく切り落とした。

（この声）




『出でよ、赫あかノ狐きつね！』




　続けざまに繰り出された炎の精霊が、鬼おに火びの狐の形をとって、岩衛兵三体に襲いかかる。精シ霊ン単グ体ルの召喚とはいえ、威力と精度はすさまじく、あっという間に岩衛兵を炎に巻きこんだ。

　最後は怪しく光る三つ叉またの尾を振り、ごくりと喉を動かせば、岩衛兵の姿はどこにもない。全ては消し炭の中。役目を終えた精霊は、音もなく元の世界へと帰っていく。

「すごい……」

　押し倒されたライラが、ケータの腕の下で目を見張っている。

「……絶好調みたいだな。軍曹殿は」

　そうとしか言えない。

　得意の超高速術式展開に加え、その威力も倍増といった様よう相そうである。

　無傷の岩衛兵たちを、たった一人で屠ほふったイリス・カーネリアンは、両手をはたいてポニーテールの毛先をかきあげた。誰にも何も言わせない、堂々たる態度だった。

　ガイ・カラベラスは、彼女の完璧と言っていい手際に、度ど肝ぎもを抜かれて口を開けたまま。ビム・コーラルも、これには文句がつけられないだろう。せいぜい悔しげに舌打ちすることしかできないようだ。

　全員の注目を浴びる中で、彼女はこちらを振り返る。

「そこ、いつまでもひっついてない」

　びしりと言われて、二人そろってあわてて起き上がる。ライラなどは、顔が真っ赤になっていた。

「あとどれぐらいで城につくの？」

「そうだな──」

　ケータは目を細める。一夜明けて完全復活をとげたらしいイリスに告げた。

「スプリガン……じゃない。岩衛兵もうろついているぐらいだ。もう見えるんじゃないかな……ああ、あったよあそこだ。魔王軍戦略拠点要塞『ベルタ』──」

　ケータは指をさす。

　それは、山と山の合間に見え隠れしている黒い砦。光を吸い込む針のような尖せん塔とうと、周囲にただよう黒い靄もやも、今となっては懐かしい光景だ。

　ひさしぶり、と内心で呟く。

　おおよそ半年ぶりの里帰りであった。







「ベルタ城、か」

　イリスが頭上にそびえる城じよう壁へきを見上げ、独り言のように呟いた。

　この魔王軍戦略拠点要塞ベルタは、山の中腹に建つ石の城だ。

　裾すそ野のの森は緑豊かなはずなのに、不思議とこの城の一帯だけ、草一本生えずに地肌がむき出しになっている。じっと立っていると、硫い黄おうにも似た匂いが鼻をついた。

　加えて地面の割れ目から、熱い蒸気なども噴き出してくるので、いっそ温泉でも出ないものかと、使用していた当時から思っていたものだ。

　どちらにしろ、そのモノクロに近い殺さつ伐ばつとした景色は、東大陸よりも西の闇黒大陸的──実に魔族らしい居きよ城じようと言えた。

　ちなみに地上の建物部分を作り上げたのは、魔王軍の土ど建けん屋やコンビであるドワーフとサイクロプスたちだ。設計には一部ケータも関わっているが、戦国大名もびっくりの一いち夜や城じようである。

「……正直ぞっとするわよね。こんな大陸の中部まで、魔王軍の手が伸びてたって思うと」

「……本当はもっと進むつもりだったんだけどな……」

「なに？　なにか言った？」

「いやいや」

　ケータは何もなかったふりをして、仲間の後に続いて城門付近へ向かう。

　あそこで魔王の撤退命令さえなかったら、この世界の支配状況も、だいぶ変わっていたに違いない。詮せん無なき過去に思いを馳はせても仕方ないとしても、慣れ親しんだ城という現物は、ケータの古傷をいろいろと引っ搔かいてくれるのだ。見ているだけで感かん慨がい深くもなる。

　城門の前では、候補生たちが突入を前にして待機していた。

「おーいライラ！　何かはじまるのか？」

「あ──ケータさん。カラベラス団長が、ここでしばらく待機しているようにって」

「なんだよ、トイレか？」

　ライラはやや顔を赤くし、

「わかりません……ただ、念のため入る前に周りの様子を見てくるって」

「偵てい察さつ……？」

　そんなもの、今までだってしてみせたことはなかったのだが。

　ともかく全員で足止めをくらっていると、ようやくガイが戻ってきた。

　額ひたいに汗を浮かべ、ベルトのバックルをいじりながらだったので、本当に用足しに行っていたのかもしれない。

「やあアズライト君。待たせたね。もう大丈夫だ」

「あの、他の方々もそろってますので……」

「ん──そうだったな。総員、注目！」

　ひときわ濃のう厚こうな硫黄の匂いを漂わせ、ガイはケータたちの前に立った。

　重々しい咳払いを一つ。

「よいか。いよいよ我々は、目標のベルタ城に突入する。まずは多くの苦難を乗り越え、この私とともによくぞたどり着いたことに敬意を表したい。ここベルタ城は、第七次東大陸遠征において、魔王軍大元帥『黒仮面のヴェーレス』が使用していた拠点の城だ。和平成立後は、魔王軍の手を離れているとされているが、その状況が今も維持されているかを確かめるのが、我々の役目だ。何もなければそれで良し。だがそうでない場合は──気を引き締めなければ非常に危険だ」

「はい、カラベラス団長！」

「かつて私が魔王軍と相まみえた経験によればだ──」

　ガイは熱弁を続けていたが、視界の端にケータの姿が見えると、とたんにおとなしいものになってしまう。

「……まあとにかく細心の注意を払い、臨りん機き応おう変へんに対応することが望ましいな。以上」

「団長。突入の編成はどうしましょうか」

「君らに任せよう。予測をたて、自主的に動いてみたまえ」

　いったいどんな魔王軍と戦ったのか、詳しく聞きたいところだが、ケータもおとなしく皆に交じって、「はい団長」と声をそろえた。

　──さて。いよいよであった。

　ケータは別の意味で、この先の展開を予想して気合いを入れ直していた。

　ガイが説明した通り、現在このあたりは、ケータがいた魔王軍の手から離れ、下級のモンスターが巣穴がわりに使っているだけだと聞いている。

　あの悪夢の撤退命令が出て西大陸に帰る時、ヒトに見つかってまずそうなものは、あらかた持って帰ったはずだ。持ち帰りきれないものは、闇黒魔術で何重にも封印をかけた。その後にやって来たという、騎士団の調査隊でも封印は解けなかったようなのだから、今回だって無事にやりすごせるはずだ。

「大丈夫よゼロパーセント。そんなにガチガチにならなくても」

　こちらの決意を知らないイリスが、ぽんと肩を叩いた。

「事前資料で出現するモンスターもわかってるし、地図だってある。無む駄だにびびる必要はないの」

「お、おう……そうだったな……」

「とはいえ油断は禁物ね。私の側そばから離れないで。あなた何もできないんだから」

　たとえて言うならそう──まるでバス酔いしたクラスメイトに向けるような優しさを感じながら、ケータは城の中へと踏み込んだのである。







　ひさしぶりの里帰りは、入り口で部下が三つ指をついてお出迎え──ということもなく、そのまま内部へ進むことができた。

　現在ケータの前では、最年少の『スキッパー』トッド・コランダムが、仏ぶつ頂ちよう面づらで術式を唱えている。




『……疾く此処に開かれよ。顕けん現げんせよ。出でよ、月の明かりのごとく。汝の名は──震エル火ノ兎と』




　声変わり前の高い声と、ごく短い動作で引き下ろした火属性の精霊が、ベルタ城の薄うす闇やみに明かりをもたらした。

　仲間の候補生たちが、「ほう」と小さく感嘆の声をあげる。

「……なるほど、うまいな。火の精霊に、水の属性を強化。明かりだけ抽ちゆう出しゆつして、ほとんど熱がない使役精霊を作るのか」

「しかもこれなら自走式でコンパクトだ」

「ただ僕なら火から熱を取り去るより、発光性のある地属性の精霊を呼ぶね。その方が効率がいい」

「ナンセンスだね。地と火じゃ機動性において比較にならない──」

　それは内側から無音で発光する、兎型の精霊だった。大きさも本物の兎のようだ。ケータたちの一歩先を先導するように、跳ねて歩きだす。

　召喚術で出す精霊といえば、恐ろしい怪物めいたものばかり見てきたので、こんなに小さく可愛らしいものも呼び出せるのかと意外だった。どうやらトッドは、呼び出す精霊も、トリッキーで一風変わっているようだ。

　ケータには感動ものの精霊だが、メンバーのコメントは手放しとは言えないようだ。もちろんトッドは、どの意見にも一言も返さずそっぽを向いた。

（……まあ、トッド向きの環境じゃないのは確かだよな）

　普通の会話も嫌がるのに、本気を出したメンバーの批ひ評ひよう癖へきに耐えられるとは思えない。

　そのトッドが呼び出した精霊に導かれ、ケータたちは城の中を進んでいく。

　他のメンバーが壁の染みや、物音一つにも神経を尖らせている中、ケータの心を占めていたのは『懐かしさ』だった。

（そうそう。こんなだったよ）

　半年ぶりに見た城内は、記憶とあまり違いがなかった。

　黒と赤を基調とし、階段の手すりや柱には、西大陸風の悪魔や歴代の魔王をモチーフにした装飾が施ほどこされている。

　かつて蠟ろう燭そくや松たい明まつの明かりが灯っていた照明部分は沈黙していたが、上から埃や蜘く蛛もの巣がかかるということもなく、少し留守にしていただけと錯さつ覚かくしそうだ。

　あまりの懐かしさに辺りを見回していると、イリスに服を引っ張られた。

「馬鹿、遅れないで。ふらふらきょろきょろして。死にたいの？」

「いや、けっこう綺麗なもんだなと思って」

「はあ？　このおどろおどろしいのが？」

「そっちじゃなくて。埃がなくて掃除したみたいじゃないか」

「はっ、知らないのかゼロパーセント」

　ビム・コーラルが、こちらを向いてせせら笑った。

「君の無知も相当なものだな。教えてやろうか。この魔王軍戦略拠点要塞ベルタにはな、なんらかの魔術的な仕掛けがほどこされていると言われているんだ」

「魔術的な仕掛け……」

　自分がやったこととはいえ、そう聞くとなんだか凄そうに聞こえる。興味が出てきたので、続けて聞いてみることにした。

「そうだ。この床や壁もそうだし、僕らの目を欺あざむく形で、隠し部屋が存在するらしいとも言うな。だからこそ騎士団も、この城を警戒対象から外せないできたんだ」

「ふうん……それはどんな隠し部屋なんだ」

「馬鹿か。少しは頭を使ってくれ。ジェムナスティア皇国騎士団の精鋭中の精鋭、あの『白の腕かいな』が何度通っても見破れなかった代しろ物ものだぞ。仮に特定できたら表ひよう彰しようものだろう」

「ああ、それはそうだよな」

　意外にやるじゃないか、俺の結界とケータは思う。

「まったく。君と話していると、本格的に馬鹿が感う染つりそうだ──」

「悪いな」

「謝るな。ますます馬鹿にされた気になる」

「本当に。わかりきったことをもったいぶって言うのが、とってもお上手よねー？」

　ビムは一転、顔を赤くして彼女をにらみ返した。

「……事実を申し上げたまでですよ。無知はどこでヒトの足を引っ張るかわかりませんからね」

「それに関しては同意だけど。だからこそなんでそう上から目線で偉そうにできるのかが、理解できないのよ。くその役にもたたないわかりきったことを言うだけなのに」

「くそ……本当に下品な女だな」

　イリスはイリスで、ビムが背中を向けたとたんに、べっと舌を出す。本当に両者の遺い恨こんの根は深いらしい。

「なにが『仮に特定できたら表彰ものだろう。キリッ』よね。それじゃいつまでたっても進歩しないじゃない。ねえゼロパーセント？」

「はは……」

「決めたわ。ここで歴史に新しい名を刻もうじゃないの」

　イリスの野望はともかくとして。そのまま集団で城内を進んでいくと、一つの大きな扉が見えてきた。

　両開きの扉の左右に、首のない骸がい骨こつが、巻物を持つ彫ちよう刻こくが施されている。いかにも『何か』がありそうだ。

「ちょっと待ってね。確かこの部屋は……」

　イリスが言って、代表で持っていた地図を開いた。

　地図は以前に騎士団が城内調査をした時に作ったという、見取り図の写しだという。すでに地上部分の大半が、マッピング済みだという話だった。

　彼女が場所を特定して読み上げるよりも早く、ケータは「訓くん令れいの間だ」と呟いていた。

「大元帥が部下に訓示を垂れる部屋」

「訓令の間……？　あ、すごいわ。あってる！」

　はじめてケータに「おお」の賞賛が集まった。

「どうしたんだマルミヤ。なんでそんなに詳しいんだ」

「ゼロパーセントのくせに……」

「いやそれは」

「ああそうよ、考えてみればこのヒト、どっぷり魔王軍マニアじゃない。城の見取り図ぐらい頭にたたき込んでるわよね」

　イリスがぽんと手を叩く。

「なるほど。マニアか」

「十四病と呼んであげて」

　だいぶ間違った賞賛になりつつあると思った。

　不審や戸惑いの目から一転、全員納得の顔に変わる。それならあなたが案内してと、いきなり最前列へと連れていかされた。

（ちょっと待てよ。俺はヒヨコしか呼び出せないんだぞ）

　何かあったらどうすると思うが、もはや決定は覆せないようだった。

（……まあいいけどさ。家の案内するようなものだ）

　観念して扉を押し開けると、そこは予想した通り、見慣れた大広間だった。

　なめらかな艶を放つ黒い床。赤い絨じゆう毯たんが一直線に走り、その先には漆黒の玉ぎよく座ざと、金の額がく縁ぶちに縁取られた大きな肖しよう像ぞう画ががある。

　巨大な肖像画を前に、みなの足が止まった。

「これが……黒仮面のヴェーレス……」

「なんて邪悪な……」

　あいたたた！　痛い痛い痛い！　痛いぞ眼球が！

　ケータだけが、回れ右をしそうになった。

　半年と時間を置いた素面しらふの状態で、およそ百二十号キャンバスサイズいっぱいに描かれた自分の肖像画と対面させられるのが、こんなに目に痛いものだと思わなかった。

　思えば魔族の部下たちが、「大元帥たるもの、絵の一枚も残されませんと！」と、強い説得の末につきあったものなのである。もともと気乗りがしないものだったので、西大陸に持ち帰る気などさらさらなく、城の方に棄すて置いてしまったのだが──。

「……俺は馬鹿だ。こういうのこそ真っ先に始末しなきゃいけなかったのに……っ」

　マントが！　お面が！　さりげないポージングが！

「どうかしたの、目にゴミでも入ったのゼロパーセント」

　顔をおさえて悶絶するケータを、イリスが不思議そうに眺めている。

「おい、候補生諸君。何もないなら行くぞ」

　ガイが早々に見切りをつけて、次へ行こうと呼びかけた。ケータはそれが天の福ふく音いんに聞こえた。

　こうなるとにわかに落ち着かなくなってきた。

　いったい俺は、どれだけの黒歴史をこの城に放置してきてしまっただろう。あれは始末したか？　あっちの封印は完璧か？

（……いや、大丈夫だ落ち着け。一番やばい『あれ』に関しては、何重にも念には念を入れて目くらましの魔術をかけておいたんだ。俺がいない限り、光の勇者だって突破できないはず──）

　そう言って、なんとか心を落ち着けていた時である。

「──ねえ。ちょっと見てゼロパーセント。ここだけ壁の色が違うんだけど」

「へ？」

「どう思う？　模様かしら。変な落書きみたいなものが描いてあるのよ」

　みなに続いて訓令の間を出ようとしていたイリスが、立ち止まって手招きをしている。

　どうもドア付近の壁のタペストリーをめくって、その下にあるものを凝ぎよう視ししているようだ。ケータは──絶叫しそうになった。

「あ、あ、あ。あうあう」

「どうしたのよ。今度は顎でも外れたの？」

　どうしたもこうしたもない。なぜ──。

　──りんごん、りんごん、りんごん！

　いきなり軽やかなチャイムのような音色が、一帯に鳴り響く。さらにはケータたちが立つ床が、細かく振動をはじめた。

「な、なんの音これ！」

「どうした、何があった！」

　すでに部屋を出ていた仲間も、大きな音に驚き舞い戻ってくる。だが、ケータでもわからなかった。本当になぜだ。なぜいきなり鉄壁の迷めい彩さい結界が消え失せている！

「いったいなんの騒ぎかね！」

　ガイ・カラベラスの質問に、ケータは悲鳴のように叫んだ。

「逃げてください！」

「は？」

「お願いです。ここにいたらいけない。ここにいたら、大変なことに──」

　喋るうちに、ケータとイリスがいた床のタイル数マスが光り、猛スピードで下降していく。

「ああああああ」

「うそおおおお」

　ケータたちは、ガイたちを残して床の中へと消えていった。







「おい、大丈夫か！」

　まるで古ふる井い戸どの底から空を見上げるように、上の方でガイたちが叫んでいる。

（そうか）

（わかったぞ）

　主人以外には決して開かないはずの隠し部屋。

『白の腕かいな』でも光の勇者でも突破できないめくらましの迷彩結界。

　主人が帰ってきてしまったから開いたのだ──。

「ケータさん、カーネリアンさん、今助けに行きますからね！　大丈夫ですか!?」

　ライラ・アズライトが、細い声を必死に張り上げている。

　突然奈落の底へと落ちたケータとイリスを、みな心配しているようだ。穴の底でへたりこむケータの横では、イリスが地上に向かって手を振り返していた。

「大丈夫。二名とも怪我はなしです！」

「そうですか、無事ですか！」

「ただ──」

「ただ？」

　イリスは穴の底で、真横の壁を指さすのだ。

「できればこっちに、降りてきてくれませんか。数は二名ぐらい。なんだかここに、知らない部屋があるみたいなんです。ここって調査済みなんでしょうか──」

　ケータは万事休すと呟いた。





　　　　　＊＊＊






　おそらくこの世界にいる者たちは知るまい。

　彼女──イリス・カーネリアンがタペストリーの下に見た謎なぞの文様は、別の世界においては言語であるということを。

　地球の極きよく東とうで使われる日本語という言葉で、『俺の部屋』と書いてあったのだ。







　本当に、里帰りなんてするものじゃない。

「なんだこの部屋は……面めん妖ような……」

　ビム・コーラルが、降りてくるなり呟いた。

　ロープを使って地下階に降りてきたのは、ライラ・アズライトとビム・コーラルの親戚コンビであった。

（……面妖で悪かったな）

　毒づきたくても、今のケータにその気力はない。

　ライラも静かな鹿のまなざしを、目の前の小部屋に向けている。

「……本当に狭いんですね」

　迎えたイリスは、真剣な顔でうなずいた。

「そうなの。見た所はだけど」

「雰囲気も上とは違うようです」

「ふん。まずは触れてもいいか──と言ったところか。どんな罠わながかかっているかわからない」

「今のところ、それらしい仕掛けはないわ。というかビム・コーラル。まさかあなたが代表で助けにきてくれるとは思わなかったわよ」

　ビムはさんざんくさしてきたのが気まずいのか、つまらなそうにそっぽを向いた。

「他意はないですよ。アズライトの志し願がんに、僕もついてきただけですから」

「そういうもの？」

「──僕にだって探究心というものはある。歴史的発見に立ち会えるものなら立ち会いたい」

「そっちが本音ね。そういうことじゃないかと思ったわ」

　そうして彼らは、一緒になって部屋の探索をはじめるのだ。

　唯一、隠し部屋の入り口から動かないケータを、ライラが気にして訊ねた。

「ケータさん。大丈夫ですか？　具合が悪いんですか？」

「……俺はいいからさ。ちょっと休ませてくれ。大したことないから」

「そうですか」

「──さて、と。じゃあゼロパーセントは休みとして。どこから調べる？　まずは計測？」

「反対する理由はないですよ」

「わたしもです」

　イリスが腕まくりをする。

「測定の機材がないから正確なものは無理だけど、やれるところからやるしかないわよね……あら、ここって絨毯じゃないのね。なにこれ、植物の草を編んで部屋に敷き詰めてあるの？」

　彼女はブーツのまま部屋の中に入っていき、その場にひざまずいた。だができれば靴は脱いでほしかった。せっかく貴重な地球産の『畳たたみ』なのだから。

　一方ではライラが、しげしげと部屋の真ん中に置かれた『こたつ』を凝視している。

「アズライト。その不思議なものはなんだかわかる？」

「いえ、カーネリアンさん。わかりません。たぶん、テーブルではないかと思うのですが……」

「あなたでもわからないの。なんでこんなに脚が低いのかしらね。椅子もないし」

「しかもテーブルクロスが、天板の下に敷いてあるんです」

「かなり分厚い……綿入りのクロスなんてはじめて見たわ」

「アズライト！　あまりうかつに触ってはいけない。危険だ」












　ビムが悲鳴混じりに止めに入るが、『こたつ』が爆発することはないので安心してほしい。ついでに言うなら、それはテーブルクロスではなく『こたつ布団ぶとん』というものなのだ。

（わかるかい。アズライト家の至宝よ）

　この隠し部屋は、ケータが城の中に作った大事な大事なプライベートルーム。文字通りの『俺の部屋』なのだ。

（だっておまえ、疲れるだろうが。まる一日仮面かぶって、くっそ長いマント引きずって。取りたくなる時はここって決めてたんだよ）

　──ケータのマンションにあった六ろく畳じよう間まを、こちらの世界で再現したものなのだ。

　例の崖の中腹に放置された、一三〇三号室の自宅マンションから、持ち出せるだけの私物を持ち出して、こうして遠征先でも日本気分を味わえるようにしていたのだ。

　魔王軍大元帥『黒仮面のヴェーレス』としての重じゆう圧あつに満ちた任務を終えた後、この中に引きこもってゴロゴゴロしたり、スマホやゲームこそ難しかったものの、電気を使わないですむ日本語の本を読みながら次の戦略を練り直したりするのが、唯一の楽しみだったと言っていい。

　その癒いやしの空間が、異界のヒトたちによって、白日のもとにさらされていく。

「これは……本？　沢山あるわね」

　俺の週刊少年ジ○ンプが！　マガ○ンが！

「枠の中に絵が沢山描いてあって……こんな字、見たことないわ。魔族が使っているものでもないみたいだし。まさかだけど異界の文字って可能性も」

　ただの海賊でゴムが伸びるアレだって！

「この部屋全体が、異界の神を崇める祭さい壇だんという可能性もあります」

「──大変なことになってきたわ……」

「カーネリアンさん、見てください。本の後ろにさらに本が」

　俺の秘蔵品があああ！

「……女性の……裸の絵？　魔女のサバトを記した魔術書か何かかしら。ビム・コーラル。あなたこれどう思う？」

「なんですか。僕は今忙しい──」

「ほら。いいからこれ見て。いかがわしいっていうか、忌いまわしいっていうか」

「……いや……どうだろうこれは……」

　戦術召喚士──いやヒト側にとって、界を異ことにする地球の人間を召喚することは、絶対禁忌の罪だ。だから彼らに丸まる宮みや敬けい太た時代の私物を見られるのは、ものすごくまずいことだ。

　だがそれ以上に、年頃の女の子たちによってたかってエロ本を点検されたあげく、眉をひそめて「うわ」「ひどい」「最低」と言われることの方が、よっぽど心を破壊される出来事だったのだ。







「──結論から申し上げますと、あの隠し部屋は異界の物品を集めた、宝ほう物もつ殿でん的なものであると推測できます」

　一階の『訓令の間』内に、ガイ・カラベラスと残りの候補生は待機していた。

　隠し部屋からロープで上がってきたイリス・カーネリアンの報告に、ガイは「なんと」と言ったきり絶句した。

「……それは……本当かね……」

「はい。簡易ですが記録も取りました」

　対して打てば響く反応の良さで、メモを取り出すイリス。あれは別名、末まつ代だいまでの恥はじ。どこかでうっかり燃えたりしないだろうか。

「魔族は地の底の悪魔だけでなく、異界の者とも通じていたようです」

「禁忌の取引をしていたと……？」

「ええ。隠し部屋のさらに奥に隠してあった書物は、一級の禁書のたぐいに間違いありません」

　ケータはケータで、そっとビム・コーラルの後ろに立った。顔つきといい佇たたずまいといい、まるで幽ゆう霊れい画がの一場面のようだったろう。

「ビム……俺はおまえを許さない……」

「は、な、なんだ君は。ゼロパーセントごときにあれこれ言われる筋合いはないぞ！」

「かばってくれなかった……」

　あそこでは唯一の男子だったのに。

　たとえ文字が読めなくても、雰囲気を察して『なかったふり』をしてくれても良かったのに。

　だというのに本棚は全てひっくりかえされ、大事なコレクションが警察の押おう収しゆう品ひんのように畳に並べられたあげく、一点一点詳細な記録を取られてしまった。もう嫌だ。生きていくのが嫌になった。

「分かっている。これが俺の八つ当たりだっていうのは。でも俺は……切ないんだ……！」

「なぜに……泣く？」

　泣いて悪いか。

　本当にもう、里帰りなんてするものじゃない。

　最後の一人、ライラ・アズライトも、訓令の間内に戻ってきた。彼女もケータの恥の立会人かと思うと、切なくてしょうがない。

「異界の宝物殿……隠し部屋の発見……それを、君が……」

「はい」

　イリスはうなずく。後ろで待機していた、他のメンバーもざわめきはじめた。

「おい、異界ってどういうことだよ」

「こんなのありなのか？　抜け駆けにもほどがあるだろ」

「禁書まで見つけたってマジか？」




「うるさい黙れ!!」




　叫んだのは、外でもないガイ・カラベラスだった。

　ホール内が、水を打ったように静まり返る。

　彼の顔からは、いっさいの血の気が引いていた。とてもではないが、世紀の大発見を喜ぶ顔つきではなかった。

「カラベラス団長……」

「──いや。なんでもないぞカーネリアン君。よくやった、お手柄だ！」

　おめでとうおめでとう。

　彼は一転、振り切るように破は顔がん大たい笑しようして手を叩いた。すっかり静まり返った訓令の間に、拍手とねぎらいの声だけが響き渡る。

「あ、ありがとうございます」

「まさに大発見だ。素晴らしい！　諸君らも拍手だ。さあ一緒に！」

















──魔王軍戦略拠点要よう塞さいベルタ。地上三階層。






　さてここに、双子ふたごの戦せん術じゆつ召しよう喚かん士し候補生がいる。

　名を、マンガン家のバルドとリアルドと言った。

　どちらもフレッドフォード召喚学院の、特に優秀な候補生に名を連つらねる者の一人である。今回の合同調査団の選せん抜ばつメンバーにも、当然のように選ばれていた。

　彼らは現在、複数のペアに分かれ、魔王軍大だい元げん帥すいの城を調査している最中である。

　団長ガイ・カラベラスの割り振りによって、三階のフロアを探索するよう決められた彼らは、端から部屋を探索していく。

「──なあリアルドという名の兄弟よ。これからどうなるのだろうな」

「どうなるとは？　バルドという名の兄弟よ」

　このベルタ城は、魔族が造った城だけあって、装飾のセンスや建物の構造も、東大陸のそれとは大きくかけ離れている。今のところ、事前資料にあったようなモンスターに遭遇することもなく、資料にないような隠し部屋にも行き当たらない。

　はじめは緊張していた兄弟も、自然と私語が多くなった。

「野や暮ぼなことを言わないでくれ、リアルドという名の兄弟よ。あの女だ。イリス・カーネリアンだ。すでに現役の騎士団が調査済みの拠点で、新たな発見が出たのは大きいと思わないか」

「まったくだな、バルドという名の兄弟よ」

　彼らが言うように、ちょうど調査団の間で、しばらく同等のものは出ないだろうという、大発見が行われたばかりだった。一階の訓くん令れいの間の地下に、隠し部屋が見つかったのだ。中には禁きん忌きと言われる、異世界の品が大量に納められていたらしい。

　やってのけたのは、なんと彼らと同じ戦術召喚士候補生。しかも、父親のいない奨学生スカラーの女子だった。

　もともと首席をはるだけの実力があったとしても、イリスに『してやられたなあ』という思いは消えなかった。もしあの時あの現場にいたのが自分だったら──ついそんな風に思ってしまうのは、どうしようもない。

「さすがはイリス・パーフェクト・カーネリアン……つまりどういうことだろうリアルドという名の兄弟よ」

「やっぱり再調査だろう、バルドという名の兄弟よ」

「やはりか兄弟」

「そうだとも兄弟」

　双子は互いに人差し指を振り合った。

　息の合ったユニゾンが、二人の精せい霊れい召しよう喚かん術じゆつの長所だと言われている。精シ霊ン単グ体ルの召喚で二重ダブルの効果が出せるのは彼らだけだ。

　この場合の再調査とはつまり、推すい測そくでしかなかった隠し部屋が、今回の発見で特定できたからだ。きっと学院からは教きよう授じゆクラス。騎士団からは『白の腕かいな』クラスのエキスパートが出てくるに違いない。そこで一から徹底的に検証される現場。新たな発見と新たな知見──忙しくなるだろう。

　そしてどの現場でも、第一発見者のイリスの立場は尊重される。記録に名前が残るのだ。どう考えても『役やく得とく』であった。

「ところでバルドという名の兄弟よ。おまえはさっきから何をやっているんだ」

「なに、ゴキブリを一匹見つけると、巣穴には三十倍のゴキブリがいるというじゃないか。その法則にそっているまで」

　バルドは部屋という部屋を、膝ひざをついてつぶさに観察している。

　候補生の中には、このバルドのように二匹目のドジョウを夢見て、執しつ拗ように壁や床を調べて回る者も多かった。

「やめておけ、兄弟。日が暮れても調査が終わらない」

「やはりそうか」

「そもそも大発見とは、巣穴に三十匹もいないから大発見と呼ばれるのだ。バルドという名の兄弟よ」

「む」

「もう当たりくじは引かれた後なんだ」

　リアルドは、逆に捨て鉢ばちになってやる気を失うタイプらしい。自分で言って肩を落としている。

「イリス・カーネリアン……もうこれで『白の腕かいな』の内定は出たようなものだな」

「その通りだな、リアルドという名の兄弟よ。天才対決。アズライト家の至宝とたたき上げの奨学生スカラー。意外に早く決着がついてしまったものだ」

　騎士団の精鋭中の精鋭が集まる、最強の戦術召喚士集団。この学院に入ってここの席を目指さない者などいないだろう。

　ライラとイリスの天才二強が競り合いを続けてその席に挑み、少し離されて自分たちが後に続く──そんな未来予想図が、この発見で覆されてしまった。

「せめて我々は地道に行こう、バルドという名の兄弟よ」

　そう言ってリアルドは、予定に沿って次の目的地に繫つながる扉を開けた。

　だが彼らは、そこで見たのだ。とびっきりの当たりくじ。

　資料にはない──決してあるはずのないものを。







「え──？」

　扉の向こうは、意外にも窓のない、密閉された空間だった。

　ここまで見てきた部屋に比べて、天井が一段高く、床も壁も無ぶ骨こつな石の下地がむきだしになっている。何より部屋の奥と手前が、太い鉄てつ格ごう子しによって区切られていた。まるで──牢ろう屋やだ。

「なんだ、これは……こんな部屋あったか？」

「おい、バルドという名の兄弟よ、あれを見ろ。奥だ！」

　写してきた三階の地図を見ようとするバルドの肩を、リアルドが叩たたいた。

　牢屋の暗がりに、巨大な獣の骨が、うずたかく積まれていた。しかも骨はこちらの声に反応したかのように、かたかたと振動をはじめている。

　選抜メンバーにも選ばれた兄弟は悟る。おそらくこの骨の山は、ただ動物が死んで白はつ骨こつ化かしたものなどではないのだ。動物ではなくモンスター──骨になってもまだ生きている怪物が、ただ床で体を休めていただけなのだと。

　予測の通り怪物が、本格的に動き出す。

　岩のように巨大な頭ず蓋がいに光が灯ともり、その口から、紅ぐ蓮れんの炎が噴出する！

「バルドオオオオ！」

　尋常ではない火力。リアルドが横合いからバルドを押し倒した。

　床に転がりながら、信じられない思いで頭を上げる。怪物が己の体を組み上げ、こちらに歩いてくる。硬い骨が硬い床を踏みしめる、耳みみ障ざわりな高音が恐怖をかき立てる。

　それでも鉄格子が、こちらを守ってくれると思っていた。だが──格子の扉に鍵かぎはかかっていなかった。

　怪物はあっけなく格子の外へと出てきた。

　もはやこちらと向こうを隔へだてる物はなにもない。

　怪物が、顎あごを開き牙きばをのぞかせる。

　吹き荒れる火炎に、少年たちは、腹の底から絶叫した。
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　ふてくされたいケータの心情はともあれ。

　イリスがやったことの影響は、後々まで尾を引いた。

　たとえばケータの後ろで、イリスが「くしょん！」と大きなくしゃみをしている。

「大丈夫か軍ぐん曹そう」

「軍曹はやめて──わからないわよ。なんだかいきなり鼻がむずむずして……風か邪ぜじゃないわよね」

「どうせ噂うわさされてるんだろう。他の連中に」

「なんで噂とくしゃみが関係あるのよ」

「あるんだよ。俺の実家の方だと」

　そういうことにしておいた。

　訓令の間を出た後、ケータたちは二人一組に分かれ、城内の細かな探索をしていた。

　例の隠し部屋の発見は、選抜メンバーの度ど肝ぎもを抜き、ガイ・カラベラスの大絶賛を浴あびた。すでに『白の腕かいな』の内定確実との、気が早い声もある。今頃は他のペアが、好き放題イリスのことをうらやんだりやっかんだり意見をのべているに違いないのだ。

「噂ねえ……そんなに噂するようなことがあるとは思えないんだけど」

「……軍曹。それはマジで言っているのか？」

「だから軍曹はやめてって。だって私は何もしてないのよ。本当にたまたま隠し部屋を見つけたってだけで。タペストリーの後ろをめくったらあら不思議よ？　おかしいじゃない」

　そして当のイリスは、すっかり浮き足だって、こんな台詞を吐いて平然としてしまっている。嫉しつ妬とに焦こがれる他のメンバーが聞いたら、そこを代われと首を絞められるかもしれない。

（怖い）

　本当に恐るべし、魔王軍大元帥の隠し部屋。ケータの精神を破壊しつつも、周囲にもたらした影響は莫ばく大だいなようだ。

「どうしてあんな簡単な部屋が、今まで見つからなかったのかしらね。『白の腕かいな』だって、さんざん調査したのよね？　それともあれ？　変な先入観がない初心者だからこそ見えたとかそういうやつ？　私って素人しろうとなの？　ねえゼロパーセント」

「イリス・カーネリアン。悪いことは言わないから、その疑問はみんなの前で口にしない方がいいぞ」

「は？」

　何か少し前に、同じような台詞をヒトから聞いたような気がする。ライラ・アズライトからだったか。あれとはまた趣おもむきが違うけれど。

「なんでよ」

「ここに来てる戦術召喚士候補生が一人残らず欲しがってる椅子を、あんたが総取り確定だからだよ。分かれってそれぐらい」

「ええ……」

　イリスははじめて聞いたように目を丸くした。駄だ目めだ。これはもはや膝かっくんぐらいは入れないと正気には返らないかもしれない。

　だがイリスは、次いでかすかに頰ほおを赤らめるのだ。

「……うん。まあそうよね。なんかようやく、父さんのお墓に報告に行けるかもしれない」

　──卑ひ怯きようだと思った。これでは何も言えないではないか。

　確かに彼女の発見は画かつ期き的てきなものらしいが、次があるかと言えば微妙なものだ。

　言わば今回の件は、主あるじであるケータがいたから起きた『事故』のようなもの。それでも証拠も目撃証言も十分。希望の進路に進むのには十分すぎるとも言う。

　墓前に報告。できたらいいだろう。お父さん、私やったよ。私、『白の腕かいな』に行けるんだよと。苦労を重ねてきた身ならなおさらだ。

　けっきょくケータは苦虫をかみつぶした顔のまま、言いたいことを飲み込むしかなかったのだ。

「とにかく、俺が言ったことをちょっとは脳みそに入れておいてくれよな。円満に暮らしたかったらさ」

「なによそれ、ヒトの脳みそがお花畑みたいな言い方」

　咲いているのだよ実際。ふわふわピンクのやつが。

「あなたがヒトに説教するなんて百万年早いわよ。ケータ・ゼロ・マルミヤ」

「そうですねおっしゃる通りですね」

「逃げるな！」

　降って湧わいた幸運を享受する者、される者。みな浮き足だって、誰も現実の足下を見ていないことが、ケータは怖い。こんな状況で、何か大きなトラブルが起きたらどうなるだろう。ひとたまりもないのではないだろうか。

　イリスの追及を逃れるべく足早に進んで扉を抜けると、その先は吹き抜けの円形ホールだった。

　ちょうどベルタ城の一階中心部にあたり、東西南北に通路が続いている。

　何より目を引くのは、西の闇黒大陸に暮らす魔族が信仰する、冥めい界かいと地じ獄ごくの悪魔をあますことなく描いた壁画だろう。それがホール内を一周する形で描いてある。目印としてわかりやすいので、ここから六組に分かれて城の探索をはじめたのだ。

　その出発地点に戻ってくると、すでに割り当てエリアの探索を終えたらしい候補生たちが、大勢たまっていた。

　ケータが顔を出した時はともかく。続けてイリスが現れた時の、候補生たちの微妙な顔ときたらもう。他ひ人とごとながら胃が縮まりそうだった。

「イリス・カーネリアン君にケータ・マルミヤ君か。これで全員集合したかね、アズライト君」

　ガイ・カラベラスが、大きく手を叩いた。ライラはペアを組むビムと一緒にいたが、言われてホール内の人数を数えはじめる。

「……いえ。まだです。あとまだ二人──」

　そこまで言った時だった。

　ちょうどケータたちがやってきたのとは反対方向の通路から、最後の二人らしい人影が現れる。

「バルド！　リアルド！　どうした！」

　ケータたちは、誰ともなく名を叫ぶ。学院でも有名なマンガン家双子コンビは、血まみれと言ってもよかった。

　特に、リアルドの方の負ふ傷しようがひどい。右足が完全に動かないらしく、バルドに肩を支えられ、引きずられるように移動してきた風ふう体ていである。

　ホールに居並ぶ仲間を見て、双子は息も絶え絶えに絶叫した。

「逃げろ！　すぐ追いついて来る！」

　いったい何が起きたのか。彼らはいったい何から逃げてきたのか。

　答えは、すぐにわかった。

　──その後に姿を現した、圧倒的な混乱と恐怖によって。







　ぬらりと。通路の奥の暗闇に、二つの眼めが光った。

　予想よりも高い位置だった。次にその眼を持つ巨体が、ホール内に現れる。

「不ふ死し竜りゆう！」

　名を叫んだのは誰だったか。

　かしゃかしゃと、耳障りな金属音を響かせながら、白い骨だけとなったモンスターが、長い尾を引きずり這はい寄ってくる。

（アンデッド・ドラゴン）

　いわゆる肉を失い魂たましいによって関節を繫ぐ、アンデッド系モンスターの一種だ。

　死し霊りよう族ぞくの眷けん属ぞく、かつ魔族最強の竜人族の系けい譜ふも引き継ぐ彼らは、魔族の間で『アンデッド・ドラゴン』と呼ばれ、アンデッド系モンスターでも最凶の一角に数えられている。

　ホールの壁に描かれた地獄絵図も相まって、その姿は『死』と『絶望』そのものを体現していた。

　なぜ──どうしてこんなところに奴らがいるのだ！

「聞いていないぞ、危険度特級のモンスターがいるなんて！」

　ビム・コーラルの叫びを契けい機きに、場は騒然となった。

　不死竜の、何もないはずの顎の奥から、大量の炎が吐き出された。灼熱の火炎は猛スピードで床を舐なめ、ケータたちへと襲いかかる。

「アズライト君、こっちへ！」

　ガイがライラの手を取り、左の通路へ消えていく。ケータたちもそちらへ行こうとしたが、二度目のドラゴンブレスが行く手を阻はばんだ。

「くそっ。化け物め！」

　同じく足止めをくらったビムが、精霊召喚術の術式を展開する。




『疾とく此こ処こに開かれよ。顕けん現げんせよ。出でよ、水すい槍そうノ狼おおかみ！』




　虚こ空くうより引き下ろした水の精霊が、狼の形を取って顕現する。槍のごとき勢いで不死竜に飛びかかるが、さらに上を行く大量の炎の中に焼き尽くされた。

「無理よビム・コーラル！　その程度じゃ通用しないわ！」

「あなたに言われたくない！　相手は不死竜だぞ！」

「だからまず逃げるの！」

　ビムとイリスの怒ど声せいが交こう錯さくする中、ケータは魔族の言葉で不死竜に叫んだ。

『やめろアンデッド・ドラゴン！』

　長なが狼おおかみの時と同じ、眷属を使役する時の特別な言葉だ。だが不死竜は、骨でつないだ全身を小刻みに震わせるばかりで、再び大量の炎を吐き出した。

（なんでだ？）

　何かおかしい。この動き方は──。

「ゼロパーセント！　なにやってるの。こっち！」

　イリスが必死に急かしてくる。

　せめてもう少しだけ時間が欲しかった。このモンスターは何か変だ。だが、さらに二頭、三頭目の不死竜がホール内に現れてしまう。

『俺が誰だかわからないか！』

「早く！」

　この交渉も空振りに終わり、ケータは舌打ちしながらきびすを返す。イリスたちと一緒に、右の通路へと向かった。

（なんでだよ）

　ともかく他の仲間と一緒になって、あらためて黒一色の通路をがむしゃらに走る。道は大人が数人、横に並んで歩ければ上等の狭いものだ。自然と移動の列は縦に伸びる。ケータは先頭の候補生に向かって叫んだ。

「先頭！　行くならこのまま真っ直ぐ進め！　突き当たりに昇しよう降こう機きがある！」

　すぐ後ろからは、その狭い左右の壁を削るように、不死竜たちが四つ足で追いかけてくる。

　ケータの目の前を走るイリスが、いきなり右手を虹色に光らせながら振り返った。




『出でよ、赫あかノ狐きつね！』




「うお！」

　ケータの頭上ぎりぎりを、炎の精霊が飛び越えていく。彼女の使役精霊だ。

　岩がん衛えい兵へい三体を一瞬で飲み込んだ紅蓮の狐は、不死の竜にも勇ましく襲いかかる。だが敵に肉はなく、牙をつきたてていても歩みを止めない。逆に重い首の一振りで、壁に叩きつけられ、次の一歩で踏みつぶされた。

　精霊に実体も肉声もないが、断だん末まつ魔まの悲鳴が聞こえたような気がした。

「ぼやぼやしない！　走ってゼロパーセント！」

「お、おう！」

　わずかな時間稼ぎにしかならなかったようだが、それはイリスも承知の上のようだ。とにかく今は、少しでも遠くに逃げるしかない。

　ケータが教えた通り、候補生たちは、突き当たりの昇降機の扉を開けて待っていた。負傷したバルドとリアルドも、無事中に収容できたようだ。

　イリスが籠かごの中へ飛びこむと、ケータがラストになる。

「早く！　こっちよ！」

　イリスが操作盤に手をかけ叫んでいる。ケータは背後に迫る竜の息吹いぶきを感じながら、最後の力を振り絞る。

　走って走って、その体を、無理やり籠の中へねじこんだ。

「よし入った。閉めろ！」

「閉める？　このレバーでいいのね!?」

　ビム・コーラルの合図にあわせ、イリスが大ぶりのレバーを勢いよく倒す。

　両側から、鉄の扉が閉まっていく。だが、這うように走りこんできた不死竜の頭部も、一緒に挟んでしまった。

「噓うそおおお！」

「馬鹿開けるな！」

「どうするの!?」

「このまま頭ごとねじ切ってやれ！」

　大勢の怒号が飛び交う中、籠が不死竜の首ごと下降をはじめるが、頭が引っかかってそれ以上動かない。竜は、籠の中で激しく暴れようとした。

「脇わきから押さえろ！」

　近くの男子候補生が、総出で顎を押さえにかかる。

「死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ」

「絶対に離すな！」

「絶対に離さない！」

　まるで暴れ狂おうとする車のボンネットを、数人がかりで押さえつけるような状況だ。口が開いたら炎を吐かれて全員焼死。必死にもなる。

「降りて！　お願いだから下に降りて！」

　イリスの祈りは全員の祈りだ。

　──やがて、祈るような決死の力比べは、ヒトが乗った鉄籠の自重の方に軍ぐん配ばいが上がったようだった。

　ゴツッ！　と首が完全に切断される音とともに、頭蓋骨の方が沈黙する。

　鉄籠が、スムーズに下降をはじめる。

「……た、助かったのか？」

　自分たちの胸ほどの高さがある、巨大な不死竜の頭部は、ぴくりとも動かない。

　そして昇降機は、城の最下層である地下三階まで行って停止した。

　ドアが左右に開くと、弾みで不死竜の上あご部分が、ごろりと表へと転がっていった。皆ぎくりとするが、ひっくり返った状態で静止している。

「ここは……？　地下、よね？」

「ああ……三階だ……」

　そこはわずかな光ごけだけが足下を浮かび上がらせる、天然の迷めい宮きゆうだ。

　もともとこの地下部分があり、その上にベルタ城を建てたのだ。地上で感じた硫い黄おうの匂いが、いっそう濃く感じられた。

　イリスが口と鼻を押さえながら、籠の外へ出ていく。他のメンバーも、籠の中に残った竜の下顎を避けながら籠の外へ降り立った。

「……もう駄目かと思ったわ……竜の討伐方法としては、歴史に名が残りそうね」

　不死竜を押さえつけるために使った両腕は、まだしびれてうまく動かない。

「そういやワニって口閉じる力はもの凄すごいけど、開ける力はそうでもないって聞いたな……」

「ワニ？　なによそれは」

「俺の実家の方にいる凶暴な動物……みたいなもの」

　竜とワニは似ているのだろうか。

「ともかく、異常事態だ！　なんでこんな奴がうろついてるんだ！」

「おいビム・コーラル。あんまりうかつに近づいたら──」

「なんだと？」

　ビムは、あろうことかひっくり返った頭蓋骨を、拳こぶしで小突こうとしたのだ。もしかしたら、まだ生きている可能性もある。そう説明しようとした瞬間だった。

　地面に転がる不死竜の眼窩に、緑の光が灯った。

「──え」

　昇降機の籠の中に残っていた下顎が、その上顎めがけて飛んでいく。そして綺き麗れいに上下の顎がはまると、天地が逆転したその状態で、激しい炎を吐き散らす！

「コーラル！」

「────っ!!」

　たまたま口の前にいたビムを、ケータは後ろから引き倒した。そのまま他のメンバーと一緒に、迷宮の先へと走りだす。

「振り返るな、逃げろ！」

　ケータたちは、一歩でも炎の及ばないところへと駆けだした。暗い暗い、迷宮の奥へ。







　──幸いにして不死竜の頭は、頭だけで移動することは叶わないようだった。

　追ってこないのを確認してからも、しばらくみんな、その場にへたりこんだまま動けなかった。硫黄の匂いと高い湿度で、息をするのもむせそうになる。

「──全員無事……？」

「なんとか……」

　いったいなんの悪夢だと思う。

　イリスの点てん呼こに、各自ぱらぱらと、かすれ気味の返事をするのが精一杯。

　負傷したバルドやリアルドも加えて、十名の戦術召喚士候補生がこの場にいたが、無事を喜べる状況では決してなかった。

「……いいかげんにしろよ！　なんなんだよいったい！　危険度特級のモンスターがいるなんて、教官も誰も言わなかったぞ！」

「何が起きてるんだ！　説明しろ！」

　メンバーの混乱はもっともだった。

　すでに魔王軍の手を離れ、隠し部屋の存在を囁ささやかれていたとはいえ、監視対象から外す検討さえされていた城なのだ。いるのは野や生せい化かしたはぐれモンスター程度。それがどうして、魔王軍のアンデッド大隊にしかいない危険種になるのだ。

　彼らも学院のエリートとはいえ、実戦の経験には乏とぼしい。これだけの敵に突然襲われて、バックアップなしで立ち向かえるはずがなかった。

（……俺の言葉も通じなかった）

　これも異常と言えば異常だ。

　不死竜の知能は、決して低くない。望むなら、小粋なジョークや皮肉だって返せるぐらいだ。ケータの呼びかけに答えなかったのは、わざとというより無理やり暴走させられているような感じさえした。

　すべての理性をはぎ取られて。

（……待てよ。無理やり？）

　その時ケータの脳のう裏りに、思い浮かぶものがあった。モンスターの自我を、外部から強制的に封じる方法。ないことはない。だが、さすがにありえないと思い直す。

　あれはまだ試作段階だったはずだ。現物は肖しよう像ぞう画がと違って西大陸にあるはず。誰かが故こ意いに持ち出さないかぎり。

「騒ぐのは後にしなさいよ。まずは状況の確認でしょ。バルドとリアルド。あなたたちは大丈夫？」

「……俺は、まあなんとか……ただ、リアルドという名の兄弟の方が……」

　イリスの質問に、双子の兄、バルドが心配そうに、傍かたわらの弟を気遣った。

　弟のリアルドは、確かに脚の負傷が深刻そうだった。どうも折れているらしい。

　リアルドが、半ば放心した状態で、当時の状況を語った。

「……ただ普通に……割り当てられた三階を、探たん索さくしていただけなんだ。そうしたらいきなりあれがいる部屋にぶちあたって……」

　途中で恐怖を思い出したらしく、ごくりと喉のどを上下させた。

「応戦しても敵わなくて、逃げようとしているうちに、他にもどんどん数が増えて、西にも、東にも、いけなくて、どうにもならなくて。それで」

「危険度特級だぞ。殺されるかと思った……」

　バルドが言葉を引き継ぎ、血だらけの顔を片手で覆った。

　想像するだけで悲ひ惨さんな状況を、命からがら逃げだしてきたのだ。今いるケータたちと同じように。

「……そう。ありがとう。正直、かなりまずい状況よね。ここから上に戻るって言っても」

　イリスが、重い腰をあげて迷宮の壁際に寄る。自分たちが逃げてきた、昇降機のある方向を覗のぞきこむ。

　とたんに巨大な炎が地面を舐なめ、ケータたちの目の前まで明るくなった。

　あの頭部だけの不死竜は、今もなお昇降機の前から動こうとしない。移動こそ体がないのでできないものの、意識とドラゴンブレスだけは維持しているのだ。

「これじゃ昇降機にも近づけないわよ」

「その通り。上がったところで、目の前に体が待機しているでしょうからね」

「ええ。素敵な未来予想図、どうもありがとうビム・コーラル」

「『くその役』にもたたなくてすみません」

　吐き捨てるようにビムが言い、沈黙が降りた。

　ケータもまた、今更ながらに後悔がこみあげてくる。どうしてあそこで、昇降機しかない方に逃げてしまったのか。なぜよりにもよって、地下に行ってしまったのか。

「……ゼロパーセント。あなた、ここが地下三階だって言ったわよね」

　イリスの質問に、ケータは眉の根を寄せた。

「私の地図には地下の見取り図が載ってないんだけど、あなたまさか地下の構造も知ってるの？」

「それは……ああ、ちょっとだけ。たぶん、配られた地図とは別のやつで見た……」

　うろ覚えのふりをして、ごまかすしかなかった。

「どこなの、ここは」

「……たぶん魔王軍が、演習用に使っていた迷宮だ。ここで闇黒魔術の実験をしたり、地上の光を嫌うモンスターを飼かっていたりした。今は誰もいない──はずなんだけどな」

「断定なんてできないわよね。この状況じゃ」

「ああ」

　完全に異常事態だった。記憶と違いすぎて、なんの保証もできない。

「はっ。つまり、こういうことか。任務達成率ゼロパーセントの男、唯一の取とり柄えだった魔王軍にまつわる知識は無む駄だとなり、我々は地下で不死竜級のモンスターとの遭遇に怯おびえる虫けらになりはてたと」

「やめなさいビム・コーラル！」

「昇降機への道を導みちびいたのはこいつだ！　僕らを危険にさらしたんだ」

　ビムの断罪が、真っ直ぐにケータの胸を打った。

　額に火傷やけどを負い、そして女のようだと揶や揄ゆした長い髪も、かなり焦げている。まともに不死竜の吐息ブレスを浴びたからだ。

「他ヒ人トのせいにする気!?」

　イリスが勝ち気にもビムの頰を叩こうとするが、その前にケータは二人の間に割って入っていた。

　パン！　と乾いた音がこだまする。

「ゼロパーセント……」

「……ほんと、俺のせいです。だから……」

　かわりに殴られた形のケータは、頰を赤くしたままうつむいた。

　イリスが叩いてしまった手をおさえて、声をつまらせる。泣きそうな顔をしていた。

　だが、どう考えてもこれはケータのミスだ。見知った場所だと思って、警戒が甘くなった。土ど壇たん場ばで選択を間違えた。警告も一歩遅れた。

「……違う。誰がやっても一緒だ」

　その時、ぽつりと小さな声が響いた。

　それを言ったのは、かなり意外な人物だった。ケータを含め、この瞬間まで、ほとんど存在を忘れていた人物と言っていい。

　選抜メンバーの中でも数少ない非アズライト派、一般候補生の『スキッパー』トッド・コランダム。

「だから嫌だったんだ。けっきょく、こういうことになる……」

　彼は小柄な体をさらに縮め、じっと膝を抱えて自分のブーツのつま先を見つめている。

　ビムが苛いら立だち混じりに、トッドを睨にらみつける。

「トッド・コランダム。何か言いたいことがあるなら、はっきり言え」

「ここにいる誰がうまくやっても、また別の手で潰つぶされるってことだ。学院と騎士団の意志には逆らえない」

「──どういうことだ？」

「あんたら、本当にわからないのか？　今この場に誰がいて誰がいないのかよく考えてみればいい」

　冷たく返され、ビムは口ごもった。

　誰がいて誰がいないのか。

　そう言われてあらためてケータたちは、自分の両隣にいる人物を確認する。

　この場にいるのは、全部で十名。いないのは──。

「……ガイ・カラベラスと、ライラ・アズライトね」

　イリスの呟つぶやきに、周りがどよめいた。

「待機場所のホールで、私たちとは反対方向に逃げたから」

「ちょっと待てよトッド。あれは偶然だろう。ヒトを選んでいる暇なんてなかったはずだ」

「そうよ。だいたいみんな逃げるのに必死だったじゃない。第一あなた、団長と一緒に組んで回っていたはずよね」

　ケータの質問に、イリスも加勢した。

　全部で十二名の合同調査団で、手分けして残りフロアを探索するとなった時、ライラと組んでいたのはビム・コーラルだった。ケータはイリスと組んでいたし、ガイに指名されたのはトッド自身だった。そして双子で組んでいたバルドとリアルドは、三階でモンスターに遭って下に逃げてきた。

「アズライトを助けるつもりなら、はじめから彼女を選んで側そばに置いておくものじゃないの？」

「そう思わせるのが向こうの手段だ」

「手段？」

「そうだ。あのおっさん、色ボケのバカのふりはしてるけど、腐くさっても騎士団の上級騎士だ。どさくさのふりをしたかったら距離感が必要なことぐらいわかってる。疑いの目を向けられるようなリスクは冒さない」

　こんなに一度にものを喋しやべるトッド・コランダムを見るのは、はじめてかもしれない。きちんと他ヒ人トと目を合わせて喋る姿もだ。

　何よりその状態で語られる内容に、ケータたちは絶句してしまう。

「二人一組で城を探索するって決めたのも、あの気持ちの悪いガイ・カラベラスのおっさんだ。僕は奴と一緒に組まされたけど、ずっと一人で煙草たばこふかして、一階の逃げやすいフロアだけを見て回ってた。自分より未熟な候補生が、そろって上のフロアに向かってるのにだ。ただ逃げ腰ってだけじゃない。何があるのかわかってたからだ」

「そ……それで俺たちはモンスターに食われかけたのかよ！」

　バルドが激げつ昂こうした。

「ふざけるなよ。俺の兄弟は、こんな……骨を折るまでしたんだぞ……団長は俺たちをはめたっていうのか」

「あんたたち、本当におめでたくできてるな。聞いたことないのか。今回の合同調査が出来レースだって噂」

　トッドは暗いまなざしをこちらに向けてきた。

　出来レース。

　穏やかでない言葉だ。

　だがもはや、トッドの言葉を無視する者は誰もいない。

「詳しく話してくれない？　馬は誰で、ゴールはどこ？」

「馬の名前は、ライラ・アズライト。ゴールは──戦術召喚士の存続と再さい興こう」

　イリスの質問に対する答えは、とんでもないところに飛ぶものだった。

「──魔族との大戦が終わって、ふくれあがった戦術召喚士をまかないきれなくなってるのは、あんたらだって知ってるはずだ」

　それは確かに、問題となっている気配は感じられた。

　これからはヒト対ヒトの戦いがはじまると言って、ケータたち新人に剣を振らせ、本来なら騎士団でまかなうべき調査に、半人前の候補生を送り込んでいる状況なのだ。イリスは予算の削さく減げんが求められていると言っていた。

　大戦の頃と同じだけの戦力は、もはや必要ない。ではどうするか。

　明確な答えがないまま、デビュー前のケータたちは日々の訓練に明け暮れ、自分のポイントに一いつ喜き一いち憂ゆうする毎日を送っていた。

「大量の戦術召喚士を抱えるジェムナスティア皇こう国こく騎士団も、これから戦術召喚士を送りだそうっていう召喚学院も、どうにかして存在意義を見つけ出す必要がある。今さら自分たちの利り権けんは捨てられないからな。連中は、新しい神輿みこしが必要だと考えた。泥臭い戦いくさのイメージがしない、若くて洗せん練れんされた、でも強力な戦術召喚士の登場だ」

「それが……ライラ・アズライトなの？」

「そうだよ。連中の都合のいい選択の結果が、あの人形女だったんだ。名門アズライト家でも二十年に一度の逸いつ材ざい。アズライト家の至し宝ほう、ライラ・アズライト」

　ケータの脳裏に、森の中の鹿のような、金髪の少女の姿が思い浮かんだ。

「この合同調査の中で、目覚ましい成果を上げて名を轟とどろかせなければいけなかったのは、雑種のあんたじゃなくて純じゆん血けつ種しゆのアズライトだったんだ。イリス・カーネリアン」

「そんな……私……」

「おおかた箔はくを付けて卒業の足がかりにするはずだったんだろう。受け入れ先はもちろん、ジェムナスティア最強の戦術召喚士集団『白の腕かいな』だ。最年少にして最強の戦術召喚士の誕生。そこからずっと手て柄がらをたて続けて、周囲にアピールしていく広告塔。皇国騎士団と学院総掛かりで作った伝説の筋書きはできていたんだ。なのに、こともあろうにあんたはその不ふ文ぶん律りつを破った。アズライトを差し置いてベルタ城の隠し部屋を見つけた。そんなことは奴らの予定にはなかった。困ったおっさんは、あんたと目撃者の僕らもまとめて──消すことにした」

　地下三階の薄暗闇に、その小さな少年の小さな声は、ひどく生々しく響いた。

「ば……馬鹿な！」

　振り切るように、ビム・コーラルが声を荒らげる。

「いい加減なことを言うな。これだから物を知らない衆しゆう愚ぐは困る。そうだ……もし意図的に切り捨てようというなら、どうしてこの僕がおまえたちと一緒にいる！　捨てられる側にいる！　僕はアズライト家に並ぶ名門コーラル家の」

「そのコーラル家の六男坊程度じゃ箔が足りないって判断だろ」

　淡々としたトッドの指摘が、ある意味でビムの心を『殺し』た。

　あの時、食堂でビムたちに心をずたずたにされたイリスと同じだ。立っているための腱けんを切られたも同然だった。

　その体が、物言わずくずおれ膝をつく。

　トッドは、それを見届けてから、皮肉げに笑った。

「連中が欲しいのは、明日の戦術召喚士の象しよう徴ちようになるような人材だ。あんたじゃ足りない。ご愁しゆう傷しよう様さまってことだ。僕も含めてだけど」

「……僕は……コーラル家の……誇り、高き……」

「僕らはこの地下から出られずに死ぬ。ライラ・アズライトは生き残る。大勢の犠ぎ牲せいを背負って、一人きりの生せい還かんだ。邪魔なライバルも一いつ掃そう。隠し部屋の手柄も彼女のものになってるかもな！　ああむしろそれが狙ねらいだろ！」

　トッドのけたたましい笑いが響く中、ビムは静かに涙していた。

　ビムだけではない。そこに他の候補生たちの嗚お咽えつも入り交じりはじめた。ビムと一緒に切り捨てられたことを悟った、『アズライト派』の取り巻きたちだった。

「ちくしょう」

「どうして」

「これが本当の出来レースだってことさ。僕らはみんな馬鹿野郎だ！　あはははは！」

　絶望。

　ここにはそれしかなかった。

　誇りと希望をへし折られ、生還の望みもない。むしろ誰にも望まれていない。このままここで朽くち果てろ。死ね。死ぬのだ。その厳い然ぜんとした事実だけが、分厚い壁のようにそびえ立つ。

　だが──狂ったように高笑いを続けるトッドの前に、少女が一人、無言で近づいていくのが見えた。

　イリスだ。

　彼女はきつく唇を引き結び、拳も固く握りしめ、そうして握った拳を、全力でトッドの脳のう天てんに振り下ろした。

　ゴッ、とかなり痛そうな音がした。

（────）

　トッドは頭をおさえて悶もん絶ぜつしている。イリスはその前で仁に王おう立だちをしている。

「……いってえ。なにするんだよブス！」

「あなたが周りの士気を下げるようなことばっかり言ってるからよ。不安だからって周りを巻き込むような真似はやめなさい、僕ちゃん」

「誰のせいでこうなったと思ってる！」

「私よ！」

　イリスは間かん髪はつ入れずに叫び返した。

「は……なんだよ。意味わかんねえ。開き直ればいいってもんじゃないだろ。ほんと信じらんねえって。ふざけんな」

「ふざけてなんかいない。私のやったことに原因があるっていうなら、その責任はまっとうしようって言ってるの」

　真っ直ぐにトッドを見下ろし、おさえた声こわ音ねで告げる。

　たとえその語ご尾びが震え、目め尻じりに光るものがあったとしても、それでも。その決意は固い。非常に、強い。

「この私が責任もって、あなたたちを全員地上に帰す。絶対に──生還するのよ。あきらめないで！」

　彼女の言葉は、熱い生への渇かつ望ぼうは、目の前にいる少年のみならず、地下に閉じこめられた候補生全員に向けられたものだったろう。

　全員地上に帰す。それを聞いたトッドの表情が、大きく崩れた。

「……う」

　その目から、堰せきを切ったように大粒の涙がこぼれ落ちる。

「うっ、うう……もう嫌だ……帰りたいよ……ママ……」

「泣かないで。全員一緒よ。大丈夫」

「僕は、僕は……」

「大丈夫。また家に帰れるから」

　しゃくりあげるトッドの肩を、イリスが優しく抱き、トッドがさらに涙する。そんな彼らの背中越しに、バルドが声をかけた。

「そうだ、コランダムという名の同どう胞ほうよ。もうこうなったら上にいる連中に、一泡吹かせてやるしかないだろ」

「……ばるど……」

「俺はリアルドという名の兄弟の敵かたきを、なんとしても取らねばならないからな！　必ず生き延びてやる」












「ああ、そうとも。バルド・マンガンの言う通りだ」

　さらに切り捨てにショックを受けていた、取り巻き一派が乗ってくる。

「なにも向こうの思おも惑わくに乗ってやる義理はないだろう。なあ？」

「まったくだ。何事もなかったふりして、慌てさせてやれ。ヒトを舐めたらこうなるって話だ」

「ふざけるなっていうんだ。俺たちをなんだと思ってる」

　イリスは涙をぬぐって、仲間の言葉に笑顔を浮かべた。

「みんな──」

「帰るんだカーネリアン。俺たちで」

　新しい決意と目標が、地下の暗闇で生まれようとしていた。

「ねえ、ゼロパーセント。昇降機以外に、上に向かう階段はあるものよね。故障とかにそなえて」

「──ある。あるはずだ。ここに昇降機を通す時に、城じよう外がいに出られる階段を作ったはずだ。遠回りにはなるかもしれないけど」

「問題ないわ。まずはそこを目指しましょう」

　ケータが魔王軍の大元帥をしていた頃、よくヒトを相手に戦っていた。

　魔力も膂りよ力りよくも弱く、唯一魔族に対抗できるものがあるとするなら、精霊召喚術ぐらい。そんな風に思っていた。

　──でも。

「ビム・コーラル。そういうわけで、あなたには是ぜが非ひでも生き残ってもらうことになったわ。もう決まったの」

　最後まで無言を保っていた青年の背中に、イリスが声をかける。

　彼はケータたちから背を向け、長くその場で動かなかったが、やがて重い仕草で上体を起こし、洟はなをすすった。

「……あだたに指図ざれるいわれはない」

「喋れる元気があるなら大丈夫ね」

　彼女が差し出した手を、ビムが握って立ち上がる。イリスが手を貸したようでもあり、二人の和解の握あく手しゆのようでもあり、たぶんどちらでも正しいのだろう。

　ヒトは脆もろく弱く壊れやすく、でも──この崩れぬ諦あきらめの悪さに、ケータは人知れず苦しめられてきたのかもしれない。

　そう──思ったのだ。







「……固定できた？」

「大丈夫だ」

「じゃあ立ち上がって」

　イリスの号令にあわせ、ケータは「よいせ」と立ち上がった。

　背中には、脚を骨折したリアルドをおぶっていた。

「きつかったらすぐに言ってね。交代するから」

「そうだカーネリアンの言う通りだ。遠えん慮りよするなよ」

　仲間の声に、ケータは笑った。

「大丈夫大丈夫。俺の手が塞ふさがってても問題ないけどさ、そっちは違うだろ」

　なにせこちらは、ヒヨコしか呼び出せないのだ。

　いつ鉢合わせするかわからない高位モンスターに、警戒して対抗する。その重要な役を担になえない以上、負傷者の運搬役をやるのは必然だった。

（俺が魔力を解放できたら、もっといいんだろうけどな）

　ことあるごとに浮かんでくる、悪魔の声にも似た囁きではあった。ただそれをしたが最後、ケータは彼らとともにはいられなくなるだろう。地球に帰る道も絶たれる。

「むしろ期待してるからさ。全力で守ってくれ。俺のことを」

「──バカ」

　イリスがこちらの頭を小突き、どっと周囲が笑った。

　せめてこの笑いが、背中のリアルドにも届けばいいと思う。

「──ほんと。悪いな、マルミヤという名の……」

「いいって」

　申し訳なさそうに呟くリアルドの謝罪を笑い飛ばし、ケータは訊たずねる。

「そっちも準備できたか？　ビム・コーラル」

「……愚ぐ問もんだな」

　ビムは焼かれて焦げた髪を、短剣で強引に切り落としていた。うなじの下で不ふ揃ぞろいな切り口をさらす様は、見慣れないが不似合いとも思わない。

「トッド・コランダム。明かりをお願いできる？」

　イリスの言葉に、トッドが無言でうなずく。

　制服の右手を持ち上げ、精霊召喚術の術式を展開していく。

　そうしてこの場に召喚されたのは、例の発光する兎うさぎの使役精霊だった。

　兎は軽やかにトッドの周りを一周した後、ケータたちの先頭へと飛び跳ねていく。

「なんだか前と顔が変わってないか？」

「……精せい度どは上がってるはずだよ。調整した」

　それは頼もしい。

　これがケータたちの明かりとなり、この先のモンスターとの遭遇を察知するレーダーともなるのだ。

「──じゃ、行きましょうか。軍曹」

「軍曹じゃなくて班長よ」

　イリスにきっぱりと訂正される。

　それもそうか。彼女はあらためて前を向いた。

「フレッドフォード召喚学院、『作戦生還班』、行くわよ！」

「「おう！」」

　腹の底からのかけ声に、残り九人の声が唱しよう和わする。総勢十名。わき上がる不安を塗ぬりつぶすように。己を鼓こ舞ぶするように。それぞれの中にあるものに祈りをこめて。

　そして闇の奥へ、手探りの帰還作戦がはじまった。
















　──遅い。

　時間の流れが、非常に遅く感じる。

　ライラ・アズライトは、黒く煤すすけた岩場の上に立ち、眼前にそびえるベルタ城を見つめていた。

（どうしよう）

　ことのはじまりは、騎士団との合同調査だ。みなでベルタ城内を探索しているさなかに事件は起きた。

　事前資料ではいるはずのなかった、危険度特級の化け物の登場に、現場は混乱した。統制も取れずちりぢりに逃げる中で、ライラは団長のガイ・カラベラスに手を引かれ、城の外へと待避した。

　だが、他のメンバーがいっこうに出てこないのだ。

　めざましい発見をしたばかりの『パーフェクト』ことイリス・カーネリアンに、親しん戚せきのビム・コーラル。何よりケータ・マルミヤ。みなあの城の中にいる。

　何度も己の頰ほおをつねったり叩いたりした。だが決して夢から覚めるということはなく、ライラの頰に痛みを残すばかりだ。

「──団長。あの。き、救出にいくべきでは……」

　ライラは控えめに、だがかなりの勇気をもって訴えてきた。

　アズライト家の末娘として生まれ、自分より目上の『大人』に意見することは、本当はとてもいけないことだとわかっている。

　だが、いくらライラが言っても、一緒に出てきたガイが首を縦に振ってくれないのだ。岩の上に腰をおろし、例の特徴的な割れ顎あごに手をあて、難しい顔をするばかり。これでは身動きが取れない。

「……まだ早い」

　本当に？

「ではあとどれぐらい待機すれば──」

「不明だ」

「え」

「考えている」

　それは見ればわかる。考えるふりをしているだけでなければだが。

（わたし、嫌な子になってる）

　どんどんひねくれて、うがった見方をするようになってしまった。

　困り果てるライラの心情を察したのか、あらためてガイはこちらを見上げた。

「そもそもの話だ。行ってどうするのだね、アズライト君」

「え」

　ライラは、今度こそ真剣に面食らった。

　なぜ今さらこの男がそんなことを言うのか、理解できなかった。

「……で、でも、これだけの数のヒトが、外に出てこないというのは、トラブルの可能性が──」

「相手は他でもない、危険度特級のモンスターだぞ。君も見ただろう。あの恐ろしい異形を。無む為い無む策さくで舞い戻ったところで、何か有効な手がうてるとは思えん。とんだ悲ひ劇げきを見ることになるだけだ」

「わかりますけど」

「それとも何かね、アズライト君！　まさか私が保身でこんなことを言っていると思っているのかね」

「い、いいえ」

「それは誤解だ。いや、とんだ侮ぶ辱じよくだぞ！　君は私を誰だと思っている。カラベラス伯はくにしてジェムナスティア皇こう国こく騎士、ガイ・カラベラスであるぞ」

　でもあなたは現に、部下の候補生を見捨てようとしているじゃない。もう少しで声に出しそうになった。

　一部の口さがない候補生が、ガイにすり寄りつつも、その指導力に疑問を抱きはじめていたのを知っている。あの男は、口だけ立派でなんの手本も見せようとしないと。

　ライラも酔ってこちらに絡からみ、相手の足下を見て理不尽な言動をするガイを、好ましく思ったことはない。それでも相手は目上だからと、心に蓋ふたをして接してきた。

『イメージで接するのはやめるんだ』と言った、ケータ・マルミヤとは正反対の生き方だ。

　彼はライラのことをちゃんと見てくれたのに。

「……さしでがましい口をきいて、申し訳ありませんでした」

「君まで失うわけにはいかん。時機を見て救出なりなんなりの指示は出す。だからこそ決して勝手な行動はしないと約束してくれ。いいね」

　でも──そのイメージで見ることをやめてしまえば、この男は本当にダメじゃないだろうか。

（本当に助ける気はないかもしれない）

　それなら自分は、どうするべきか。どうするのが正しいのか。あらためて自分の思考のみで判断しなければならない状況にあることに、体の芯しんが冷えてくる。情けないが一人で決断するのは、とても苦手だ。

　ガイは相変わらず、岩の上から動こうとしない。あまり見慣れない造形のパイプを、たまに取り出しては口にくわえてもてあそんでいた。

「……パイプを嗜たしなまれるとは存じ上げませんでした」

「ああ、これかね。そうだな、こういう時にこそ使うものなのだ。火はなくても役に立つ」

「そう、ですか……」

　魔王軍大だい元げん帥すいが暮らした黒の要よう塞さいに目を向ければ、今もなお、不気味な沈黙を保っている。その中で何が起きているかを、いっさい悟らせないまま。

「いずれ君にもわかるだろうよ。いや、わからないでいるべきなのだろうな。君は我々の希望になるのだから。アズライト家のライラ君」

　ガイ・カラベラスは、頰肉を歪ゆがませて笑っていた。ぞっと肌が粟あわ立だった。

　ともかく。決断を迷う時間は、あまり残されていないようだった。





　　　　　＊＊＊






　ケータたちは地下三階の迷宮を、トッドの生み出した最小限の明かりで進んでいく。

「ゼロパーセント。次、二ふた叉またに分かれているわ」

　イリスの問いに、ケータは眉み間けんに皺しわを寄せて考える。

「……たぶん、右……」

「右。右ね。わかった」

　こちらの苦し紛まぎれの指示が、他のメンバーにも伝えられていく。

「あいまいで悪い」

「いいのよ。ないよりずっとマシだわ」

　そう言われると、なおさら申し訳ない。

　全員で地下の移動をはじめて、どれだけ時がたったろう。

　背中に自分と変わらぬ背格好の少年を背負い、サウナのような高湿度と異い臭しゆうが漂う中、地下の複雑な構造を思い出すのは、想像よりもかなり骨の折れる作業であった。

（地下二階……いや三階だ。だから右であってるはずだ）

　目指すは城外へ出る非常階段。

　脳内で似たようなつくりの図面が、レイヤーのように重なりあって、ケータの判断を惑わせる。もともとこの地下迷宮部分は、地上と違ってケータの設計意図に入っていない箇所だ。こんなことなら、当時もっと足を運んで把は握あくしておけばよかったと、意味のない後悔をしそうになる。

「──ちょっと待って。火ひ兎うさぎが戻ってきた」

　前列で精せい霊れい召しよう喚かん術じゆつを行使していたトッド・コランダムが、警告とともに立ち止まった。

　パーティーの一番前を先行する、彼の使役精霊が、引き返してケータたちの列に紛まぎれてしまう。

　明かりだけに特化した光源の兎は、その発光するところ以外、本物の兎とほとんど変わらないのだという。性質も慎しん重ちようで臆おく病びよう。だからこそ、事前に危険を察知するレーダーの役割をはたしていた。

「ということは──」

　ビムの声を、イリスが引き継ぐ。

「この先に何かいるってことね。他に行く道はないのよね？　ゼロパーセント」

　ケータはうなずいた。たとえモンスターがいるとしても、進むしかない。

　周りの候補生たちが、いっせいに精霊召喚術に備そなえる。

（進むんだ）

　限界まで耳をすましても、モンスターの吐と息いきや足音は聞こえてこない。出口を目指すケータたちは、じりじりと慎重に通路を進んでいく。

　どんな奴だ。危険度はどの程度。どこの部族の眷けん属ぞくにあたるモンスターか。

　極限まで神経をすり減らしながら、Ｔ字路の右を選ぶ。そちらにも異形の姿はない。

「──いた！　後ろだ！」

　最後尾を守っていたバルドが、鋭く叫ぶ。

　半透明の、髪の長い女の群むれだった。

　上半身は裸で、下半身は闇に溶けて消え失せている。ケータたちを見つけて、喉のどから絞りだすように激しくむせび泣く。

「産女うぶめ。危険度上級！」

「捕まったらあっち側に引きずり込まれるぞ！　走れ！」

　ビムたちの警告の通りだった。

　魔族の間では、『ラングスウィル』と呼んでいた。死し霊りよう族ぞくの眷属の吸きゆう血けつ鬼きで、ヒトが『産女』と呼ぶように、出産で亡くなったヒトの女が、アンデッド系モンスターとして生まれ変わったという説もあるぐらいだ。

　牙きばによる転化の感染力こそ低いが、ヒト──特に未成年の子供に、異様な執しゆう着ちやくを見せると言われている。へたに赤子と見なされ捕らえられると、ひからびても解放してくれないという話だった。

（なんか、続くな。同じ眷属の奴らが）

　ケータは走りながらも、猛もう然ぜんと追いかけてくる産女の群に向かって、再び警告を試こころみる。

『止まれ！　ラングスウィル！　俺は敵じゃない！』

　だがこれも、不ふ死し竜りゆうの時と同じだった。聞こえるはずの耳をふさがれているかのように、ケータの言葉は届かない。

（くそ、またか）

　ふだんの彼女たちは、いなくなった子のことを想って歌い、魔王軍の治ち療りよう班という役割さえあるのに。何がここまで彼女たちを荒ぶらせるのか。

「うわああ！」

「トッド！」

　ケータの脇をすり抜けて、産女がトッドにむしゃぶりつき、牙をつきたてた。

　班で最年少のトッドに、全ての攻撃が集中していく。

「たっ、たすけ」

　もはやトッド一人ではどうにもできないようだ。ケータは背負っていたリアルドを乱暴に下ろすと、腰の短剣を引き抜いて、産女の髪と腕を次々に切り落とした。

　だが、モンスターを絶命させるのに、通常の剣では足りない。




『出でよ、此こ処こは地の底の根源。汝なんじの名は──地ヲ這はイヨル火か龍りゆう！』




　イリスの術式展開が来る。

　地に火の属性を掛け合わせた二重精霊ダブルエレメントの合成召喚モンタージユ。見る間に地面が大きく割れ、下から噴き出たマグマが蛇へびのようにうねり、産女たちに襲いかかる。

「ほら、走れトッド！　立つんだ！」

　炎の中で産女たちがもだえ苦しむ中、ケータは下ろしていたリアルドを再びかつぎ直し、地面にへたりこむトッドにも手をのばす。

　産女が炎を振り払った。

「トッド！」

　トッドは泣きながら立ち上がり、敵に嚙かまれた腕をおさえながら、仲間の後を追って前へ走りだした。

　最終的に、なんとかまけたと確信できたのは、どれだけ走り、どれだけ精霊召喚術を放った頃だろう。

　全員が迷宮の壁にもたれるか、地面に座りこんで、荒い息をついていた。

「……トッド・コランダム。大丈夫。傷を見せて」

　イリスが負傷したトッドの容よう態だいを見ようと、膝ひざで近寄っていった。

　産女の群に嚙まれたトッドの右腕は、袖そでが溶けて剝むき出しになっていた。牙をつきたてられた箇所から出血し、ヒトらしからぬ青色に染まっているのがわかる。

　しだいに仲間も集まってきて、負傷具合に眉をひそめた。

「ひどいな」

「……全身もってかれなかっただけでも、ラッキーと思うべきなんだろうね」

　かすれた声は、トッドの精一杯の強がりに違いない。

「産女に集中攻撃くらうって……どんだけ僕が赤ん坊に見えるのかっての……」

「本体から切り離すのが早かったし、毒はそこまでの量じゃないでしょう。転化はないとしても、とにかく血を止めないと」

　イリスは事務的に所しよ見けんを呟き、自分のポニーテールを縛っていたリボンをほどき、トッドの一番ひどい傷口に巻き付けた。

「あとは地上に出てから手当するってことで。ごめんなさいね」

「……いいよ。ただ……」

「ただ？」

「これだと精霊召喚術が使えない……」

　トッドの言葉に、イリスは「あ」と小さく呟いた。

　トッドが嚙まれた傷口は、開かい門もん印いんの上にも及んでいた。止血をすれば印もふさがれてしまう。

　──さらに戦力が一人減るということだ。

　ここに来るまでに、全員何かしら負傷はしていた。それでもなんとか進んでこれたのは、トッドの召喚した火兎の精霊が、危険をできるかぎり排除してくれた点も大きい。

　それがなくなる──。

「──だ、大丈夫だトッド。単に俺がもう一人増えるってだけだ」

「でも、僕はあんたと違って、リアルドを背負うこともできない──役立たずだ」

「関係ないって！」

「そのことなんだが」

　声を荒らげるケータに、弱々しく別の声が割って入った。

　ケータはぎくりとした。

　リアルド当人だった。

　床に座り込む少年は、添え木をあてられた自分の足を、じっと見つめている。ただじっと、動かない石か錘おもりを見るようなまなざしのまま。

「俺という人間のことは、置いていってくれないか」

「な」

「……正直、ただ何もできずに運ばれてるだけなのは、つらい。俺がいなければ、移動ももっと楽になるだろう」

「ばっ、リアルド！　できるわけないだろう！」

「そうだリアルドという名の兄弟よ！　全員で帰るって決めただろう！」

　ケータだけでなく、バルドや他の候補生たちも声を上げた。全員の意思だった。

「もう少しなんだよ。あとちょっと辛しん抱ぼうすれば外に出られる」

「でも」

「俺を信じてくれよ！」

　こんなことを、ケータ自身が言うものではないかもしれないけれど。

　それでもここで、一人だけを見捨てていくことなどできるはずがなかった。

「あれから走ったぶんだけ、ゴールにも近づいているんだ。大丈夫だ。だからリアルド。あとちょっとだけ踏ん張ってくれよ──」

「……マルミヤ」

「頼むから。負担とかそんなこと、一切考えなくていい」

「でも俺は」

「はいはい双子ふたごの片割れ！　弱音タイムはこれにて終了。以後は楽しいことしか言っちゃ駄目だから」

　イリスが横から、強引に話を終わらせた。

　リアルドはそれでもまだ、堪こたえるものが多いようだった。

「……弱音禁止か。厳しいな。班長は……」

「そうよ厳しいわよ私は」

　ケータは再び、そんなリアルドを、自分の背中にかつぎ直した。無理やりにでも明るく話しかけた。

「なんだよおいリアルド。おまえ、知らなかったのか？　『作戦行動班七』のイリス・カーネリアンって言ったら、泣く子も黙る恐怖の軍ぐん曹そうだぞ」

「……は……そうだな……噂うわさの通りってことか……」

「その通りその通り」

「確かにそこまで言うのでしたら、ぜひリーダーとして模も範はんを示してもらいたいところですね。イリス・カーネリアン班長殿」

　迷宮を歩き出す中、ビム・コーラルも、嫌みたらしく乗ってくる。

「フレッドフォード召喚学院首席として歩んできた道のりと、今後の展望について希望を語っていただきたいところだ。弱音厳禁、楽しいことのみ。できますよね」

「おっ、いいな。しばらく一本道だし、一つお手本を頼むよ軍曹」

「え、わ、私？」

　この同調の輪は、あっというまに広がり、迷宮の中を歩きながら「イリス、イリス」のコールがはじまった。

　イリスは頭が痛いとばかりに眉み間けんをおさえている。

「…………ああもう、墓穴掘ったっていうか私は軍曹じゃないとか突っ込み所が追いつかないけど──いいわよやるわよ。イリス・カーネリアン、語ります！」

　やけくそとばかりに挙きよ手しゆするイリスに、おおとどよめきが湧く。

「そうね。私の生まれは、みんなも知ってるかもしれないけど、ド田舎いなかの山間部。たぶん名前言ってもわからないわね。父は木こりと猟りよう師しをしていて、母は布を織おって生計のたしにして暮らしてたの。父親の方は大昔、偉い方の下で兵士の仕事とかをしていたみたいだけど、魔族とも戦ったりしなきゃいけなくて、嫌で辞めたって言ってたわね。小さい時は飲み過ぎた時だけそれを口にする父が、なんか弱虫みたいに見えて不満だった。けっきょく辞めて引きこもったんじゃないのって。でもね──そんな父が斧おのの代わりに剣を取って、志し願がん兵へいになったの。私に年の離れた妹ができた時に」

　いま妹は五才よ。すごい可か愛わいいのと、イリスはこんな状況でも屈くつ託たくなく笑ってみせた。

「私たちが生きる世界に、争い事があっちゃいけないって、父は言った。待ってろ、父さんがいっちょ終わらせてくるって。現実はそんなに簡単な話じゃなかったけどね。終わるどころか黒仮面のヴェーレスが出てきてもっと酷ひどくなったし、途中で父さん自体亡くなっちゃったし……でもね、私は今も父の考え自体は賛成なの。無理言って学院にとどまってることだって悔くいはない。だって和平が成立した今でも、戦術召喚士として世に出ていく意味はあるわ。やっと手に入れた平和を『守る』こと。それだって力がなければできないことでしょう？」

　一方、明るい展望を語ると言いながらも、イリスの言葉にみな無言になっていった。

　それはたぶん、彼女ほどの覚悟をもって、自分は今の道を選んでいただろうか。いないだろうと、考えるところがあったからかもしれない。特に、彼女の境遇をくさしてしまったビムは、今さら傷ついたようにうつむいている。

　これではいけない。

「だからまずこの城を出た暁あかつきには、あの偉そうな割れ顎を殴る！」

「いいぞ正しい！」

　ケータはやけくそのまま乗ってみる。

「学院はトップで卒業する！」

「あんたならできる！」

「戦術召喚士になって、配属先は『白の腕かいな』！」

「いけるかもしれない！」

「がっつり働いてがっつり稼いで、それでそれで、故郷に母さんと妹とおじいちゃんと、家族みんなで暮らせる大きな家を建てて！」

「いっそ城でいけ！」

「大きな暖だん炉ろには大きな犬がいて、旦だん那な様は格好良くて包容力があるヒトで！」

　──しんとその場に沈黙がおりてしまった。

「ち、ちょっ、ちょっとどういうことよその反応！　ダメっていうの？」

「……いやあ。ま、まあ、な」

「思うだけなら自由でしょう。意思に枷かせはない」

　動揺のあまり言葉を濁にごしたケータに対し、ビムの反応は率直だった。少し調子が戻ったとも言う。

「……格好良くて包容力のある……」

「真ま面じ目めに検討するなトッド。祟たたられるぞ」

「もう、いいわよバカにしてくれて！」

　イリスは真っ赤になって怒るが、正直あの話の後に、未来の旦那様発言が出るのが意外すぎたのだ。

（まあ、わかってたけどさ。男ではないっていうのは）

　絶望に押しつぶされそうになりながらも、世界のあり方と自分の役割について真剣に語る一方で、予想外に女子らしいというか、ちゃんと女の子らしいところもあったのだなというか。

　ちらりと後ろ姿を眺めやる。このメリハリのある体のラインを見れば、それはもう一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが。

　たぶん、どちらも彼女の中では一続きで自然なことなのだろう。

　女子の思考は複雑怪奇だ。

「とにかく私は言ったわよ。ビム・コーラル。次はあなたの番！」

「僕が？」

「あたりまえでしょう。ほら話してみなさい」

　これ以上なく偉そうに胸を張るイリスに、ビムは渋じゆう面めんを作る。

「……ふん。僕はあなたと違って、戦術召喚士としては正道を行く人間ですからね。語って面白いわけでもない。ただ家は三百年遡さかのぼれる貴族の家柄で、アズライト家に続き優秀な戦術召喚士を輩はい出しゆつする名門で、父は騎士団の重じゆう鎮ちん、母は比類なき美女のうえ皇族の流れを汲くむ」

「もういいから。そのあたりはわかってるから。自分のこと話してよ」

「短気な上に注文が多いとはね。ともかく残りの兄弟もそれぞれの分野で順調な出世をとげ、その中で僕は当然のようにフレッドフォード召喚学院を優秀な成績で卒業することを期待されているでしょう。断る理由もないので義務は果たし、そして水すい晶しよう府ふにある精霊召喚術研究機関に入ることに決めている。以上」

　ビムは一息に言い切った。

「……え。なに、あなた研究者希望なの？」

「そうですが何か」

「騎士団には入らない？」

　イリスの驚きように、ますますビムは不ふ機き嫌げんな顔になった。

「騎士として大陸に派遣されることだけが戦術召喚士と思うなら、見けん識しきが甘いとしか言いようがないですよ。実に愚かだ」

「べつにダメとは言ってないわよ。へえ、でもそうなの……」

「世界への貢こう献けんは机き上じようでもできる。僕は筆頭研究員になりますから」

　てっきり騎士団から先の出世ルートを想定していただけに、彼の希望はケータでも意外であった。

「まずはそのためにもこの城を出て、あの割れ顎を砕きますね」

「そうね。すでに筆頭とか言い切っているところにあなたの厚かましさがよく出てると思うわ」

「おい！」

「でも素敵な夢。はい次のヒト！」

　そうしてケータたちは、イリスにうながされるまま、それぞれのプロフィールと未来予想図を語ったのだ。

　出身地や家族構成は、語るヒトにより様々。夢もささやかな希望から、壮大な野や望ぼうまで様々だった。

「故郷に銅像ができるような戦果を残す！」

「いいわね期待しているわ」

「……あと十五センチ背をのばす」

「だめだめ。もっと大きい声で言いなさいよトッド。絶対いけるから──」

　イリスが一つ一つ、各自の夢にコメントを入れていくのもおきまりだった。最後にみな、『あの顎』ことガイ・カラベラスをどうにかすると言い切るのも共通で。

　今はちょうど、バルドとリアルドのマンガン家兄弟の番だ。

「──つまり我々という名の兄弟は、町をきっての秀才だったゆえ、これはもうそろって戦術召喚士になる以外道はないと、お祖ば母あ様の託たく宣せんがあったのだ。なあリアルドという名の兄弟よ」

「……まあ、そんな感じだな。俺というヒトが言うのもおこがましいかもしれないけど……できればそろって戦術召喚士になって、お祖母様を喜ばせてやりたい。それで何がしたいかっていうのは、まだ分からないけど……」

　バルドに肩を叩かれながら、ケータに負ぶさるリアルドが、自分の言葉で希望を語っている。

　みなうなずきながら、とても大事なことのようにそれを聞いた。一言一句、吐息の一つすら聞き逃さないように。

「あとはもちろん、分かってるよなリアルド」

「わかってるぞマルミヤという名の。あの顎のことは殴る」

「だな」

　リアルドの顔に、わずかなりとも笑顔が出るのがうれしかった。

「うん。すごくいい未来。絶対かなえましょうね」

　イリスのコメントは、祈りのようなものだ。絶対に生き残ってかなえるのだと。

　──こいつらが好きだな、とケータは思った。

　それまで話したことなどほとんどない、共通点など皆かい無むの選せん抜ばつメンバーだった。

　互いにポイントを競いあい、協調性もなく、旅を続けるだけでもケンカが絶えない寄せ集めの一団。でも、今は違う。

　ここでそれぞれの生まれた場所、家族構成、なぜ戦術召喚士になろうと思ったのか、これから何がしたいのか、それを一つ一つ知って、一人一人の輪りん郭かくがはっきり浮かび上がって、気持ちが一つになれた。

「ゼロパーセントは？」

　そこで名前を呼ばれて、ケータはどきりとした。

「そういえば、まだあなたのことを聞いてなかったわ。あなたで最後よね」

　イリスの真しん摯しな目が、そこにあった。

　他のメンバーの視線も、一緒に集まってくる。

「……俺は……」

　──アレンガルド区で大規模農業を営む、そこそこ裕福な農家の次男坊。

　そんな架空のプロフィールが、脳裏をよぎった。

　でも、そのプロフィールはケータのものではない。今ここにいるイリスたちに、打ち明けていいものなのだろうか。許されるのだろうか。

　では本当のことを言う？

　本当は地球の生まれで、なにものかに召喚されて闇黒大陸に落とされた。死にかけのところを拾ってくれたのはその世界の魔王で、それから数年間は魔王軍大元帥としてヒトと戦った後、地球に戻りたくなったからフレッドフォード召喚学院に潜せん入にゆうした。

（だめだ）

　そもそも自分は地球に帰って何をする？

　フードゥーと道が分かれたからということ以外で、何かどうしてもやりたいことがあるのか？　ここにいる彼らに誇れるようなものが、何かあるのか？

　──最悪だ。

　今になって何もないことに気づいてしまうなんて。

「……俺のことは、いいじゃないか別に」

　なんとか曖あい昧まいに笑って、その場を流そうとした。

「知っての通り俺は落ちこぼれで、ヒヨコしか召喚できない。みんなみたいに、前ぜん途と有ゆう望ぼうな成績ってわけでもない」

「ダメよ！」

　即座にイリスに否定されてしまった。

「今さらダメよそんなのは。ダメに決まっているじゃない」

「そうだゼロパーセント」

「話せ話せ」

　ここまで自分が煽あおってきたことが、そのまま自分に返ってきた形だった。

「確かにあなたは、任務達成率ゼロパーセントの劣等生かもしれないけど。訓練だって真面目にやらなくて、私いつも怒ってたと思うけど。でも、それだけじゃないって、今回の合同調査でちゃんとわかったもの」

「そうだ。あんた、僕らが知らないものに詳しいだろ。魔王軍マニア」

「リアルドという名の兄弟のことを、ここまでずっと運んできてくれただろう。兄弟の恩人は俺の恩人だ。マルミヤ」

「ヒヨコしか召喚できない十じゆう四し病びようでも、あなたはあなたよ。そのことがわかっただけでもね、私はこの合同調査に参加して良かったって思う──」

　本当に最悪だ。

　ケータは泣きたい気持ちで、リアルドを背負ったまま目を閉じた。

　ここまで歩いてきた仲間が、こちらを気遣うように肩を叩いたが、それはケータが思っていることとはまったく別のことを想像しての気遣いだ。

「……俺の生まれは、ここアレンガルド区にある農場だ。父親の方は頑がん固こ者もので、母親の方は料理がうまくて──」

　ここで本当のことを語る資格がない自分が、ひどく悲しかった。

「──そしたら、農場は兄貴が継ぐから、俺は戦術召喚士にでもなるかって、駄だ目めもとで願書を出して──」

「落ち着いて。ゆっくりでいいからね、ゼロパーセント」

　違うんだ。そうじゃないんだ。

　俺は空っぽの噓うそつきだ。あんたたちに言えることが何もないんだ。

「おい、ゼロパーセント。見ろ。あれが君の言う階段か？」

　ビム・コーラルの言葉に、みなはっとした。

　いっせいにビムが指さす方を注目する。

「……そうだ。あそこから上に行ける」

　ケータの肯定に、歓声があがった。

「やった！」

「階段だ！」

「助かったんだ！」

　それは手すりも何もない、簡素で狭い石の階段だが、それこそが救いの非常階段だった。ここから城の中庭に出られるはずだった。

　候補生たちは、我先にと階段に殺到し登っていく。

「ちょっと、危ないわよ！　モンスターに出くわす可能性は、つねに頭に入れておいて──って。聞いてないみたいねゼロパーセント」

　イリスがこちらを振り返るが、ケータは階段ではなく地面を見ていた。

　見慣れぬ物が、落ちていたのだ。

「これ……」

「悪いけど先に行くわよ。みんなに任せておいたら危ないわ」

　正確には、見慣れた見慣れぬ物、かもしれない。

　ケータがリアルドを背負ったまま、物をよく見ようとしゃがみこむ。先に行くと宣言したイリスが脇をすり抜けて階段を上がっていく。

「なあおい、マルミヤという名の」

「ああ、わかったリアルド。行くよ」

　リアルドも、もはや待ちきれないらしい。

　ケータは『それ』を拾い上げてから、同じように階段を登っていった。

　生還班のメンバーは、なぜかゴールの一歩手前の、地下一階のフロアでたまっていた。

　イリスが、ケータに気づいて名前を呼んだ。その顔が、暗がりでも分かるほどひきつっていた。

　ケータは、仲間の間を縫ぬって一番前に出てくる。

「軍曹」

「これ……どういうことだかわかる？」

　彼女はそう言って、瓦が礫れきに埋もれて『消失』した階段を指さした。

　みなここまで来て、なかなか現実を受け入れられないようだった。

　それはそうだろう。本当に死ぬ気で、それでも助かるつもりでここにたどり着いたはずだったのだから。

　ケータはリアルドをその場に下ろすと、おそるおそる、天井から崩落した階段に近づいた。そして、そのかけらを一つ取り上げる。

　濃厚な硫い黄おうの匂いに似た──焦こげた火薬の匂いがした。

「解除の呪文とか、そういうのがあるのかしら。あなたわかる？　魔王軍マニアなんでしょう──？」

　違うだろう。イリス・カーネリアン。あんただってわかっているはずだ。

　この道は、魔族の魔術によって閉じられたのではない。ヒトの手によって、意図的に塞ふさがれたのだ。ケータたちが、二度と地上に出てこられないように。

　爆破したのは、ケータたちが城に突入する直前だろうか。額ひたいに汗して戻ってきた、調査団長の顔を思い出す。あの時彼の衣服から漂ってきた異臭は、地下の硫黄と火薬の匂いが混じったものだとするならつじつまが合う。

　この瓦礫の山。その手前に置かれた『見慣れた見慣れぬ物』。理性をはぎ取られたかのようなモンスターたち。そう──団長が喫きつ煙えんしていたという、トッドの証言もあった。

　ばらばらに配置されていたものが、ようやく一つに組み上がった気がした。ケータが想像する中で、最悪の形に。

（そこまで……）

　そこまでして守りたいのか。自分たちの地位を。貴様らは──。

「みんなあ！」

　人垣の一番後ろにいた、トッド・コランダムが悲鳴をあげた。

「モンスターがこっちに来てるよ！　すごい沢山！」

　下のフロアを指さしながら、震える声音でまくしたてている。

　ざわめくメンバーの中、いち早く反応したのは、リーダーのイリスだった。

「報告する時は正確にしなさい！　何が何体いるの？」

「とにかく沢山だよ。産女に不ふ死し竜りゆうに──」

「みんなぼさっとしてないで！　迎げい撃げきに行くわよ！」

　みなの背中を、叩いて鼓舞するかのように声を上げる。

「そうだ──出られる奴から前に出ていけ！　ここに近寄らせるな！」

　ビム・コーラルが、他を率いて階段を駆け下りていく。すぐに他の仲間が続いた。

「ゼロパーセント。あなたはここでリアルドとトッドと一緒にいて」

「軍曹」

「軍曹じゃなくて班長よ──それじゃ」

　イリスはそう言ってケータの肩を叩くと、そのまま風のように駆けだしていってしまう。

　ケータたちは、狭い階段の踊り場で、固まって待つことしかできなくて。

　下のフロアでは、すでにモンスターとの戦闘がはじまっているようだった。ビムやバルドの術式を唱える声に、イリスの高こう速そく詠えい唱しようが加わった。衝撃に足下が揺れる。天井からも瓦礫がこぼれ落ちてくる。

（アンデッド・ドラゴンにラングスウィル。それも複数）

　──駄目だ。この人数では一体でも仕留めきれるか──。

「……マルミヤという名の同どう胞ほうよ。俺を連れて下に行ってくれないか」

「リアルド！」

「別にやけになっているわけじゃない。俺の足はろくに動かないけど、手は両方残ってる。精霊の召喚でサポートぐらいできるはず──」




『出いでよ、火炎を巻き上げる大地の嵐あらし。汝の名は──風スサブ赤キ地ノ獅し子し！』




　イリスの術式展開の声が、リアルドの台詞せりふにかぶさって聞こえた。

　生まれてはじめて聞く、三重精霊トリプルエレメンツの合成召喚だった。轟ごう音おんが響くが、戦闘が終わる気配がない。また一人誰かの悲鳴が聞こえた。

「そうだよ──僕だって今ぐらい血が止まらなくたっていい。ここでなんとかしないと死ぬしかないんだ」

「トッド！」

　荒々しく開門印をふさいだ布を取り去ろうとするトッドに、ケータは言葉を失った。

（いや、違うだろ）

　呆ぼう然ぜんとしている場合ではない。怪我をしたトッドやリアルドでさえ、なんとか生き残る方法を探ろうとしているのだ。絶望的なこの状況でも、誰も諦めたりしていない。

　そういうおまえはどうだ。

　本当はできるはずだ。目を見開け。言い訳をするな。この先の未来をすべて捧げさえすれば、ここにいる全員を助け出すことぐらいできる。

（俺の未来なんてくれてやれ。できるだろう。こいつらに比べたら、捧げるものなんてないも同然だ！）

　ケータは震える手で、己の耳のピアスをつかんで、乱暴に引きちぎった。

　かつて仕えた運命の女、魔王フードゥーがくれた魔ま封ふうじのピアスだ。

　すぐにだらだらと、傷口から血が流れだす。同時に体中から魔力が蘇よみがえり噴き出してくるのを感じる。

「……マルミヤ？　どうした。まさかおまえも怪我してたのか──うわ！」

　真っ黒い靄もやと化した魔力が、リアルドの視界を遮さえぎった。

「なんだこれ。何も見えない──大丈夫かみんな！　返事をしろ！」

「……僕は大丈夫だよ……」

「その声はトッド・コランダムだな。マルミヤ！　ケータ・マルミヤ！」

　トッドとリアルドが、視界ゼロの中で声をかけあっているのが『視みえ』る。

　耳が伸び、爪が染まり、自分の体がヒトならざる者に変化していくのを感じながら、ケータは二人を残して戦闘が続く階下へと歩き出した。

　魔力は怒りを増幅させる。

　まだまともな理性が残っているうちに、全てを片付けなければならない。





　　　　　＊＊＊






　──覚えている。あの頃、私の世界は山の上の炭焼き小屋から、峠とうげを挟んだ隣村の雑貨屋までですべてだった。

　当時の私が好きだったこと。父について隣村に行き、店であめ玉の瓶びんを買うこと。赤、青、黄色、綺麗な色のつまった宝物の瓶を集めること。

「……あー、なくなっちゃったか……」

　十二歳だった私は、最後の一粒を舐なめきって、空っぽになってしまった瓶を逆さまにして覗のぞき込む。子供っぽいと笑うだろうか。でも、家の前の柵さくに腰掛けて、分厚い瓶の底越しに見る青空は、ガラス自体の色も混じって、まるで別世界に見えたのだ。

　今なら分かる。

　心浮き立ち、何度も覗いてみたくなるあれはきっと、精霊を召喚する虹色にとてもよく似ているのだって。

「ねえ父さん！　次、お店行くのっていつ？」

　私の呼びかけにも、若き日の父は答えない。いつものようにただ切り株に向かって、ひたすら薪まき割わりの斧を振り下ろす。コン！　と綺麗な音をたてて薪が分かれる。

「私、綺麗な便せんが欲しいの。あとドロップ」

「──黙っていろ、少し」

「黙ってろって。ねえねえ、父さんってば！」

　父の背中は、それ以上何も語らない。私はケチと口をとがらせる。

　それからしばらくして、ほぎゃあ、と家の中から泣き声が響いた。

「ほら父さん」

「来たか」

　私が柵から飛び降りるよりも早く、父は割りかけの薪と斧をほっぽり出して、母屋おもやへ走っていく。そうそう、私なんかよりも、よっぽどじりじりしていたのだ。

　家の中は、一つの大仕事を終えた騒乱覚めやらぬ、といった気配だった。

　お産の手伝いに来た村の産さん婆ばさんやおかみさんが、私たちの名前を呼んだ。

「良かったわね、イリスちゃん。可愛い妹よ」

「旦那にとっては娘さんね。母子ともに健康で良かった良かった」

　そして私の母は、一番奥の寝室にいた。

　その手に真新しいおくるみに包まれた新生児を抱いていた。

　だいぶ疲労の色は濃かったけど、娘の私が近づけば、「ほらイリス」と赤ん坊を見せてくれた。

　その赤ん坊は、名前の通り赤くてくにゃくにゃで、本当にこれがヒトなのかと心配になるぐらい。

「か、可愛い子だね！」

「ねえ、本当に可愛い子。どうあなた、二人の娘の父になった気持ちは」

　心にもないことを言ってしまった私とは対照的に、父は静かだった。

　もともと寡か黙もくなヒトだったけれど、黙って産まれたばかりの妹を、しかめっ面つらでじっと見下ろしているのだ。

　もしかしたら、私と同じように赤ちゃんがお猿みたいで、ショックを受けているのかもしれない。でもいくら父さんとはいえ、思ったことをそのまま言うのはやめた方がいいよと、釘くぎをさすべきかかなり悩んだ。

　そしたら父ときたら──いきなり大きな手で、自分の目め頭がしらをおさえたのだ。

「嫌ね、泣くことないじゃない」

　父が大泣きするところを見たのは、それが最初で最後。

　末はお猿かモンスターかと心配した妹は、父によって『ティア』と名付けられ、一ひと月つきもしないうちに友達の家で見たぷくぷくの赤ちゃんに変へん貌ぼうをとげてくれたので安心した。

　妹の誕生は、私たち一家を大きく変えた。ことに、隠いん遁とんしていた父の決意に一石を投じたのは間違いない。

　それから半年後。あの人は納な屋やにしまいこんでいた剣を持って、山の向こうにある戦場に向かったのだから。







　戦いなさい。そして守りなさい。それが父から私に受け継がれた大事なこと。

（そう、諦めないの！）

　迷宮の地下二階に現れたのは、不死竜と産女の群だった。

　イリスたちによって『作戦生還班』と名付けられたメンバーが、文字通り背水の陣で呼びだした精霊たちを戦わせている。

　イリスの背後にある階段の先には、負傷したリアルドやトッド、そして『ゼロパーセント』のケータがいる。何があっても非戦闘員がいるあちらへ上がらせてはいけない。これは絶対だ。

「陣を固めて。精シ霊ン単グ体ルでいいから、どんどん呼びだして壁を作って！」

　前衛が数秒でも時間を稼いでくれる間に、イリスは自分の使役精霊を召喚する。

『──清せい廉れんなるディルスマグナの精霊よ。此これは鍵かぎの語かたり。解かい錠じようの時は来ませり』

　イリスは右手をかざし、あの空き瓶の底にも似た虹色の門を、中空に開く。

『──疾とく此処に開かれよ。顕現せよ』

　その手に確固とした手応えを感じてから、物質世界へと引き下ろす。




『出でよ、火炎を巻き上げる大地の嵐。汝の名は──風スサブ赤キ地ノ獅子！』




　紅ぐ蓮れんの炎に包まれた石像の獅子が、音のない雄叫びとともに産女に突撃していく。

　その大半を一瞬で食い尽くし、続いて不死竜の肩にくらいついて半身をえぐり取るが、相手の身じろぎと炎の吐息によって、壁際へと叩きつけられて消滅する。その様を冷静に認識しながら、次の一手を考える。

（あまり連打すると次の召喚がしづらくなるけど、贅ぜい沢たく言ってられない）

　次があるかさえわからないのだから。

「──清廉なるディルスマグナの──きゃあ！」

　イリスの前を守っていた前衛の壁が、大きく崩れた。不死竜の前脚が、バリケードを紙のように押しつぶす。強引に中へ踏み込んできて、振り回した長い尾が、イリスたちを強きよう襲しゆうした。衝撃に術式が空中分解し、激しく壁際に叩きつけられて、息が一瞬止まる。

　地面にくずおれ、立ち上がろうとするのに、力が入らない。

（起きて。立ち上がるのよ、イリス・カーネリアン）

　まだ敵は動いている。だから自分が先に力つきるのはなしだ。全員生きて帰ると約束したのだから。

「この」

　渾こん身しんの力をこめて、開門印を持つ右腕を持ち上げる。闇の中にうごめく不死の竜に狙いを定め、霧散した術式を再び展開していく。

　相手の顎に火が灯る。

『出でよ、凍こごエル槍やりノ鵺ぬえ！』

　見えない世界から引きずり出した使役精霊が、物質世界へと顕現する。うなりをあげて敵の攻撃を迎え撃つ。

　だが、イリスが放った渾身の精霊は、モンスターの炎にまかれ、霧散消失した。

「そん、な……」

　──どうしよう。無い。諦めてはいけないのに、未来が見えない。ここから選ぶ次の一手が見つからない。そんなことはあってはならないのに。

　不死竜は、骨だけの顎を鳴らし、歓喜しているように見えた。

（ごめん）

　みんな。私が今さら謝るなんてどうかしてる。でももうわからないのだ。がんばったのだけれど、約束を守れなくて、戦いきれなくて、本当にごめんなさい──。

　イリスはあふれた涙をおさえきれず、謝りながら慟どう哭こくした──その時だった。

　ひたひたと足下から、見慣れぬ靄がやってくるのが見えた。黒煙にも似た、視界のまったくきかない靄だ。

　あっという間に漆黒が一帯を支配する。




《黒き地の底より絶望を唱えよ。呪のろえ。屍し肉にくなき百ひやく骸がいの徒とよ。我が虚うろに下くだり我が肉と成れ！》




　耳慣れない叫びが耳じ朶だを打った。

（この声──精霊召喚術じゃない。闇黒魔術？）

　確認したいのに、一帯の黒い靄が濃すぎて、視界がまったく利かない。

　闇黒魔術。それは西大陸の覇は者しや、魔族たちが得意とする魔法だ。自分以外の存在と接触して力を行使する精霊召喚術と違い、身のうちに溜め込んだ魔力でもって、理ことわりをねじ伏せ奇跡を起こす。その強力な魔術と眷属のモンスターでもって、ヒトを大陸の半分にまで追い詰めたのだ。

　けれど。

　倒れて視界も利かないイリスの頰に触れたのは、やわらかい、ヒトにも似たあたたかい手だった。

「……無事か？」

「あなた……魔族……なの？」

「……そうだ。ちょっと自分の城に里帰りしたら、妙なのがいたから掃除してくるところだ」

　喋っている間も、相手の全身から絶え間なくあふれ出てくる魔力。ただ側にいるだけのイリスでも、皮膚感覚でわかるほど膨ぼう大だいな量だった。支配される側のモンスターとは、完全に桁けたが違う。暗黒大陸の真の支配者。魔族──恐らくはその族長クラス。

（里帰りって）

　まさか。

「遅くなって悪かった。すぐにすむ。あとは──さよなら」

　ひどく切なそうな声に、胸が締め付けられそうになる。

「待っ」

　ゴウ！　と再び轟音が響いた。

　見えない視界に、爆風が巻き起こる。イリスはひとしきり咳せき込んだ。

　そうしてなんとか土煙がやみ、靄が晴れてイリスの視界が復活すると、あたりは仲間とともに瓦礫が散乱し、頭上からは別の光──さんさんと太陽光が降り注いでいるのだ。

　ただもう、信じられなかった。

　天井が、さきほどの一撃で、地下二階層ぶん吹き飛ばされたのだろう。さらに、同じフロアにいたはずのモンスターたちもいなくなっている。

　イリスに触れた『彼』は、里帰りだと口にした。

　ここは魔王軍戦略拠点要よう塞さいベルタ。使っていたのは、魔王軍大元帥。

　あまりのことに、イリスは胸をおさえた。

「……黒仮面──ヴェーレス」

　大戦の終結とともに表舞台から姿を消した、魔王軍のワイルドカード。黒仮面のヴェーレスが、開けた穴から上空へと飛び去っていくところだった。





　　　　　＊＊＊






　一息に地上へ飛び出ると、自分で開けた大穴が、城の中庭部分に黒々と見えた。

　地下二階に集結していたモンスターたちは、ケータの手でも正気に返らせることが難しそうだったので、ひとまず魔術で『喰くらって』おいた。言わば存在ごとまとめて体内に取り込んでいる状態なので、後で吐き出してやる必要があるだろう。

　そして、階段があった中庭から城門付近へと飛んで移動すると、いた──。

　ガイ・カラベラスが、ライラ・アズライトを伴っていた。

　例の『物』の精度を考えれば、あまり城を離れられないと思っていたが、まだこんな近くにとどまっていたのかと思う。

「──団長。これからわたしは、救出に行きます！　止めないで下さい！」

「アズライト君。私の言うことが聞けないのかね」

「ええ聞けません。いくら団長でも、これだけは聞けません。失礼します！」

「アズライト君！」

　なにやら揉もめている最中のようだ。

　ライラが追いすがるガイを振り切って、城の中へと走っていこうとする。それを追いかけるガイの手がのびる。

　ちょうどいいので、ケータはその間に立ちふさがろうと急降下した。

　だが、着地とともに、予想以上の爆音がとどろく。

「……いて……」

　もうもうと土煙が上がり、その中で自分の周りを見やれば、数メートルにわたってクレーターができあがっていた。

（おい。まさか力がコントロールできていないのか？）

　ずっと封じていたものを、急に解放して操ろうとするのが間違いなのかもしれない。慎重にいく必要があるようだ。

　後ろを見れば、なんと今の爆風に吹き飛ばされたらしいライラが、城門に頭をぶつけて目を回してしまっていた。

「ラ、ライラ」

　とんでもないことをしてしまったと思うが、逆にこれはこれで好機かと思い直す。

　意識がないなら、これから思い切り目的が果たせるではないか。

（すまない、ライラ）

　謝りながらあらためて、問題の人物に向き直った。

　それはケータからやや離れたところで、何が起きたか分からず呆然としているガイ・カラベラスである。

「……君は……ケータ・マルミヤ……？」

「ああ、なんだ。まだそっちで見えるのか」

　魔力を解放したとはいえ、服装が制服のままだからだろうか。彼の目が、壮絶に節ふし穴あなという可能性も大いにあるが。

　どちらでもいい話だ。

「よく……生還したというか……どうやって、いやどこから来た……？」

「不思議か？　おまえが仕掛けてくれた罠のおかげで、ずいぶんな目にあったぞ。どうしてくれる」

「おまえ……な、なんだその言葉使いは！　私を誰だと思っているのだね」

「ガイ・カラベラス。ジェムナスティア皇国騎士団の上級騎士。我が身可愛さで部下を切り捨てようとするのは、ドムトラン高原に続いて二度目か。そのぶんじゃ余よ罪ざいはまだまだありそうだな。腰抜けの将しよう校こうが」

　ガイはあまりの言いぐさに、二の句が継げないようだ。酸さん欠けつの金魚のように口を動かしている。

「君は……本当にマルミヤか……？」

「さっきから変な寝言を言い続けているようだがな、俺の名はヴェーレス。元魔王軍大元帥。黒仮面のヴェーレスだ」

　ケータが名を告げると、ガイはさらに目を見開き──。

「ふはっ、ははっははっは！　あーっはっはっはっは！」

　激しく手を叩いて笑いだした。目の端に、涙まで浮かべている。

　ケータは真顔でそれを受け止めた。

「ああ、これはおかしいぞ。いやあ、君の魔王軍かぶれはよく知っているが……さすがにそれはないだろう。黒仮面……ヴェーレス……ひっ、おかしい。おかしすぎる。そんな真顔で……制服で……いやあんまりだ君……」

「言いたいことはそれだけか？」

「言いたいことはそれだけって、口調までそんな──」

　腹を抱えて笑い続けているガイの顔面に、ケータは正面から歩み寄って拳こぶしを打ち込んだ。

「……ぐ、お……!?」

「──リアルドは、おまえのせいで脚をやられた」

　続けて二撃目。

「トッド・コランダムは腕だ！　ラングスウィルに生きたまま食われたんだ！」

　大きくよろめいたところに、割れ顎をすくいあげるように打ち上げる。もんどり打って倒れたガイの上空へと飛び上がると、その手に魔力を集め、闇黒魔術の炎を作り上げる。

「冥めい府ふで詫わびろ──ビム・コーラルがくらったドラゴンブレス！」

　ガイのいる地上へと放った。それは不死竜の吐く火炎にも似ていた。

　激しい熱と衝撃に、地が震え煙が上がる。構わずケータは攻撃を続けた。地下に残してきた仲間の顔を思い、その思いを訴えながら。

「──バルドはずっとリアルドのことを心配していた。大事な弟を救えなかったことを悔やんでいた。だからこれがバルドのぶんで──こっちがイリス・カーネリアンのぶんだ!!」

　最後の方は、黒煙に隠れて何も見えなくなるほどだった。

　その闇が晴れると、自分の体一つぶんだけ残されて、周りを闇黒魔術で射い貫ぬかれたガイの姿が現れるのだ。

　あまりの恐怖に、身動きどころか声さえ出せないようだ。

　黒仮面のヴェーレスとしては、こちらの方が常ではあった。

　そのまま音もなく地上へ降りていく。

「……ヴェ……レ……ス……」

「俺からの恨み言をくらわす前だがな、その前に聞いておくか。おまえ、こいつをどこで知って手に入れた」

　ケータは懐ふところから、小ぶりの置物を取り出した。

　それは一見して、陶とう器き製せいのネズミに見えるものだ。例の地下三階──ようやく見つけた非常階段近くに、落ちていたものだった。

「これは中継器だ。送信器トランスミツターの信号を拾い集めて、遠えん隔かく地ちの受信器レシーバーまで安定して届ける役割を持つ。送信器と受信器だけでも機能はするが、それなりに広い城だからな。地下三階から塔の頂上までカバーするとなると、中継を置いておいた方が確実だ。主に信号を受信していたのは、あの城にいたモンスターたち。送信器はおまえが持っているそのパイプだ」

　ガイの懐ふところからこぼれ落ちた、大ぶりのパイプを拾い上げる。ガイは物言いたげだったが、声は出なかった。

　ケータは失笑にも似た顔つきになる。

「まさかこんなところで拝む日が来るとはな。拡かく散さん性せい魔道具『ハーメルン』──俺がこの城で作っていた試作品だぞ。失敗作も含めて全部西大陸に持ち帰ったはずだ」

　ハーメルンの笛吹き男が、その笛でネズミや子供たちを操ったように、モンスターも操れればいいと思った。だが、完成にはほど遠く、フードゥーが構想自体に難を示したこともあり、そのままお蔵入りとなったのだ。

　中継役のネズミは、ケータが見つけた時点で機能をオフにしてある。それでも地下二階のモンスターは、ケータたちを狙って襲いかかってきた。おそらく『ハーメルン』のパイプが発信する信号を、直接受信していたのだろう。

　だからこそ絶対に、犯人は遠くにいっていないと踏んだのである。

「未完成品をこうしてヒトの手で使い回されることほど不ふ愉ゆ快かいなことはない──」

　ケータがその手に魔力をこめると、パイプは塵ちりのように崩れ去った。

「わ、私はただ！　話をもちかけられただけだ！　騎士団の強化に力を貸すと名乗る魔族から、この道具を使ってみてくれと」

「ほう、魔族から」

「ああ。今以上に騎士団が弱体化すれば、魔王軍側でも軍ぐん縮しゆくで削られる者が出てくる。それ避けるためだと。アズライト家の末娘に手柄を取らせるのは、騎士団での決定事項だ。私はその道具で魔物を操り、彼女に退治させることを考えた」

「話が違わないか？　その茶番で地下の出口をふさいでおく必要がどこにある」

「あれは……あくまで保険だ！　考えてもみてくれ。ライラ・アズライトが、挽ばん回かいできぬほどの失しつ態たいをする可能性だってあった。現に奨学生スカラーの娘がしゃしゃり出て、モンスター退治の一匹や二匹では釣り合わない事態になってしまったではないか。あれがなければ、私もここまでしなくてすんだ。そうだ。騙だまされたのは私だ。知らなかったのだ。その道具が魔王軍大元帥の──ヴェ、ヴェーレス様のものだったなんて！」

　最後まで話を聞いたケータは、声もなく笑った。ただしその笑みは凄そう絶ぜつなもので、ガイを安心させるものでは決してなかっただろう。

「よく分かった。もういい、消えろ──」

「ひ」

　その右手に再び、漆黒の闇が集まっていく。

《──唱えよう。闇と静せい寂じやくが支配する冥府の底よりなお深く、煮えたぎる赫あかき血の羊よう水すいにて眠る第七の悪魔ブロケットフォーンの名のもとに。ガイ・カラベラスよ無へ還かえれ！》

　絶叫するガイの顔面に、闇黒魔術をたたき込む。その全身が、闇の炎に包まれた。

　多くは言うまい。周しゆう到とうなまでの小ずるさも、保身に徹する愚おろかさも。これでひとまず、戦術召喚士候補生ケータ・マルミヤとしての落とし前もすんだと考えるべきだろう。

　ケータはあらためて、背後を振り仰いだ。

「──いつまで覗き見しているつもりだ。いるんだろうそこに」

　岩場の一点を見つめていると、その下の地面が、音もなく盛り上がった。

　まるで地下に充満している火山性のガスが、何かのきっかけで噴出したかと思うほど自然なものだったが、しだいにそのガスの密度が濃くなっていく。

　やがて──漆黒のローブに陶器と見まごう白い肌を持つ、一人の魔族へと実像を結ぶのだ。

（ああ、やっぱりおまえか。覗き見幽霊）

　ケータはこの魔族の名を知っていた。だから実際にその姿を目の当たりにして、苦々しい思いで名を口にした。

「魔王軍筆ひつ頭とう参さん謀ぼうカドゥケス──」

「ご無ぶ沙さ汰たしておりました。大元帥閣かつ下か」

　カドゥケスはうやうやしくその場で頭こうべをたれた。

　かつてはヴェーレスの側近の一人として、東大陸の進軍を支えていた魔族だ。

　ケータが魔王軍を離れた後の消しよう息そくは聞いていなかったが、こういう形で再会を望んでいたわけではない。

「捨てた肩書きで呼ぶな。見苦しい」

「相変わらず御ご気き性しようが荒い。そこのヒトの男も殺してしまわれましたか」

「いや──頭の方は多少壊れたかもしれないけどな」

　ケータはガイを一いち瞥べつした。同情する気にもなれない。助けをこい絶叫した顔つきのまま、地面に倒れ固まっている。運良く目が覚めて、自分の名前が言えれば上等だろう。

「甘くなられたということですか」

「殺す価値もないものを捨て置くのが、おまえの中では甘さになるのか？」

「めっそうもない。喋る口がないなら、私にも好都合」

「あまり舐めた口をきくな、カドゥケスよ。俺にばれた以上、意味がないことだと思わないのか」

「──果たしてそうでしょうか」

　カドゥケスは、死霊族特有の、眉のない顔をほころばせた。

　サーカスなどで見る、道化の笑いによく似ていた。中の者が笑っているとは限らない、パーツだけのちぐはぐな笑みだ。

「許しがこえると信じている──というわけでもなさそうだな」

「閣下もよく私わたくしめのことがおわかりになった」

「わかるも何も、出てくるモンスターがことごとくアンデッド系に偏かたよっていれば、誰だって死霊族を疑うだろう。『ハーメルン』の置き場所を知っている魔族は、もっと限られる」

「魔族が己の眷属を使役するのは、自然なことゆえ」

「その凝り固まった態勢が古いと、さんざん俺は言ってきたはずだが」

「本当に、閣下は混乱と創造的破壊の立たて役やく者しや。去られた後の軍は、淀よどみ停てい滞たいし腐り落ちていくばかり。悲しみのあまり私めは閣下を追って東大陸へ」

　カドゥケスは大仰に両手を広げてみせた。

　ケータは嘆たん息そくする。

「魔王も四天王もいるだろう」

「あれしきでは足りぬのです！　こうなっては新しい混沌ケイオスを生む必要があります。ヒトどもの騎士団に新しい象徴が必要なように、我々にも象徴が必要なのです」

「まさかその新しい混沌の象徴とやらに、おまえがなろうっていう腹づもりか、カドゥケスよ」

　わざわざ昔話と、愚ぐ痴ちの繰くり言ごとを聞かせにきたわけじゃない以上──。

「ええ。貴方あなた様を喰らえば、伝説としては事欠かない！」

　カドゥケスの目に光が灯ったのを見て、ケータは舌打ちとともに駆け出した。そのまま右手を一振りすると、その手に魔力を凝縮して作った剣つるぎが現れる。

　いつでも寝首をかかれる覚悟はあったが、こうもあからさまだと笑いも出てこない。

「そうそう、それです。お懐かしい。閣下の魔剣ガロウズヒル！」

「俺を襲うつもりなら、いくらでも機会があったはずだろう。この半年！　覗き見幽霊が！」

「ええ。この半年、学院の厚い壁の向こうから、何くれとなく見守らせて頂きましたとも。閣下はヒトに交わりヒトと学び、非常に弱くあられたようだ。そして思ったのです。魔力の一いつ滴てきもこぼれ出ない貴方様を倒したところで、混沌は生まれない」

「だからこの大仕掛けか。それほど望むなら味わわせてやろう！　滅びよ！」

　ケータの左手に、魔力の黒こく炎えんが立ち上る。

《いざ断罪の時は来た。無力なる者、破滅の鐘かねを聞け！》

　カドゥケスに向けた、灼しやく熱ねつの先制攻撃は、すべてがカドゥケス本体に命中した。その余波で地面は深くえぐれ、火山岩の大地は熱に溶け赤く変色する。

　しかし。煙の向こうのカドゥケスは、まったくの無傷だった。

（な──）

　その手に、武器の大おお鎌がまを携えたままの状態でたたずんでいる。

　カドゥケスは、道化の笑みをさらに濃く強くした。

「次はこちらから参りましょう」

　音もなく、その体が塵として消える。そして次の瞬間、ケータのすぐ鼻先へと現れていた。

「──っ！」

　ギイン！　白刃と白刃が激しくぶつかりあって火花が散る。ケータはかろうじて大鎌を魔剣ガロウズヒルで弾いたものの、バランスを崩して片膝をついた。

　弾いた手が、ひどく重い。肩までしびれている。こんな感覚はしばらくなかった。

（なんで──）

　どうしてこんなことになっているのか。

「決して私が強くなったのではございませんよ、大元帥閣下」

　静かな声に、ぎくりとした。

「カドゥケス──」

「貴方様は、魔力の封印を無理やり解かれたばかりで、少ぉしばかりコントロールが不自由になっていらっしゃる。いつもと同じように戦おうと思われたら、力も速度も一段低く落とさないと、イメージ通りにはならない。ただそれだけのことです」

　ケータは信じられない思いで、自分の手のひらを見返した。

　多少、動きに制限があると思っていた。だが、そこまでの影響があるとは思っていなかった。

「そこに私の勝しよう機きがあるとも思っております」

　ケータは、苦虫を嚙みつぶした顔のまま返した。

「万全の俺を倒してこそじゃないのか」

「そこはそれ──弱点を見いだした者へのサァビスということで」

「小ずるい奴め」

「ご尤もつとも。不ふ肖しようカドゥケス、ヴェーレス閣下の智ち将しようを自負して参りました」

　カドゥケスはそこまで言うと、再びその姿をガスへと霧散させる。

（確かにおまえの仕事は、そういうのばかりだったさ）

　覗き見と観察。そして知恵を働かせての進言。便利に使っていたのも確かだ。

　目をこらし耳をすまし、再びカドゥケスの体が実像を結ぶ瞬間を見極める。

「──そこだ！」

　ケータが狙って魔力弾を撃ち込むと、全てが防御壁で返された。

　ならばと、コントロールを無視して全力の魔術を行こう使しすれば、その術はカドゥケスの脇をすり抜けて爆発した。剣に切り替えてもまた同じだった。

「くそ」

「どうされました閣下、私はここにおりますとも！」

　うるさいと叫びたい。だが、悔しいがカドゥケスの言う通りだった。

　何よりこの参謀は、こちらの戦い方に精通しきっている。

　かの第七次東大陸遠えん征せいではケータの下につき、時に道を進言しながら、ずっと戦ってきたのだ。ケータがどう動き、何が恐ろしいかを掌しよう握あくしていると言っていい。知った上で想定よりも低いレベルの動きしかしないケータなど、確かに恐るるに足らずだろう。

　カドゥケスが、音もなく迫る。迷いで動きの鈍くなったケータに襲いかかる。

　ここに来てはじめて頰に痛みを覚え、一直線の朱しゆが走った。

「今のは惜しい！」

　悔しがっているようだが、声は歓喜に満ちあふれている。

　──どうにかしなければならないのはわかっていた。

（このままじゃ押し切られるぞ）

　コントロール不全がいつ戻るかなど、誰にもわからない。何よりも、ケータがこうして翻ほん弄ろうされる瞬間を作るために、半年間待ち続けられたという事実が許せなかった。

　カドゥケスの奸かん計けいに巻き込まれた候補生たちは、まだ城の地下にいる。

「……全てが相手の想定の範囲内にあるっていうなら──」

　考えろ。

　それ以外の抜け道を。やるか？　やれるか？　たとえぶっつけ本番になろうとも──。

「そうじゃないものを試せばいいんだろう！」

　やるしかない！

　ケータは魔剣ガロウズヒルを霧散させる。

　カドゥケスの細い目が、やや意外そうに見開かれた。

　その中ではじめたのは、精霊召喚術。

　開門印が刻まれた右手を、まっすぐ中空へと突き出す。

『──清廉なるディルスマグナの精霊よ。此は鍵の語。解錠の時は来ませり』

　手首から先が、七色の光に包まれ消えていく。光の周りに浮かび上がる文もん様ようは、ケータの術式を視覚化したものだ。

　見えなくなったはずの手首から先に、じんわりと熱がこもる。その時の視線はあくまで対象を捉とらえたままというのは、教本の文句の通り。じっとカドゥケスを見据える。

「ま、まさかそれは──」

　対するカドゥケスは──失笑に近い顔つきになった。

「──などと申し上げると思いましたか、ヴェーレス閣下。おやめください。貴方様の『勉学』の成果は、このカドゥケスよぅく存じております」

　そうか。知っているならなおさらだ。

　この半年で何千何万と繰り返してきた練習の成果を、ようやく披ひ露ろうできる。

　決しておまえが思うほど、この地で無む為いに過ごしてきたとは思わない。

　確かに弱くはあったかもしれないが、いろいろなことを知ったのだ。

（そうだカドゥケス）

　ここディルスマグナのヒトの言葉を知った。そこからその地のヒトの考えを知った。訓練の後の食事のおいしさを知った。ロッカールームの馬鹿話を知った。誰かと協調することを知った。

　誰かの夢を背負って叶えるのではなく、自分自身の夢を見ることを知った。

　今は見つからないその夢を、いつか聞いてもらえたらと思う仲間に出会うことを知った。

　すべて任務達成率ゼロパーセントの、落ちこぼれ戦術召喚士候補生として知ったのだ。

（術式展開の時の姿し勢せいに気をつける──）

　これを指摘したのは、イリス・カーネリアンだ。思い出したので背筋をのばす。でも、自分にとって一番楽な姿勢で行けともライラに言われた。だからあまりやりすぎない。

『──疾く此処に開かれよ。顕現せよ』

　そして、つかんだという確かな手応えとともに、ケータの精霊を顕現させる。




『出でよ、紅あかク燃ユル獅子！』




　七色に光る虚空より現れたのは、黄色いふわふわとした産毛を持つ、ヒヨコだった。

　今までにも何度も見てきたそのヒヨコは、ケータとカドゥケスの間に、光をまとって舞い降りてくる。

「ちゅぴー。ちゅぴー。ちゅぴー」

　か細い鳴き声が、なんとも愛くるしく可か憐れんだ。

　それを見たカドゥケスが、言っただろうとばかりに笑った。

「ほら閣下。ご覧の通りなのですから」

　──いや、まだだ！

　ケータはヒヨコと術式で繫がったままの右手に、ありったけの『魔力』を注ぎ込んだ。

「うおおおおおお！」

「──っ!?」

　ピイイイイイイイ！

　ヒヨコが狂ったような悲鳴をあげる。それでもケータは、ヒヨコの中に魔力を送り込むのをやめない。

　ずっと思っていたのだ。

　火の精霊に水の属性を掛け合わせれば、二重ダブルの合成召喚モンタージユ。

　地の精霊に風と水の属性を掛け合わせれば、三重トリプルの合成召喚モンタージユ。

　この世界を構成する元げん素その精霊は、他の元素を追加していくことによって、変化し強くなる。それなら──魔力は？

（むしろ魔力こそ変化の真しん骨こつ頂ちようだろう。俺の体を魔族に変えて、ミケの体を人間に変えたんだ）

　イリスの予想では、ヒヨコの正体は下級の妖よう精せいではないかという話だった。そしてケータが予測した通り、小さな黄色いヒヨコだったものは、ケータから注ぎ込まれる黒いオーラを浴び続け、壊れることなく、少しずつ大きく膨ふくらんでいく。

　やわらかい黄色い産毛を捨て去り、その下からより丈夫な漆黒の羽が生え揃そろってくる。

　鋭く尖とがった上下の嘴くちばしは、より硬く。大地を踏みしめる巨大な脚と爪は、脚だけでケータの背よりも高くなる。

　そうだ大きく。もっともっと大きくなれ。こちらが朽くち果てるほど吸い尽くせ。

　成長しろ。

「な──」

　カドゥケスが、言葉もなくその異形を見上げた。

　はじめは手のひらに載るほどだったヒヨコは、いつしかベルタ城の尖塔と肩を並べるほどの魔ま鶏けいに成長していた。

「……精霊召喚術と闇黒魔術を合体……させた……？　馬鹿な。そんなことが可能なのか……？」

「さあ行け！」

　魔鶏は戦術召喚士たるケータの命令によって、天に向かって一声鳴いた。他の高こう次じに存在する精霊と同じように、その音はもう聞こえない。

「お、お待ちくださいヴェーレス様。大元帥閣下。わ、私めの間違いで──」












　鎌を持ったまま後退するカドゥケスめがけ、魔鶏の巨体が突進していく。硬く鋭いその嘴が、重じゆう機きのドリルのようにカドゥケスへと襲いかかった。

「ひあっ！」

　苦し紛れに振り上げた大鎌が、魔鶏の嘴に当たるが、鎌の方がたやすくへし折れ地面に突き刺さる。

　ケータは口の端を引き上げた。

　もはや勝機はないと、その笑みと一撃で悟ったらしいカドゥケスは、一目散に自身の体を霧散させようとする。だが甘い。足下から消えきる前に、魔鶏の嘴がその頭をついばんだ。

「終わりだ！」

　ケータは地面を蹴り、魔剣ガロウズヒルでもってそのカドゥケスを両断した。

　断だん末まつ魔まの悲鳴があがるが、その悲鳴さえ魔鶏は呑のみ干した。ケータは音もなく着地した。

　剣を消失させて振り返ると、まだ魔鶏はそこにいた。

　ただその黒い輪りん郭かくが、徐々に薄くなっていくのがわかる。おそらく召喚術のことわりにならい、物質世界から消えていくのだろう。ちょうど呑み込んだばかりの、参謀カドゥケスも一緒だった。

「……はじめて精霊召喚術が役に立ったって言うのか……？」

　まさしく奇跡の一勝。褒めてもらいたい気もする。だが、この画かつ期き的てきな戦いが、学院の任務達成率に加算されることはないのだ。

　卒業の単位に認定されることもない。

　もう二度と、フレッドフォード召喚学院に戻ることはないのだ。

　最後の最後まで、ケータ・マルミヤはゼロパーセントのまま──。

「はは」

　わかってはいたが、あらためて泣けるというか笑えるというか。

「……ったく、ぐだぐだするな。終わったことだろ」

　ケータは踏ん切りをつけるべく、己の頰を叩いた。

　とにかく早々にこの場を去らないといけない。

　危険だった『ハーメルン』のパイプは破壊した。後はもう、残してまずいものはないはずだ。訓くん令れいの間の肖しよう像ぞう画がを持って帰りたかったが、さすがに諦めるしかないだろう。きりのいいところで、取り込んだモンスターを吐き出してやる必要もある。

（一度パールバルに戻って、ミケのやつを回収してこないとな。その後は──まあおいおい考えるか）

　そこまで考えた時だった。




「──か。誰かいないの!?」




　遠くに、ヒトの声が聞こえた。この声は、イリス軍曹だ。

　もたもたしていたものだから、地下の候補生たちに追いつかれてしまったようだ。

　ケータは早く飛び去ろうと地面を蹴り──。

（あれ？）

　なぜか踏み出した方とは反対側の足で、地面に着地してしまう。

　もう一度試してみても、同じだった。飛んだら地面に落ちてしまう。これではただのジャンプではないか。

「班長！　あそこにヒトが！」

　まずい。非常にまずい。ガス欠ならぬ魔力切れか？　そんなことがあるのか？

　半ばパニックになっている所に、選抜メンバーが押しかけてくる気配がした。

　もうどうにもならず、走って逃げだそうとした時である。

「ゼロパーセントじゃない！」

　──え？

　ケータは驚きのあまり、その場に固まってしまった。

　おそるおそる後ろを振り返れば、イリスやその他選抜メンバーたちが、目を丸くしているのだ。

「どうしたの、なんでここに？　いつ下から出てきたの？」

「い、いや……俺は……」

　こんな反応は予想していなかった。

　今の自分は、ピアスも外して完全に魔族の外見をしているはずである。

　節穴だったガイ・カラベラスはともかくとして、イリスたちにまで、元とまったく同じ反応をされるはずがない──。

（ん？）

　試しにケータは、自分の耳を触ってみて、その手触りにぎょっとする。

　確か尖っていたはずの耳が、元の人間の耳に戻っているのだ。黒く染まっていた爪も、元の肌色。このぶんでは、目の色や虹こう彩さいの形も元通りではないだろうか。

「……魔族じゃなくなってる？」

「何をごちゃごちゃ言っているのよ。そうだわ魔族と言えばゼロパーセント。こっちに魔族が飛んでこなかった？」

「魔族……？」

「そう。もしかしたらなんだけど、黒仮面のヴェーレスかもしれない。魔王軍大元帥の」

　喋っているイリスの言葉も、なかなかうまく頭に入ってこなかった。隣では、ビムが顔をしかめたままため息をついている。

「まったく、さっきからこのヒトと来たらこれなんだ。いくらなんでもそれはないでしょうと、さんざん言っているんだがね。見たと言って聞かないんだ」

「うるさいわねビム・コーラル。本当なんだから」

「だからって、大元帥がどうしてあんなところに出てくるんです。しかもこっちを助けるなんて」

「助かったじゃない」

「…………魔族なら、いた」

「本当に!?」

　イリスが声を大きくした。

「ああ……俺をここまで連れてきて……」

「そう、そうなのね」

「それで、割れ顎を殴って、またどこかに飛んでいった……」

「……飛んで……ああ、やっぱり……」

　イリスは、また残念そうに声を落とす。

　一方でケータは考える。

　おそらく、今の自分の身に起きているのは、魔力の再封印。仕組みはよくわからないが、人間の形にまた戻ったということではないだろうか。

　一度ピアスを外したが最後、もう二度と魔力の奔流はおさえきれず、元の姿には戻れないと思っていたけれど。

（いや、そうじゃないんだ）

　確か言っていたではないかフードゥーは。ダイト海かい峡きようの暗い船上で。




　──一つだけ再装着できる条件がある。

　──条件？

　──ああ、耳を貸せ。




　そして彼女は、ケータの耳元でこうささやいた。




　──いつかまた、そなたを心より愛する女ひ性とが現れたら。

　──その時はその女ひ性とが、そなたの魔性を収める鍵となるだろう──。




　今。

　ケータの目の前にいる女性は、イリス・カーネリアンと。

「やだ、どうしたのアズライト！　大丈夫!?」

　城門に頭を打ち付けて昏こん倒とうしている、ライラ・アズライトである。飛んできたイリスに助け起こされて、頭をおさえている。

　その意味をまともに考えると、衝撃のあまりもんどり打ちそうだった。

（でえええええ。いや、ない、ない。ないからそれはフードゥー！　おまえそれはおかしいから！　噓つきはハリセンボンだから！）

　頭を抱えて、必死に否定して。そんなことをしているケータを、みな不思議そうに見ている。

　そう、何もかも以前の通りだった。

「班長！　あそこにガイ・カラベラスが！」

「本当だわ。行ってみましょう──」

　メンバーが指をさすのに合わせ、イリスがまた駆け出していく。その場に残されたライラが、ケータを見てほっとしたように笑った。

（ああ）

（でも）

　そうかフードゥー。残酷なかつての主あるじ。

　これはもしかして、夢を見てもいいということだろうか。

　このまま彼らと一緒にいること。落ちこぼれ戦術召喚士候補生として、つかのまでも卒業を目指していくこと。

　最後にこの地を去る時、今は見つけきれない自分だけの夢を見つけることができていたら、それはたぶん、こんな漂ひよう流りゆう人生でも一勝だ。

　人間に戻ったのなら、それができる。

（──おまえがくれたピアスの条件は、ちょっと壊れてると思うけどな。とりあえずもうちょっとだけやってみるわ）

　ケータは制服のポケットに入れていた魔封じのピアスを取り出すと、すっかり元の形に戻った左右の耳にはめこんだ。ためしに外してみようとしたら、前のように強く固定されていて動かなかった。

「待ってくれ軍曹！　俺も行く！」

　みなと歩調をそろえるために、強く地面を蹴って駆け出した。
















「ほら、ミーケルウス。土産みやげだ」

　パールバルの自宅に戻ってきたら、ペットのミケが、寝室のベッドの中にもぐりこんでいた。

　仮にもご主人様のベッドを、留守中とはいえ昼寝用に占せん拠きよするとはいい度ど胸きようである。

　いくら三食しっかり食べて、ネズミも獲とれと言い置いていたとはいえ──彼女は毛布にすっぽりつつまれたまま、寝ぼけ眼まなこで「お帰りですだす主人」と言った。言葉まで寝ぼけている。

　こちらがかいくぐった死し闘とうも修しゆ羅ら場ばも、おかまいなしといった雰囲気だ。

「……本当に満まん喫きつしてたみたいだなおまえ」

「そんなことない。ここなら敬けい太たの匂いがするし……昼寝なら猫は当たり前……」

　むにゃむにゃとまだ寝ぼけたことを言っている。

「一緒に寝るですか主人……」

「嫌だ。そんなに猫ネコ言うなら、土産やらないぞ。人間用の菓子だから」

「じゃあ起きる……」

「──ふ、服を着ろ服を！」

　布団から這はい出てくるミケは、一糸まとわぬ完全な全ぜん裸らという奴で、ケータは慌てて背中を向けた。

「だって面倒……」

　そこに、玄げん関かんのチャイムが鳴り響く。

「誰？」

「いいから。これは俺が出るから。おまえはちゃんと服を着るまで表に出てくるな！　いいな？」

　言い捨てて寝室を出る。

　あの半人半はん猫びよう、ケータがいない間どういう過ごし方をしていたのか、想像するだけで恐ろしい。

（全裸でご近所徘はい徊かいとかしていないだろうな）

　それだけはないと信じたいが。だがそういえば、ここに帰ってくる時にすれ違った、八や百お屋やのおかみさんが妙によそよそしかった気がする。いやいや、被害妄想かもしれない──。

　惑まどいながら階段を降りて、玄関へと向かう。

　ドアの向こうにいたのは、ついさっき学院の前で別れたばかりの、選せん抜ばつメンバーだった。

　具体的には、イリス・カーネリアンである。

　どうも代表で呼び鈴を押したようで、少し離れた敷地の外では、ライラなど他のメンバーが数名いた。

「なんだ……」

「学院内じゃ口にできないことだから。徹てつ底ていして回っているの」

　真面目な顔でそう言われるので、思わずこちらも真顔になる。

　ケータたちはベルタ城を出た後、来た時と同じルートをたどって、パールバルの召喚学院に戻ってきた。

　学院側は、『満まん身しん創そう痍い』と言っていい状態で帰き還かんしてきたケータたちに、大変驚いた。いったい何が起きたのか、ケータたちに詰きつ問もんした。なにせ途中で入院治療を受けるため、パールバルには帰ってきていない負傷者もいたのだ。中でも一番ひどかったのが、意識障害が残っているガイ・カラベラス団長だ。

　ケータたちは、とにかく城の中で想定外のモンスターに襲われたとだけ主張した。理由も何もわからないが、怖くて不安で恐ろしい目にあったことだけを強調したので、今日はこうして家に帰ることができた。おそらく個々の追及は、明日からになるだろう。

　それをふまえての作戦、というわけだ。

「考えたんだけど。隠し部屋の件は、上に報告しないことにするわ」

「え」

「──もったいないって、みんなにも言われたんだけど。でも、学院側がアズライトに花を持たせることを期待していたって分かっていて、ケンカを売るような報告はしない方がいいと思うの。これからもこの学院でやっていくって決めた以上」

　驚きのあまり口を開けているケータに、イリスは苦笑する。

「べつに、向こうの意思に屈しようってわけじゃないのよ。これからも首席は死守するつもり。逆に言うなら、あんな偶然の飛び道具に頼らなくても、トップを走り続ける自信はある──こう言えば納得できる？」

「──しい」

「なに？」

「素晴らしいぞイリス・カーネリアン！」

　ケータは感激のあまり、イリスの両手を強く握りしめていた。至近距離、思いの丈を打ち明ける。

「素晴らしい勇気だ。俺はあなたの決断に敬意を表する」

「ど、どうも……」

「ありがとう、ありがとう」

　これで俺の恥はじが一般公開されずにすむ──喜びに沸わくケータがいる一方で、ケータの手放しの賞しよう賛さんに、顔を赤くするイリスがいる。

「ま、まあね。学術的な価値で考えたら、私のやっていることは罪深いのかもしれないけど……」

「そんなことはない。いつか見つかる物が、先送りになるだけだ。どうせ今回の件で、騎士団が再調査に入る」

「そ、そうよね」

　そして永遠にお蔵入り。素晴らしい。

「あと、ガイ・カラベラスが話せそうにないからできる手段っていうのも、ちょっと不安材料で……あの、ちょっと近すぎない？　いくらなんでも」

　イリスが人目をはばかるように、周囲に目を向けた。その時だった。

「主人ー」

　何事もなかったように、ミケが階段を降りてきた。

　ぺたぺたと裸足はだしで、薄手のスリップ一枚という、大変な軽装備で。

「洗濯してないからパンツ一枚もない……このまま服着てもいいですか……？」

　ケータは実際に物を確認し、顎あごが外れそうになった。

「あ、あ」

　──これは非常事態だ。

「……ねえ。もしかしてあなた、自分のメイドに手を付ける趣しゆ味みでもあったの……？」

「そんなわけないだろう！　いいえありません。ほら、彼女は重度の寝とぼけ病なんだ。そうなんだ。ほらミーケルウス、いい子だからお布団に戻ろう！」

　氷点下まで声が冷えきるイリスを振り切り、ケータは全速でミケのもとへ走った。

「じゃあ一緒にお昼寝」

「口を閉じろ三み毛け猫ねこ！」

　問題発言しかしないペットを小こ脇わきに抱えて、二階へダッシュする。そのまま彼女を自分の部屋へ押し込めると、きびすを返して玄関へ戻るが、すでにイリスはドアを閉めようとしているところだった。

「軍ぐん曹そう」

「さようなら。ごゆっくり。明日また学院で」

　ぱたん、と扉が閉まる。

　──明日学校行きたくないと久しぶりに思った。





　　　　　＊＊＊






　ケータ・マルミヤと話してくると言って家の中へ入っていったイリス・カーネリアンは、なぜか憤ふん懣まんやるかたないといった顔つきで戻ってきた。

「あの、カーネリアンさん」

「──まったく、とぼけた面して何してるかわかったもんじゃない……！」

　ライラはおろおろするばかりだ。

「何か行き違いがあったんでしょうか。ケータさんはなんて？」

「別に。話し合い自体は円滑だったわよ。隠し部屋の件には同意してもらったわ」

「そ、そうですか……」

「安心してライラ・アズライト。これからは、正々堂々あなたと競い合わせてもらうから」

　小さく笑むイリスは、やはり首席の器うつわ。ライラではとうてい追いつけない、女王の風格だと思うのだ。

　絶対的に有利な条件を、こうもあっさり捨ててしまえるのだから。

「わたしは、自分が恥ずかしいです……」

「気にする必要はないわよ。お膳ぜん立だてをしようと思ったのは周りで、あなたじゃないでしょ」

　彼女に形だけでもそう言ってもらえると、消えてなくなりたい気持ちが、少しだけ楽になる。

「でもじゃあ、なんの問題が……？」

「問題もなにも。あの魔王軍マニアの十じゆう四し病びよう患者が──」

　早口に喋っていたイリスだが、ふいにそこで口をつぐんだ。

　端たん整せいな顔立ちの眉間に皺しわを寄せ、なにやら考えこんでいる。

「……魔王軍……十四病……」

「カーネリアンさん？」

「……同じ穴のむじなにだけはなりたくないんだけどね……」

　そう言ってから、ふうと大きくため息をつくのだ。

　その時だけはまるで、恋こい煩わずらいでもしているような顔つきで、珍しくはある。

　一方で、ライラは彼女の口から出た『魔王軍』という単語に、心臓が飛び出そうになるのだ。

（魔王軍──）

（大だい元げん帥すい、黒仮面のヴェーレス──）

　ライラはちらりと、ケータが暮らしている集合住宅テラスハウスを見やる。この地区では珍しくもない、二階建てのメゾネットタイプで、彼は今、この中にいるらしい。

（……気のせい、でいいんですよね。ケータさん──）

　あの時。

　ベルタ城の内と外で分断され、ライラは彼らを助けようと、ガイを振り切り城の中へ向かおうとした。そこに突如として乱入した、謎の魔族。

　爆風に吹き飛ばされて頭を打ったのは本当だ。その後のやりとりはずっと、遠い霞かすみの向こうの出来事のようにぼんやりとしている。

　その魔族は、黒仮面のヴェーレスを名乗り、圧倒的な力でガイを倒した。さらには後から現れた仲間の魔族も打ち倒し、そして、みるみるうちに今のケータの姿に戻っていった──ような気がするのだ。

　いくらなんでも、そんな馬鹿げた話があるわけがない。強く頭を打ったせいで、夢でも見ていた可能性がある。

（……わたし、ケータさんのこと意識しすぎなんでしょうか……）

　それにしたってあんまりな夢だ。誰にも相談できない。

「はあ……」

　ライラはため息をつき。

「ふう……」

　イリスもため息をつき。

　そして集合住宅テラスハウスの中でも、「あああ……」とケータが頭を抱えている。

　かくも三者三様のため息が交錯し、合同調査団の旅は、終わりを迎えるのであった。











あとがき




　どうもこんにちは、竹たけ岡おかです。新作でのご挨あい拶さつは緊張しますね。

　ジャンルとしては異世界召喚ものですが、諸しよ処しよの事情のせいで地球からやって来たことも、魔王軍で大だい元げん帥すいをやっていたこともバレたら処しよ刑けい必ひつ至しな環境に飛び込んだ主人公の明日はどっちだ。

　以前に同じように異世界に飛ばされた高校生の話（パナティーア異い譚たん）を書いたのですが、面白いぐらいスタートからたどった道のりが違うので、比べてみると笑えるかもしれません。はたして人ひと柄がらのせいなのか、はじめに出会った相手が悪かったのか……。




　イラストはともぞさんに描いていただけました！　どんなイラストレーターが良いかと聞かれた時、「良い乳が描ける方でお願いします。主にイリスさんのために」と答えた私。夢は叶うものとアイドルのように歌いたい気分です。

　それでは、またお会いできることを願いつつ。竹岡葉は月づきでした。
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